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序章





　トランクひとつと、教科書を詰め込んだカバン。

　これが俺おれの荷物のすべて。

　この魔女の街セイラムに長居するつもりはなかったので、必要最低限の生活必需品と、暇つぶし用のキャストパズルぐらいしか持ってきていなかった。

　おかげで引っ越しは簡単に済んだんだが。

「……本当に、これからここに住むのかよ」

　丘の上に建つ、御み津つ門かど学園。

　そこへ通じる一本きりの坂道の下に建つ、白い壁に赤い屋根の洒落しやれた洋風の建物。これが俺の新たな住まい。

　学校まで、徒歩五分。

　家賃はタダ。電気・水道代もタダ。おまけに、家具までついてくる。

　普通ならこんな恵まれた物件、バンザイをして喜ぶところだが……俺はこの建物の門扉をくぐることを躊躇ためらっていた。

　なにしろ、ここは御み津つ門かど学園の女子寮。

　男子の立ち入る場所ではない。

　いや、男女比率が極端に偏っている御津門学園に男子寮などないことは最初からわかっている。寮生活をするとなれば、女子寮に間借りするしかないだろう。

「それにしたってなぁ……」

　トランクを片手に玄関の扉の前をウロウロしていると、庭の物干し台に洗濯物が干されているのが目に入ってしまう。鮮やかな色彩の女物の服の中に、白やピンク、そして黒い下着がゆらゆらと揺れている。

　それだけでも、ここが女子の園であることを思い知らされる。

「ええい、どうにかなるさ！」

　俺おれは干された下着を横目に、意を決して寮の扉に手をかけた。

　丸いノブと、半円形にカーブした取っ手の二種類が扉にはついているのだが――取っ手のほうをつかむと、なにか妙な感触がした。金属やプラスチックの感触ではなく、毛皮のように柔らかい。しかも、その取っ手は握った途端、急に高熱を帯びて俺の手を焦がした。

「熱あつっ！」

　驚いて手を引っ込めると、その取っ手は優雅に動き、扉の中にするりと消えていった。



    

  
    
      



    

  
    
      「なっ、なんだぁ？」

　代わりに扉の中からわき出るようにして現れたのは、赤い首輪をつけた猫だった。ただし、その身体からだには炎を纏まとっている。

　さっき俺おれが取っ手だと思ってつかんだのは、どうやらこいつの尻尾しつぽだったらしい。

「火焔猫フレイムキヤツトか！」

　当然、ただの猫ではない。それは異界から呼び出される召喚獣の一種。

　凶暴なやつではないが、その燃え盛る身体で、やたらと人にじゃれつくというはた迷惑な性質がある。

「うにゃん」

　火焔猫は大きな目をキラーンと輝かせ、俺のほうを見つめた。そのキラキラした輝きからして「遊んで！　遊んで！」と甘えているらしい。これは危険な兆候だ。

　普通、召喚獣はこの世界に長く存在することはできない。おそらくは番犬代わりに、寮の誰だれかが召喚して、ここに定着させているものだろう。

「うにゃにゃ～ん」

　とうとう我慢しきれなくなったのか、火焔猫は扉を蹴けって俺に飛びかかってきた。

「くそっ！」

　俺はすかさず心眼サードアイで魔力の構造を分析。

　赤い首輪が火焔猫をこの世界に定着させている魔具であることを察知すると同時に、まわりに人の気配がないことも確認のうえ、左手の手袋を外した。ああ忙しい！

「芽生えろ、ジギタリス！」

　手の甲に埋め込まれた魔具ジギタリスが発動。

　魔法の根が腕に伸びて、魔女ではない俺でも魔力の操作を可能とする。

「悪いが、おまえと遊んでいる暇はない！」

　飛びかかってくる火焔猫の首輪の魔力を、ジギタリスで操作。かけられていた魔法を無効化する。

「うにゃっ？」

　その途端、火焔猫は空中でピタリと止まって、まったく別の方向をじぃっと見つめる。

　普通の猫が、いままで夢中になっていたオモチャへの興味を急に失ったときのような仕草だった。

「ほら、もう帰れ。ここはおまえの世界じゃないぞ」

「うにゃん」

　俺の言葉を理解したわけではないだろうが、火焔猫は一鳴きして、そのまま消えてしまった。あれが本物の猫同様に気まぐれで助かった。

「たくっ、くだらないことでジギタリスを使ってしまったな」

　俺おれは左手に手袋をはめながら反省する。

　心眼サードアイで魔力を分析して、ジギタリスで操作する――それが魔女を管理する組織、マクダフ機関に押しつけられた、俺の魔女狩りウイツチハンターとしての技だった。

　しかし、ここは魔女たちの街、セイラム。

　俺が魔女たちの敵である魔女狩りウイツチハンターであると知られれば、どんな目に遭わされるかわかったものではない。扉を開けるだけで切り札のジギタリスを使っているようでは、まったく先が思いやられる。

「これからは寮で暮らすんだから、もっと気をつけないとな」

　今度はよ～く注意してノブのほうをつかんで回すと、無事に扉は開いてくれた。

　建物の中は、外観と同様に白を基調とした洋風の内装。避暑地のペンションのような雰囲気だった。

　生徒の八割近くが寮生活をしている御み津つ門かど学園では、生徒の自主性を尊重するために十人程度のハウスメイトで寮生活をするようにしている。普通、寮なんていうと、もっと簡素で無機的な建物で、規律正しく共同生活をするというイメージだったが、それとはまったく違う。

　大きな家でみんなで家事を分担しながら、最低限の規律を保ちつつ自由に暮らす――それが御津門学園の寮生活のスタイルなのだという。

　もちろん生徒だけで住まわせるのは、あまりに放任過ぎるので、各寮には寮長として教師が住むことになっている。ちなみにここの寮長は、俺の担任でもある杉すぎ原はらちさ先生だ。

「こんにちは～」

　結構広い玄関から、奥のほうへと声をかける。

　寮の中はシンと静かで、人の気配はない。

「誰だれもいないのか？」

　勝手に入っていいものかと思ったが、これから住む家なんだ。遠慮することもないだろう。

　俺は靴を脱いで、恐る恐る奥へと進む。

　玄関の脇の扉が開けっ放しだったのでのぞいてみると、かなり広い居間になっていた。

　十人は座れる立派なソファーとガラステーブル、大型テレビ。

　絨毯の敷かれた床には、大小様々なクッションやぬいぐるみが転がっている。

　部屋の中は、パステルのほんわかした色調。

　空気までがほのかに甘い気がする。

　あまり経験はないが、女の子の部屋はこんな匂いがするのではないだろうか？

　足あし下もとのピンク色のクッションを拾い上げてソファーに戻しながら、俺はいまさら自分が女子寮にいるのだと実感する。

「これからやっていけるのか、俺おれ？」

　といっても、どうにかするしかないんだけどな。

　俺はすでにマクダフ機関に目をつけられた身。

　あの連中は、二度も情けをかけてくれるほど優しくはない。



　世界を魔力に満たし、この世の理ことわりまで変質させてしまう魔法――ワルプルギスの夜。

　その鍵かぎとなる、阿あ瀬せ夏なつ花か。

　同級生で、男子魔法部の部長で、そして偶然にも俺が最初に告発をした魔女。

　そんな彼女の監視と護衛が、俺の新たな任務だった。

　セイラムへ不法潜入をした俺に対する、マクダフ機関の最後の温情。

　逆をいえば、この任務に失敗することは、俺の命運が絶たれることを意味する。

　すなわち、最悪、刑務所送りである。



「だからって、一緒に暮らせ……っていうのもなぁ」

　この寮に引っ越してきたのも、その任務の一環だった。

　学校と寮が同じならば、ほぼ二十四時間、夏花のことを監視できる。確かに任務には都合がいいとは思うが……

「俺が男だってこと、マクダフ機関の連中はわかってるのか？」

　まあ、そんな思春期男子の言い分など、あの連中にとってはどうでもいいことなんだろうけどな。文句をいったところで、黙って任務を遂行しろというに決まっている。

「……で、俺の部屋はどこなんだ？」

　女子ばかりの寮なのだから、もっと賑にぎやかだろうと思っていたのだが、なぜか人の気配がない。

　荷物を足あし下もとに置いて、俺が居間でぼんやりしていると、ようやくキッチンになっているらしい奥の部屋から誰だれかやってきた。

「んっ、あんたは誰だ？」

　クリーム色のシャツの前ボタンを、ラフに二つだけとめて、スリムな黒のジーパン。頭にはちょっと派手な赤いバンダナを巻いた――

「おっ、男……男じゃないか！」

　俺は思わず声をあげて、転がるクッションを蹴け飛とばしながら駆け寄った。

　たぶん中学生ぐらいだろう。

　俺より頭ひとつ小さくて、身体からだつきもずいぶん華きや奢しや。ただ、目鼻はハッキリしていて、割と二枚目だ。

　いきなり駆け寄られて少し驚いているようだったが、俺は構わずその手を握りしめた。

「よかった、よかった！　なんだ、男がいたのかよ。だったら、ちさ先生もそういってくれればいいのに！」

　ぶんぶんと手を振って、俺おれは同志との出会いを喜んだ。

　このセイラムに来て、同世代の男子と会ったのは初めてだ。

「なんだよ、あんたは？」

「おっと、ごめん。俺は朝あさ倉くら優ゆう人と、御み津つ門かど学園の二年生。今日からこの寮に引っ越すことになったんだ」

　喜びのあまり、順番が逆になってしまった。俺は慌てて自己紹介をする。

「ああ、あんたが新しい寮生か。話はいろいろ聞いてる。ボクは星ほし名な柚ゆ月づき。あんたと同じ二年生だよ」

「えっ、同い年なのか？」

　それはちょっと意外だったが、まあそれはそれで嬉うれしい話だ。

「だったら、これからよろしく頼むよな。クラスはみんな女子で、すごく居心地悪くてさぁ。ホント、男がいてくれて嬉しいよ！」

「男……男かぁ。あははははー」

　柚月は大きな口を開けて笑った。

　その外見に相応ふさわしい無邪気で気持ちのよい笑い顔だ――とか思っていたら、なぜか柚月は俺の髪の毛をがっしりとつかむと、いきなりヘッドバットをくらわしてきた。

「ぐわぁっ！」

　反動で大きくのけぞり、俺は居間のソファーの上に倒れ込んだ。

　そこに追い打ちをかけるように、エルボードロップがみぞおちに炸さく裂れつ。

「ごふっ！」

　ソファーがだいぶ衝撃を吸収してくれたが、それでも的確に急所を狙ねらったエルボーのせいで、俺はしばらく呼吸ができなくなる。

「ヒキガエルのように潰つぶれてしまえ」

「うわっ!?」

　俺は身の危険を感じてとっさにクッションでカバーするが、柚月は容赦なくその上からストンピング攻撃を仕掛けていた。

「ちょっ、ちょっと待て！　なんで、いきなりプロレスを始めなきゃなんないんだよっ！」

　ゲシゲシと踏まれながら俺は文句をいうが、その攻撃の手――じゃなくて、足はゆるまない。

「くそっ、いい加減にしろ！」

　しかたないので、俺は柚月の足をクッションで挟むようにして抱え込む。

「おおっ!?」

「どりゃあ、このっ！」

　案外と軽かったので、そのまま俺おれは足を持ち上げる。

「わわわわっ!?」

　柚ゆ月づきはそのまま尻しり餅もちをついて、仰あお向むけに倒れた。

「そんなにプロレスが好きなら、つきあってやるぞ！」

　状況は一気に逆転。

　俺は柚月の上にまたがり、マウントポジションを取る。

　女子ばかりの生活で、こういう男の遊びに飢えていたのだろう。

　だったら、相手をしてやろうじゃないか！

　嫌々ながらも骨身に叩たたき込まれた、マクダフ機関仕込みの格闘術。ちょっとだけ披露してやる…………って。

「なんでそんな顔をしてんだよ」

　俺の下になった柚月は、なぜか顔を真まっ赤かにしてこちらをにらんでいる。

　せっかくそっちのすることに乗ってやったのに、罪悪感をかき立てられるような表情。

　なんだよ、まるで女みたいな顔しやがって……

　女みたいな……

「あれ……？」

　柚月のシャツのボタンが外れて、前がはだけている。

　その下はランニングかと思っていたら……ちょっとばかり形が違う。

　水色のストライプの肌にぴったりとフィットした下着。

　俺もよくは知らないけど……たぶんこれはスポーツブラというやつでは？

　なにしろ、それをつける柚月の胸はとても控えめではあったが、確かに膨らんでいたからだ。

「も、もしかして……」

　俺はその事実に気づき、グビリと唾つばを飲み込んだ。

　そのとき――

「たっだいまっ！」

　どやどやと俺たちのいる居間にやってくる、女子たちの気配がした。

　しかも、あの無駄に元気な声は、夏なつ花かに違いない。

　柚月もそれに気づいたようで、はだけたシャツの前を押さえながら意地悪そうに笑う。

「あははー、あんたもツイてないみたいだねー」

「そのようで……」

「でも、フォローはしてやらない」

　ほくそ笑む柚ゆ月づきの顔は、まさに小悪魔そのものであった。



    

  
    
      


第一章　女子寮鉄の掟おきて





「ホント、夏なつ花かは乱暴者よね。これから先が思いやられるでしょう？」

　黒こげになって居間のソファーに座る俺おれに、薬やく師し綾あや音ねが特製のやけど薬を塗ってくれていた。

「もういいよ、自分で塗れるから」

　やけに大人っぽい綾音の細い指で、おでこや頬ほおにムニムニと薬を塗り込まれるのは、やけどの手当だとわかっていても照れくさい。

「駄目よ、この薬は扱いが難しいんだから。魔女じゃなきゃ塗れないの」

「そ、そうなのか……」

　ぴしゃりと注意されて、俺は両手を膝ひざに乗せて大人しくする。

　いま塗ってもらっているのは、外の世界ならば目が飛び出るほど高価な魔法薬だ。綾音が魔法医術部で魔法薬の研究をしているおかげで、タダでわけてもらえている。

　ならば、専門家の言葉には従うしかないだろう。

「じゃあ、次は上着を脱いで。身体からだにも塗ってあげるから」

「いや、そんなところやけどしてないから！」

「いいから、いいから。ちょっと診みせてみなさい！」

「やめっ、駄目だって！　馬ば鹿か、どこ触ってるんだ！」

「これから一緒に暮らすんでしょう。だったら、隠しごとはなしってことで」

「アホか！　隠しごとと、隠すべきところの区別ぐらいつけろ！」

「大丈夫、魔法医術部として、男子の身体に興味あるだけだって」

「なにが大丈夫なのか、さっぱりわからん！」

　ついに魔女としての本性を現した綾あや音ねは、力尽くで俺おれの上着を引っ剥ぺがそうとする。

「こらぁ、なにやってるのっ！」

　すると、部屋の外からズダダダッと一気に駆け寄ってきた夏なつ花かが、綾音と俺の頭を連続してスパパーンと叩たたいた。

「……なぜ、俺まで叩く？」

「まったく、ちょっと目を離すとこれなんだから！」

　夏花は俺の抗議など聞こえていないようで、腕組みをして俺たちをにらみつけている。

「おまえなぁ、誰だれのせいで手当をしてもらっていると思ってるんだ」

「そっ、それは……いきなりユズを押し倒しているんだもの。誰だって誤解するでしょ？」

　俺を黒こげにした張本人の夏花は、口をむにっと尖とがらせて弁解する。ちなみに、そのユズというのは、柚ゆ月づきのあだ名らしい。

「だからって、いきなり人を黒こげにするな」

「それは私のせいじゃなくて……」

「どう考えても、おまえのせいだ！」

　そういって、俺は夏花の頭の上を指差す。

　そこで楽しそうにじゃれ合っているのは、柚月にのしかかっていた俺を目撃した夏花が再度召喚をした、二匹の火焔猫フレイムキヤツトである。

「だって、この子たちったら、きみと遊ぶのが気に入ってるみたいで、時々、制せい御ぎよが利かなくなるのよ」

「気に入ってるって……それって、いつも同じ猫を召喚しているのか？」

「たぶんそうだと思うよ。呼ぶたびに、だんだん慣れてきているみたいだし」

　夏花がちょいちょいと呼び寄せてあごをさすると、火焔猫たちはゴロゴロと喉のどを鳴らして、ついでに背中の炎を大きく膨らませた。確かに慣れているようだが……

「だからって、そんな危ないモノをほいほいと呼ぶな」

　外の世界では召喚獣を呼び出すことは厳しく禁止されているというのに、この魔法特区のセイラムでは当たり前というギャップには、いまだに俺おれは慣れることができない。

「なによ、こんなに可愛かわいいのに」

「可愛くたって、ゲヘナの生物なんだぞ。どんな危険があるか」

　ゲヘナとは魔女たちですら全容をつかんでいない、火焔猫フレイムキヤツトなどの故郷でもある、魔力に満ちあふれた異界だ。

　魔女は魂の奥底にある鍵かぎを使ってゲヘナとの門を開き、魔力を引き出す。それが魔女の力の源なのである。ただし、ゲヘナの鍵は誰だれもが持っているはずなのに、なぜか一部の女性しか門を開くことはできない。そして、それができる者を――人は魔女と呼ぶのだ。

「ぶ～、いいところだったのに～」

　俺が綾あや音ねに脱がされかけた上着を直していると、俺の担任の杉すぎ原はらちさ先生を先頭に、ぞろぞろと寮のハウスメイトたちが居間に入ってきた。

　あいかわらず眠そうな顔をした、黒マント姿の壺つぼ井い刻とき代よ。

　そして、さっき俺が不覚にも男子と間違えてしまった星ほし名な柚ゆ月づきである。

「阿あ瀬せさんったら、邪魔しちゃ駄目でしょ～？」

　ちさ先生は頬ほおを膨らませて、夏なつ花かに文句をいっている。

　こいつら……ずっと俺と綾音の様子を、のぞき見していたな。

「あははー、さっきは誤解を解くのが遅れてごめんねー」

　柚月は手当を受けた俺を見て、あいかわらず馬ば鹿か笑いをしている。

　まあ、さっきの間違いについては、俺の早とちりだったと素直に認めよう。

　一度、気づいてしまえば、もう柚月は男に見えない。

　それどころか元気で活発な感じのする、割と可愛い女子である。ただ、何が面白いのかいつも脳天気に笑っているので、多少頭が悪そうに見えるのがもったいない。

「ユズは私たちと同じクラスだけど、始業式からずっと休んでいたの」

　改めて夏花が柚月を紹介してくれたが、俺はちょっと疑問に思った。

「それにしては、ずいぶん元気そうに見えるけど」

「星の位置が悪くてね。みんなに迷惑かけるから自宅待機をしてたのさー」

「どういうことだ？」

「あははー、外のやつにはわからないだろうな」

　柚月は笑いながら話をはぐらかす。

　ただ、俺は柚月のいった『外のやつ』という言葉が少し引っかかった。

　魔法が使えるというだけでセイラムに閉じ込められた魔女たちは、セイラムの外の人間に反感を持っている者もいる。もしかすると、柚月も外から来た俺のことを、あまり歓迎していないのかもしれない。

「それにしても、本当に引っ越してくるとは見上げた度胸だな、男……ふふふっ」

　半分閉じかけた目で俺おれのことを見つめながら、なにやら不気味な笑みを浮かべている刻とき代よ。死霊魔術部などという恐ろしげな部活をしているやつにいわれると、本気で怖い。いったいなにを企んでいるのやら。

　しかし、これはこれで柚ゆ月づきよりは、俺のこと歓迎してくれているともいえるかも。

　これで俺のことを『男』と呼ぶのをやめてくれたら、もっと嬉うれしいのだが。

「本当は犬小屋に住んでもらうはずだったんだけど、学校がどうしても許可してくれなくて残念ぶ～」

「まだいってるんですか。そんなの許可されるわけないでしょう！」

　さっきからぶーぶーといっているちさ先生は、栗くり色いろのふわふわな髪をツインテールにした、この寮の中でも一番の小柄で童顔。これで先生だというのだから、まったく驚かされる。いくら常識外れなことの多いこの街でも、ちさ先生の存在はセイラム七不思議のひとつにしてもいいぐらいだ。

　しかも、その小学生のような幼い外見に似合わずドＳな性格をしているというおまけつき。魔女である学園の女子たちも恐れるほどである。

「あっ、でも、あなたが不祥事を起こせば学校も認めてくれるかも。頑張って、レッツ不祥事。元気いっぱいの男の子でしょう!?」

「寮長の台詞せりふじゃねぇ！」

　魔女狩りウイツチハンターの任務で潜入しているというのに、そんな馬ば鹿かなことをしでかしたら、犬小屋暮らしどころか、マクダフ機関に呼び戻されて刑務所暮らしだ。

「ねえねえ、それよりも、きみの歓迎会の買い出しをしてきたんだよ」

「歓迎会だって？」

「そうよ、みんなでお金を出し合ったんだからね」

　そういって、夏なつ花かは俺に買い物袋を持ち上げて見せた。食材やお菓子、飲み物がたくさん詰め込まれている。

「えっ、もしかして俺の歓迎会なのか？」

「他ほかに誰だれがいるのよ、当たり前でしょう？」

「あ……そう」

　最初、平静な顔をしていた俺だったが、やがてじわじわと笑みが浮かんできた。

　これまでマクダフ機関の魔女狩りウイツチハンターとして、どちらかといえば嫌われ者として過ごしてきた。そんな俺だったので、誰かに歓迎会をしてもらうなんて初めての経験である。

　正直、感激していた。

「ありがとう……」

　照れくさかったが、そんなみんなの厚意に俺は素直に礼をいう。

「でも、その前にこの寮の掟おきてには従ってもらうからね」

　なぜか夏なつ花かたちはにんまりと笑って、細く切った紙を握りしめて差し出した。

「な、なんだよ……」

「さあ、引いてちょうだい。このクジで、きみのこれからの運命が決まります」

　夏花がそういうと、他ほかの女子たちも「うーふふふ」と微笑ほほえみながら俺おれを取り囲む。

　もの凄すごいプレッシャー。黙っていうことを聞かないと、この微笑みに押しつぶされそう。

「わかったって、引けばいいんだろ？」

　適当に選んで夏花の手から紙を引き抜くと、その先にはドクロマークが描かれていた。思わずゾッとするほどにリアルで不気味なドクロである。

「なにこれっ、なんなんだよこれっ!?」

「すっご～い、いきなり大当たり～！」

　それを見た女子たちは、一斉にやんやの大だい喝かつ采さい。

　あれ、もしかして、なにかご褒美でももらえるとか？

「おめでとう。これから一ヶ月間、きみは食事当番と決まりました！」

　夏花は手に持っていたクジを、俺の目の前でハラハラと散らした。

　他のクジには、どれもラッパを吹き鳴らす可愛かわいい天使の絵が描いてある。

「食事当番だって……？」

「そうっ！　じゃあ、すぐに準備よろしくね」



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと、待て。いったいなんの準備だ？」

「きみの歓迎会に決まってるじゃないの」

「俺おれの歓迎会の準備を、俺本人がやるのかよ。そんなの悲しすぎるだろ！」

　自分の歓迎会――その準備を自分でする。

　俺はその切なさを知っている。

　なぜなら昔、一人で自分の誕生日を祝った苦い経験があったからだ。自分で立てたろうそくの火を、自分で吹き消すあのわびしさは、二度と経験したくない。

「んーっ、でもね、これは寮の鉄の掟おきてだから……わかるよね？」

　うわっ、なんだか聞き分けの悪い子を諭すようにいわれた。

　しかも、夏なつ花かなんかに！

　もしかして、悪いのは俺のほうなのか？

　鉄の掟――恐るべし。まったく容赦なしかよ。



　　　◆◇◆



　――なんて、最初は文句をいってはいたが、俺は割と料理が得意だったりする。

　小さい頃ころからマクダフ機関の元で生活をしてきたから、独り暮らしは慣れている。自炊経験だってそれなりのものだ。

　大所帯だけあって、寮のキッチンはかなり広い。

　コンロが六つに、蛇口が二つあるシンク、自動食器洗い機、大型冷蔵庫、電子レンジ、調理器具も一通り揃そろっている。

　とはいえ、今日はあまりその出番はなさそうだ。夏花たちが買ってきてくれた食材は、レンジでチンするだけでできあがりみたいな冷凍食品ばかり。

　まあ、これはこれで楽だし、最近は冷凍食品といえどなかなか侮あなどれないからな。

　俺は次々に冷凍食品を温めると、キッチンの真ん中にあるテーブルに並べていく。

　こうして皿に盛りつけてみると、ちょっとしたオードブルだ。

「うん、なかなか豪華じゃないか――俺の歓迎会」

　最後の付け加えた一言のせいで少しばかり俺のテンションは落ちたが、そこはそれ気にしない方向で。

　レンジが次の冷凍食品を温めている間に、サラダの準備をする。

　こればかりは冷凍食品に任せるわけにはいかない。

　適当な野菜をざくざく切って、ボールの中でドレッシングとあえる。

「んっ、これなんの鍋なべだ？」

　六つ並んだコンロの隅に、縦長の鍋が置いてある。サイズは小さめだが、ラーメン屋などで見かけられる寸ずん胴どう鍋なべというやつだ。

「なにか煮込み料理でも残っているのかな」

　歓迎会に残り物を出すのもいかがなものかと思うが、どうせ俺おれが主賓なんだ。かまいはしないだろう。

　蓋ふたを開けると、どうやらスープらしい。

「ふんふん、中華スープかな？」

　鍋から漂う香りは、やや強め。中をのぞくとニンニク、香草、粒のままの香辛料、さらに何かの骨も煮込まれている。

　丁寧に灰汁を取ってあるようで、すっきり澄んだ黄こ金がね色いろのスープ。

「へえ、骨からダシを取るなんて感心だな」

　冷凍食品ばかり食べているのかと侮あなどっていたが、ちゃんと手料理もしているらしい。これは夏なつ花かたちの評価を改めねばならないだろう。

　俺はスプーンでひとすくい味見をしてみる。

「うん、なかなか……」

　爽そう快かいに鼻に抜ける香草の匂いと、複雑に絡み合った香辛料の刺激。

「なんか薬やく膳ぜん料理っぽい味かもな」

　薬膳とは、食を薬ととらえる中華料理などの考えかただ。

　そういえば、身体からだの奥がポカポカと暖かくなってきたような……

「きみきみっ、料理を運ぶの手伝おうか？」

　居間を片付けていた夏花が、キッチンにひょこっと顔を出した。

　おおっ、案外と気が利くじゃないか。

　そうなんだよ、こういう優しさが大事なんだよ。

　情熱的な赤みがかった瞳。

　濡れたような深い輝きを持ちながら、首を動かすたびに軽やかになびく黒髪。

　ぷっくりとした愛らしい唇。

「ああ、夏花……なんてきみは優しい子なんだ」

　ぽろりと口から勝手に出た言葉に、俺は自分でもびっくりする。

　なにを言い出しているんだ、俺は？

「えっ、ええっ、ちょっとどうしちゃったのっ？」

　当然、夏花も俺の歯の浮くような言葉に驚いた顔をしている。

「夏花……」

「うわっ……ちょ、ちょ、ちょっと!?」

　なぜか俺は身体の自由までが利かなくなって、両手を広げて夏花のことを抱擁しそうになったところ――夏花の身体の感触の代わりに、固い拳こぶしが俺の顔面にヒットした。

　ツーンとしたものが鼻から頭の芯しんへと突き抜け、俺おれはくらくらっとよろめくと、眼をパチクリさせた。

「あははー、油断も隙すきもねーな」

　俺と夏なつ花かの間には、いつの間にか柚ゆ月づきが割り込んで、ファイティングポーズを取っている。

「あれ、俺……なんでいま、あんなことを？」

　痛む鼻を押さえて涙をにじませながら、我ながら妙なことを尋ねる。

「なっちんを襲ってたんだろうがー、このケダモノめ」

「きみきみっ、ああいうのは……もうちょっと…………だぞっ！」

　柚月の腕の中で、夏花は真まっ赤かになりながらごにょごにょなにかいっている。

　最後の「だぞっ！」ぐらいしか聞こえなかったが、その顔を見ていると自分がさっきしていたことが嫌でも思い出される。

「ご、ごめん！　俺、なんであんな馬ば鹿かなことを!?」

　思い出すだけで顔から火が出てきそうだ。

「馬鹿な……って」

　夏花が怪け訝げんそうな顔で、俺を見ている。

　怪しいのは直前に食べたあのスープだ。

「まさか、あれは綾あや音ねの鍋なべか？」

「あははー、あやねんのやつ、またキッチンで魔法薬を煮込んでいたな」

　コンロの隅に置かれた寸ずん胴どう鍋なべを見て、柚月はニヤニヤしている。

「やっぱり、魔法薬か」

　俺は心眼サードアイに精神を集中して、例のスープ鍋を観察する。

　ほのかに湯気のように漂う魔力の動きが見えた。

　魔法の中には、魔力の動きが弱くて、注意しないと心眼でさえ見えないものもある。

　特に魔法薬のような付与魔法エンチヤントはその傾向が強い。魔力を安定化させて、物体などに定着させる魔法だからだ。

「こいつのせいで、心にもないことを口走らされたんだ」

　俺は寸胴鍋を指差した。

　付与魔法は構造が複雑なので心眼で見ただけではその効果はわからないが、我が身で体験した限りでは媚び薬やくの一種だろう。

「安心しろ。俺はおまえを口説きたいとか、抱きしめたいとか、そんなことはいっさい思っていないからなっ！」

　ここで夏花に妙な誤解をされたら、これから先の寮生活がギクシャクしてしまうだろう。

　俺は身振り手振りを交えて、精一杯否定した。

　すると、夏なつ花かは俺おれの顔と寸ずん胴どう鍋なべを見比べてから、腕を組んで怒鳴った。

「あっそう、そうだよね。ホントはわかってたけどね！」

「よかった、わかってくれたか。俺があんなことするわけないよな？」

　思いの外、夏花は俺の言葉をすんなり信じてくれた。これも日ひ頃ごろの行いの賜たま物ものというやつだ。

「じゃあさあ、そっちの皿を持っていってくれるか？」

「なによっ!?」

「いや、だから料理を居間に……」

「料理当番はきみでしょ！　私は……私はただ飲み物を取りに来ただけ！」

　そういって夏花は冷蔵庫の扉を開くと、しばらく中をのぞき込んでから、結局、なにも取り出さずにバタンと乱暴に閉めた。

「飲み物……なかったのか？」

　なにやら機嫌悪そうなので、恐る恐る声をかける。

「別に、喉のどなんて渇いてないんだから！」

「あ、そう……」

　じゃあ、なんで飲み物を探していたんだとツッコミたくもなったが、夏花の剣幕に圧倒されて俺はなにもいえなかった。

　そして、夏花がキッチンを出てからしばらくして、居間のほうから夏花と綾あや音ねの喧けん嘩かする声が聞こえてくる。



「綾音、キッチンで魔法薬を煮込むなっていったでしょう！」

「いいじゃないの。身体からだに優しい天然素材百パーセントの魔法薬なんだから！」



　言い争いの内容を聞くと、どうやらキッチンに魔法薬が置いてあるのは、それほど珍しいことではないらしい。

「油断ならないキッチンだな。これからは、もっと気をつけないと」

　そう呟つぶやきつつ、俺ができあがったサラダを盛りつけようと、背後のキッチンテーブルを振り向いた。

「あれっ！　ない、ないぞ!?」

　さっきまで香ばしい匂いを立ち上らせていたからあげの皿がからっぽになっていた。

　そして、テーブルの陰にちらちらと見える、見覚えのある赤いバンダナ。

「こらっ、柚ゆ月づき！」

「むぐっ！」

　テーブルの下に隠れていた柚月が、ひょこっと顔をあげた。

　その手には温めたばかりのからあげが……しかも、両手にひとつずつ。

「おい……」

　柚ゆ月づきは悪びれた様子もなくニカッと笑うと、手に持っていたからあげをぽいぽいっと口に放り込んだ。

「むぐ、むぐ」

　こいつ、一人で全部食ったのか!?

　つまみ食いってレベルじゃないぞ、これ。

「あははー、できたてを食べるのが一番だな」

「こ、こいつ！」

　もう容赦ならん。

　男とか女とかそういうことは関係ない。こいつは人間として許せん。

　俺おれはカラカラ笑っている柚月に目がけて、サラダをあえていた木べらを投げつけた。

「こら～っ、料理はまだかぶー」

　そこにやってきた、ちさ先生。

　なぜか木べらは、そんなちさ先生の額にスコーンと命中してしまう。

「うきゃっ!?」

「えっ、なんで……？」

　おかしい。

　別に柚月が避けたとかそういうわけでもなく、かといって俺がノーコンだったわけでもない。ただ、なんの理由もなく、結果としてちさ先生に木べらが命中していた。

　いうなれば単純な不運。

　それだけの話なのだが、俺はなにか奇妙な感覚がしていた。

「あははー、ツイてないなー」

　柚月はそんな俺の考えを察しているかのように、腰に手を当てて笑っている。

「おまえ、なにをした!?」

「いまは人じん馬ば宮きゆうの位置。キッチンは火。変化に自由。ボクに矢を射ることは無理だね、あははー」

　そんなわけのわからないことをいって、柚月はトタタッとキッチンを出て行ってしまった。

「なんのことだ……？」

「星ほし名なさんは占星術師。星の加護を得ているの。だから、喧けん嘩かするなら気をつけなさい」

　ちさ先生は俺が投げつけた木べらを手にして教えてくれた。

「はあ……占星術ですか」

　柚月のいっていた、星の位置が悪いから始業式から学校を休んでいたというのも、そういう意味だったのか。それはさすがにやり過ぎという気もするが、魔法が当たり前のセイラムならば、そんな欠席理由も認められるのかもしれない。

「けど、柚ゆ月づきが占星術師だなんて意外ですね」

「セイラムでも珍しいけどね。占星術をする子は」

　占星術とは、マクロである星の動きと、ミクロである身の回りの事象を関連づけ、未来を予見したりするもの。大雑把にいえば、その人と符合する星の位置が悪ければ、運勢も悪くなるとか、そんな感じのものだ。

　実際には、他ほかの星との位置関係とか、象徴するキーワードとか、もっと細かく分けられているらしく、夏なつ花かたちが使う派手な魔法よりは、魔法薬の調合などと同様に学問的な要素が強い。よくいえば天てん真しん爛らん漫まん、悪くいえばアホっぽい柚月のイメージとはだいぶかけ離れているのだが……

「ところで、こんなこと聞いていいのかわからないですが、占星術なんて本当にできるんですか？」

「さあね、私はそっちのほうは疎いから。でも、確かに占星術は他の魔法体系に比べると効果が不ふ明めい瞭りようだし、星から魔力を得るというのは眉まゆ唾つばものだという人もいるわね」

　ちさ先生のいうとおり、マクダフ機関でも占星術についての効果は懐疑的で、本格的な研究もされていない。

「でも、さっき木べらが外れたのも、そのせいなのか？」

「そうかもしれないし……そうでないかもしれないわね。魔法が作用していたのは間違いないと思うけど」

　星の力で魔法のようなことを引き起こす。そんなことが本当に可能なのだろうか。

「それはともかくとしてぇ～」

　ちさ先生は木べらを振り上げて、にんまりと笑った。

「ちょっと、おしおきが必要よね」

「へっ、だから、あれは占星術のせいだって……ちさ先生が……」

「それとこれとは、話が別なんだぶー」

　そういって、ちさ先生は木べらで俺おれの尻しりを叩たたいた。

「いったぁああっ！」

　スパァ――ンと俺の尻がいい音を立てた。もちろん、激しく痛い。

　一方、ちさ先生は俺の悲鳴にうっとりしている。

「はぁ～、これすっごくいい感触～！」

　調子に乗って、ちさ先生は俺の尻を連打。

「やめっ、やめっ！」

　俺だって逃げ回っているだが、一発も打ち損じもなくすべてがクリティカルヒットさせてくる。恐ろしいほど正確な攻撃だ。

「痛いっ、痛いって、マジで勘弁！」

　俺おれは悲鳴をあげるのだが、ちさ先生にはそれは逆効果だったらしい。

「あはっ、いい声。ほらっ、もっと泣き叫べっ！」

　手首を存分に利かせた猛烈なスマッシュのせいで、俺の尻しりはクラッシュ寸前。

　そんなに強い手首を持っているなら、ウィンブルドンにでも出ればいいのに。きっといい線行くんじゃないだろうか？

　そこに、夏なつ花かが嬉うれしそうな顔をしながらキッチンに舞い戻ってきた。

「きみきみっ、さっきの魔法薬なんだけどね。綾あや音ねに聞いたら、興奮剤の成分も入っているんだけど、ホントは自白剤を作っていたんだって。ねぇねぇ、これって、どういう意味になるのかな!?」

「あっ、夏花！」

　ちさ先生の執しつ拗ようなおしおきにあっていた俺が、救世主が現れたかと夏花の顔を仰いだところ――

「きみ……なにしてるの？」

　夏花はよろけるように壁に手をついて、呆ぼう然ぜんとした顔をしていた。

「いや、これは……」

　冷静になってみれば、夏花がそんな顔をするのも当たり前だ。

　なにしろ、いまの俺は四よつん這ばいになって、ちさ先生がその背中に馬乗りをしているという格好。

「ほら、もっと泣きわめきなさい！」

　しかも、ちさ先生はまったく空気を読まずに、スパンスパンと俺の尻を木べらで叩たたいている。

　教師と生徒で、いったいどんなプレイ中なのかと。

　夏花ならずとも、ショッキングな光景だろう。

「これは別におまえが思っているような――」

　俺の弁解も耳に入っていない様子で、夏花はフラフラとキッチンを出て行った。

　そして、また聞こえてくる夏花と綾音の言い争いの声。



「綾音っ！　あんたの魔法薬のせいで優ゆう人とがおかしくなったじゃない！」

「まだ試作品なんだから、どんな効果が出るかなんて私にだってわからないわよ。勝手に飲むほうが悪いんでしょ！」

「自白剤だっていったじゃない。だから、てっきり私は……！」

「そんなの知らないわよ！」



　これは不幸中の幸いだった。

　綾あや音ねには悪いが、この醜態はすべてあの魔法薬のせいとさせてもらおう。

　それにしても……

「先生、そろそろ勘弁してもらえませんかね」

「ハイヨー、シルバー！」

　ちさ先生は、まだノリノリであった。



　　　◆◇◆



「うふふ～、この木べらは、なかなかの逸品ね～」

　歓迎会が始まってからずっと、ちさ先生は木べらを手にしたまま、チラチラとこちらの隙すきをうかがっている。狙ねらいは俺おれの尻しり。あれだけ叩たたいたくせに、まだ物足りないらしい。

　しかし、いまは尻の心配よりも、こっちのカードのほうが大事だった。

「よしっ、スリーカードだっ！」

　俺はぽーっと夢うつつな表情をしている刻とき代よの前に、ようやくやってきた起死回生の手札を叩きつけてやった。

　しかし、刻代の表情をピクリとも変えず、手札を扇のようにしてこちらに向ける。

「残念だな、男……こちらはスペードのフラッシュだ」

「なんだと～っ!?」

「男はポーカーも弱いんだな。これで五連敗だぞ」

「もう一度！　もう一度、勝負だ！」

「いいだろう。では、なにで勝負をする？」

　テーブルの脇には、さきほど俺の運命を決定してくれたドクロと天使のクジから、トランプ、花札、ジェンガ、人生ゲーム、その他諸もろ々もろが散らばっている。いろいろ種類はあるのだが、たったひとつ共通していることは――すべて俺が負けているということだ。

　連戦連敗。完全な運勝負のはずのクジですら、一度も勝てない。

　相手は一癖も二癖もあるセイラムの魔女たちなので、魔法でイカサマをしているとも考えられるが、俺には魔力の動きが見える心眼サードアイがある。もしも魔法を使っているというのなら気づくはずなのだが、勝負相手にそんな素振りは見られなかった。

　あたりに漂う微弱な魔力は気になったが、これだけたくさん魔女が暮らしている場所ならば、自然にあふれ出ても不思議なことではない。

「――おっと、ちょっと待て。勝負をするにしても、もう賭かける仕事がないな」

　そういって、刻代はホワイトボードを指差した。



　料理当番、掃除当番、洗濯当番、ゴミ当番、靴磨き当番……



　そこには、この寮生活における雑用の当番が記されていた。

　だんだん下になると字が小さくなって、仕事も適当なものになっていく。最後のほうはホワイトボードだけでは足りなくて、『テレビリモコンを操作する当番』とか、『冷蔵庫の製氷機に水を入れる当番』とかが書かれた紙が追加して貼はられてある。

　いま刻とき代よとやっている勝負とは、この当番を決めるものだった。ちなみに、いまのところすべての当番に俺おれの名前が記されている。全戦全敗なのだから当たり前だ。

　このままではとても納得できず、せめて一いつ矢しを報いてやりたいと、くだらない当番まで作って勝負を挑んでいるのだが……

「見て見てっ、きみの運勢は最悪だって！」

　頼んでもいないのに、トランプ占いをしていた夏なつ花かが教えてくれた。

　しかし、最悪だというのに、なぜそんなに嬉うれしそうな顔をする？

「ねえ、いい加減あきらめたら？」

　そういって綾あや音ねがテーブルのピザを取り分けてくれた。

「いや、しかしこれでひいては男が廃る。そうだ、『朝刊を取ってくる当番』というのはどうだ？」

「ダメダメ、ウチでは新聞は取ってないわよ」

「うむむむむっ！」

　新聞を取っていないとは、若者の活字離れは深刻なようだ。

「ほら、そんなに考え込んでないで。食べさせてあげようか？」

　綾音がピザを口元に差し出してきたので、俺も反射的に大きく口を開けたところ――

「こらっ、待ちなさい！」

　いきなり夏花が後ろ襟えりを引っ張った。

「ぐえっ!?」

　カエルのような悲鳴をあげながら、俺は仰あお向むけ気味に倒れる。

　そして、俺の後頭部が着地したのは、むにょっとやわらかい夏花の太もも。はからずも夏花に膝ひざ枕まくらをしてもらっている状況になっていた。

「ちょっと、綾音！　また変な薬を混ぜてないでしょうね？」

　顔の上では、夏花と綾音がまた言い合いを始めていた。おかげで起き上がるタイミングがつかめない。

「失礼ね、人の厚意をなんだと思ってるのよ」

　綾音もムキになったのか、俺に覆い被さるようにして、さらにピザを差し出してくる。

「いや、やっぱり自分で食うから……」

「いいから、いいから」

　上に乗っかられると、綾あや音ねの重量感のある胸と、夏なつ花かの太ももにサンドイッチされる状態になって、とてもピザどころではない。

　とりあえず、この状況から逃れるため、ピザから話題をそらすことにする。

「とっ、ところでさ、これで寮生は全員なのか!?」

　主催は女子たち、準備は俺おれ自身という、ちょっと悲しい歓迎会の席にいるのは、夏花、綾音、刻とき代よ、柚ゆ月づき、それにちさ先生。俺を含めても、六人しかいない。寮の建物の大きさに比べると、ずいぶんと少ない気がする。

「あと、ハンナもいるよ」

　夏花がピンと指を立てて応えた。

「ああ、あいつもか……」

　それはあまり聞きたくない名前であった。

　同級生のハンナ・シュプレンガー。

　その正体はワルプルギスの鍵かぎである夏花を監視するために、マクダフ機関がセイラムに秘密裏に送り込んだ公認魔女ハウンドウイツチ。ついでに俺のお目付役でもある。

「それで、そのハンナはどうしたんだ？」

「んー、用事があるって、買い出しの途中で別れたんだけど――」

　夏花が「誰だれか知ってる？」と尋ねても、みんな首を横に振った。

「でも、ハンナがどっかいっているのは、いつものことだから」

「あんまり寮にいないのか？」

「そうね……よく一人で出かけるし、休日も一緒に遊んだりしないし。ハンナはすごく大人しい子だから」

「だから、あのハンナが男子魔法部なんかに入ったのにはびっくりしたわ」

「なんかとは、なによ!?」

　綾音の言葉に夏花が噛かみついたとき、突然、玄関のほうから耳をつんざくようなブザーの音が鳴り響いてきた。

　あまりの大音量に、思わず身がすくんでしまうほどだ。

「な、なんだ、この音は!?」

　夏花たちもなにが起きたかわからないと、驚いた顔をしている。

　俺が音の正体を探るべく立ち上がると、音源は向こうからやってきてくれた。

「はわわわっ、これっ、どうやって止めるんですか！」

　恐るべき大音量を発するタマゴぐらいの機械をワタワタとお手玉をするようにして運んできたのは、いまさっき話題になっていたハンナその人であった。

「なにやってんだ、ちょっと貸せ！」

　ブザー音に負けないように大声で叫ぶと、ハンナからその機械を取り上げた。

　どうやら痴漢撃退用のブザーらしい。ヒモを引き抜くと警報が鳴るタイプのものだ。

　しかし、元に戻すためのヒモがない。

「おい、ヒモ！　ヒモはどこだっ!?」

「えっ、なんですか!?」

　ハンナは耳に手を当てて問い返す。

「ヒモだよ、ヒモっ！」

「ええっ!?」

　ブザーがやかましくて、俺おれの声が聞こえないらしい。

　さすが痴漢撃退用だけあって、近くで鳴られると腹が立つほどやかましい。

「だ～か～ら～っ！」

　いい加減イライラして、俺はハンナの耳元に口を寄せようとした。

「ひゃあ、なにするつもりですか！」

　それをなんと勘違いしたのか、ハンナは頬ほおを真まっ赤かにして逃げ出した。

「おい、ちょっと待てよっ！」

「やめてください、引っ越してきた途端になんですか。あなたは、ケダモノですか!?」

「だから、そうじゃなくて！」

　俺はハンナを追いかけて居間をぐるぐる回る。これではまったく埒らちがあかない。

「ああっ、うるさい、うるさい！」

　そんなドタバタにキレたちさ先生が、俺の手からブザーを取り上げる。

「あっ……」

「こんなもの、こうしてしまえば静かになるぶー」

　そういって、ちさ先生がブザーを片手で握りしめると、メキッと破壊音がして警報はピタリと止まった。なんという握力……

「ハンナさんも落ち着きなさい」

　砕け散ったブザーの残ざん骸がいをパラパラと床に落としながら、ちさ先生はハンナを叱しかる。

「す、すみません……」

　怒られたハンナは、しゅんと小さくなる。

「なんだったのよ、いまのは？」

「は、はい、みなさんのためにこれを買ってきたんです」

　夏なつ花かに問われて、ハンナは紙袋の中身をテーブルの上に並べた。

　さっきと同じタマゴ型の痴漢撃退用ブザーが、なんと五個も……

「これから朝あさ倉くらさんと一緒に暮らすのですから、みなさんこれを持っていてください」

「彼に襲われたら、これを鳴らせってこと？」

　綾あや音ねは頬ほお杖づえをつきながら、ブザーのヒモを持ってブラブラさせている。

「はい、なにかあったら、私の責任ですから！」

「ハンナの責任……って、なんで？」

「あっ、いえそれはこちらの話で」

　まあ、お目付役としては、俺おれが間違いを犯すことを警戒しているのだろうが、それを口にしては駄目だろう。まったく。

「こんなの持たなくても、襲えるものなら襲ってみろって感じだけどね」

「そうねぇ、そんな度胸があればの話だけど」

　綾音とちさ先生はニヤニヤ笑って、互いにうなずき合っている。

　まあ、そりゃあそうかもな。

　見た目はただの女の子でも、みんな魔女である。迂う闊かつに手を出せば、怪け我がするのは俺のほうだろう。

　いやいや、そうでなくても手は出さないけどな。

「えーと、夏なつ花かさんはいりませんか？」

「わっ、私は……優ゆう人とは、そんなことしないと思ってるから」

　おおっ、信頼されてる。

　そんなふうに俺を思ってくれていたなんて、なんか嬉うれしいぞ。

　さすがは男子魔法部の部長だ。部員のことを、よく理解していらっしゃる。

「でも、ボクのことを襲っていたけどな。あははー」

　すると、ピラフの大皿を片手に持って、バクバクと豪快に食べていた柚ゆ月づきが余計なことをいった。

「そ、そういえば……やっぱりもらっておこうかな」

　ううっ、どうやら夏花の俺への信頼はその程度のものだったらしい。

　そして、元から信頼がゼロなほうは、もっと大変なことに……

「朝あさ倉くらさん、いま星ほし名なさんがいっていたこと、本当なんですか!?」

　生き真面目まじめな表情で、ハンナはジッとこちらをにらんでいる。

「いや、その……」

　もはや、適当な言い逃れは通用しないだろう。

　ハンナのこういうお堅いところが、俺は苦手なんだ。

「たくっ、ふりだしに戻るかよ……」

　そんな俺の嘆きなどお構いなしで、柚月をはじめとしたハウスメイトたちは料理を腹の中に片付けるのに忙しそうだ。

　なあ、確かこれって俺の歓迎会だったよな？

　なのに、なんで俺おれはいま夏なつ花かとハンナに対して正座で弁解を続けているんだろうか……



    

  
    
      


第二章　ハンナと秘密のデート？





　寮生活の二日目は日曜日。

　学校もないことだし、ゆっくり寝坊したいところだったが、寮の鉄の掟おきてがそれを許さない。なにしろ、朝と夜の食事当番は俺なのだ。

　共用の洗面所で、鏡に映る寝ぼけた自分の顔を眺めながら歯を磨く。

　歯ブラシも歯磨き粉も、この前まで泊まっていたホテルからいただいてきたものだ。

「日用品も揃そろえないとなぁ。経費がでるかなぁ……」

　口の周りを泡だらけにしながら、俺がぼやいていると背中を叩たたかれた。

「おはよっ、よく眠れた？」

　同じく顔を洗いに来た夏花である。

「まあね、当番のせいで早起きをさせられたけど」

「来月になれば、また当番決めをするから。それまでの我慢、我慢」

「おまえこそ、早起きじゃないか。日曜日なのに――」

　そういいながら、俺おれは横目で夏なつ花かの姿を見つめる。

　今朝の夏花はラフな部屋着だった。

　身体からだにぴったりとフィットしたピンクの長なが袖そでシャツ。薄いブルーのショートパンツから、すらりと伸びる裸足のままの足は、朝からちょっと刺激が強い。

　そういえば昨日の歓迎会は制服のままだったので、夏花の私服を見るのはこれが初めてだった。

　というか、女子の部屋着姿を見るのだって初めての経験かもしれない。

「日曜日だから早起きなんでしょ？　寝坊したら時間がもったいないじゃない」

「ほおほお……」

　なるほど、それも一理ある。休みの日はぐうたらしたいという俺とは正反対の意見だ。

「ちょっとどいて、歯ブラシが取れない」

　夏花は洗面台に手をついて身を乗り出す。

　身体を伸ばしたせいでシャツから背中が少し出ていて、さらにホットパンツの隙すき間まからは白い布地が……まさかあれは？

「ええい、俺はアホかっ！」

　俺は張り付いた視線を強引に引ひっぱがすと、意識して夏花のほうを見ないようにした。

　まったくなにを考えているんだ。

　ここで問題など起こしたら、それこそ俺が次に行くのは鉄格子の中だぞ。

　煩悩を追い出しながらうがいをしていると、なにやら視線を感じる。

　ちらりと横を見ると、夏花がピンクの歯ブラシを手に取ったまま、こっちをじっと見つめていた。

　しまった、妙な目で見ていたことがバレたか？

　夏花の少し赤みかがった瞳に見つめられると、なぜか俺は落ち着かなくなる。魔女狩りウイツチハンターという正体を偽ってここにいることに、やましさを感じてしまうからだろうか？

　なにしろ、俺が知る限り、夏花ほど自分に偽りなく生きている人間はいない。そのためには、世界すら相手にしてやろうというぐらいのやつなんだ。

「な、なんだよ？」

　夏花の真まっ直すぐな視線に耐えきれなくなった俺は、若干、挙動不審気味な態度で問いかけた。

「うん、きみの私服、初めて見たなって」

「あ、そうだったっけ」

　さすがに寝間着でうろつくのもだらしないだろうと、はき慣れたジーパンにトレーナーという無難な普段着姿だったが。

　なんだ、夏花も俺と同じことを考えていただけか。

　ホッとすると同時に、ちょっとだけ嬉うれしいような。

　俺おれと夏なつ花かが、思っているより近い位置にいる気がしたからだ。

　たとえ、俺が魔女狩りウイツチハンターと知られれば終わってしまうとしても、いまはこの距離の心地良さを受け入れたい。

　そんなことを思っていると、夏花は不思議そうな顔で俺に問いかけてきた。

「ねぇ、男の人って、家ではパンツ一丁でいるもんじゃないの？」

「そんなわけあるかっ！」

　いまのほんのりとした嬉しい気持ちが、一瞬で台無しにされてしまった。

「でも、なにかの本に『お父さんがパンツだけでウロウロして困ってます』って相談が書いてあったような」

「そういう家もあるだろうけど、俺がいまパンツ一丁だったらいろいろ問題だろ！」

「うん、ちょっとびっくりするかも。でも、きみがそうしたいのなら受け入れてあげてもいいよ。その本にも、『男の人がパンツ一丁になるのは、社会的束縛から解放されたい深層心理の現れなのです。生暖かく無視してあげましょう』って、相談への答えが書いてあったし」

「そんな馬ば鹿かな本はいますぐ燃やしてしまえ！」

「でも、ブリーフはやめてね。せめてトランクスにしてね」



    

  
    
      



    

  
    
      「だから、そもそもパンツ一丁にならないから！」

　なぜ俺おれがパンツ一丁で歩き回ることを前提にして話を進める？

「それはいいとして、朝あさ倉くらくんはブリーフ派、トランクス派？」

「トランクス派だけど」

「うーん、先生はブリーフのほうが好きだな。パッツンパッツンのピッチピチのやつ」

「……って、ちさ先生!?　いつの間にっ！」

　大きめのＴシャツをワンピーススカートのようにして着ている、ちさ先生。

　細い足がきわどいところまでむき出しになっていて、これまた非常に目のやり場に困る格好だった。

　ただ、いつものツインテールではなく、髪を下ろしている姿はちょっと新鮮だった。

　なんか、こっちのほうが大人っぽく見えるな。いや、正真正銘、年上の大人のはずなんだけど。

「えーとね、朝倉くんがパンツ一丁になりたいって、阿あ瀬せさんを説得しているところから」

「どんな変態ですか、俺はっ!?」

「どうしてもというのなら、みんなで寮内会議をしてもいいんだけど。ただ、ここを預かる寮長としては、年とし頃ごろの子もいるし……ごめんね、ちょっと辛抱してくれるかな？」

　にこっと微笑ほほえむ、ちさ先生。

「優しそうな顔で諭さないでください！」

「そ、そんなにパンツ一丁になりたいっていうの？　もう我慢できないの!?」

　俺の叫びに、ちさ先生は手を口に当てて、怯おびえたような顔をしつつ夏なつ花かにしがみつく。

「ちさ先生、私からもみんなを説得しますから、パンツ一丁でいることを許してあげてください。深層心理なんです。束縛からの解放なんです！」

　夏花はちさ先生を抱きしめて叫ぶ。

　駄目だ。

　もう駄目だ、こいつら。

　朝っぱらからパンツ、パンツといっている二人を無視して、俺はひとり洗面所を出て行くのであった。



　　　◆◇◆



　トーストと目玉焼き、レタスとトマトのサラダという超定番ではあるが、朝食の準備はすべて揃そろった。この寮では食事は居間の大きなテーブルで揃って食べることになっている。

　ところが、寮生のうち、刻とき代よだけがまだきてなかった。

　なんとなく理由は想像できたが、さっきから瓶詰めのママレードを指に乗せてはなめている柚ゆ月づきに尋ねてみる。

「あはは、トキは低血圧だからなー」

　やっぱりな。

　昼間でもあんなに眠そうな顔をしているのだから、朝が強いはずがない。

「いいから、先に食べちゃおう。いつものことだから」

「じゃあ、そうするか」

　テーブルの向こうでは、ちさ先生を中心に、綾あや音ねと夏なつ花かがいまだにパンツ論争を繰り広げている。

　ちさ先生と綾音は、ブリーフ派。

　夏花はトランクス派。

　トランクスが劣勢であるが、夏花は本人の意志を尊重することを強固に主張して、二人と真っ向から対立している。

「ねぇねぇっ、ハンナはどう思う。ブリーフorトランクス？」

　夏花は新しい味方を求めて、いままで三人の会話にまったく絡もうともせず、居心地悪そうにしていたハンナに話を振る。

「わっ、わたしは……」

「ドイツの人は、やっぱりブリーフでしょ？」

「そうそう、白人といえばパッツンパッツンのピッチピチだよね」

　綾音もちさ先生も、ハンナを自分の陣営に引き込もうと身を乗り出した。

「ピチピチ……いえ、あの、その、私……あんまりそういうことを考えたことはなくて」

　ハンナは顔を真まっ赤かにしてうつむいてしまった。

「いい加減にしろよ。いつまでもパンツ、パンツ……って」

　俺おれが文句をいおうとしたところ、ようやく刻とき代よが居間にやってきた。

　上下がつながった猫の着ぐるみのような寝間着姿のままで、しかも目は完全に閉じていて、ゆらゆらと歩く姿はとても危なっかしい。

「ぱんつ……パン……朝ごはん……」

　なにやらぶつぶつ呟つぶやいているが、本当に起きているのかどうか疑問であった。

「おい、しっかり目を覚ませよ」

「大丈夫、大丈夫、刻代は寝ながらでも歩けるんだから」

　夏花のいうとおり、よろよろしながらも足あし下もとに転がるクッションをきちんと避けて、ぽすんと無事テーブルについた。

　ただ、刻代が腰を下ろしたのは、俺の膝ひざの上だったのだが。

「ええっ？」

　座られたことよりも、刻とき代よの身体からだの冷たさにまず驚かされた。

　こんな温かそうな寝間着を着ているくせに、その身体はひやりと冷え切っていた。

「んん～っ」

　刻代はもぞもぞとお尻しりを動かすと、俺おれに身体をすり寄せる。

　さらに、俺の両腕を持ち上げると、まるでガウンでも羽織るように自分の胸の前でクロスさせた。まるで俺が刻代を後ろから抱きしめているような状態である。

　そんな腕の中の刻代の身体は、驚くほど細くて、ちょっと力を込めたら壊れてしまいそう。それに、膝ひざに乗っていても少しも重い気がしない。

　目の前の艶つややかな黒髪は、思わず頬ほおずりしてしまいたくなるほどさらさらしていた。

「おい、刻代……？」

「むふっ」

　俺が呼びかけても、刻代は気持ちよさそうにしているだけ。

「な、なにしてるんだ、こいつは？」

　満足げに目を閉じている刻代にいっても無駄な気がしたので、俺は綾あや音ねに尋ねる。

「んー、刻代は低体温だから、朝はそうして誰だれかに身体を温めてもらわないと目が覚めないの」

「そんな爬は虫ちゆう類るいみたいな……」

「この子は、そういう体質なのよ。だから、いつもマントを羽織っているでしょ？」

「ああ、あのマントって、寒がりだからなのか」

　もっと怪しい理由があるのかと思っていたら、意外と現実的なものだったんだな。

「ほらっ、刻代！　こっちに来なさい」

　綾音は自分の膝をパンパンと叩たたいて、刻代に呼びかける。

「にゅふ～っ」

　ところが刻代は半分だけ目を開けて綾音を見ると、うるさそうにどこかを指差した。

　それは寮内の当番を記した、例のホワイトボード。

「あっ、いつの間にっ!?」

　見ると下に追加で貼はられた紙に、『温め当番：‥朝あさ倉くら優ゆう人と』と書いてある。

「そういえば、そんな当番を賭かけて刻代と勝負をしたような」

「なんでそんなことを!?」

「いや……てっきり、コンビニ弁当でも温める仕事かと思ってた」

　それがまさか刻代本人を温める仕事だったなんて、誰が思いつくというのだ。だいたい、もし俺が勝っていたら、逆に刻代が俺を温めてくれたというのだろうか？

「ずるいわよ、刻代。だったら、私も『味見当番』とかさせたかったのに！」

「はいはーい、先生は『ペット当番』がいいなっ！」

　ぬくぬくとしている刻とき代よを見た二人が、好き勝手なことを言い出した。

　まったく、危ないところだった。

　名前に騙だまされてうっかり勝負をしていたら、味見と称して魔法薬の毒味をさせられたり、ペットの世話ではなくペット役をやらされたりするところだ。

　それにくらべれば、この『温め当番』ならば楽なものだ。ほとんど小学生のような体型の刻代が膝ひざの上に乗ってきたところで、妙な気持ちになることもない。このぐらいなら我慢の許容範囲だな。

　俺おれは少し身体からだを揺らして、刻代に呼びかける。

「ほら、寝てないでさっさと食べてくれよ」

　でないと、いつまでも片付けられない。当然、食器の片付けも俺の仕事である。

「……男、食べさせてくれ」

　刻代は頭を俺の胸に預けたまま、「あーん」と口を開けた。

「お嬢様、申し訳ありませんが、それは別料金となっております」

　俺は丁寧に拒否させてもらう。さすがにそこまで面倒は見きれない。

「じゃあ、いい……食べない」

　ぱくんと口を閉じて、刻代はむにゅむにゅと寝返りをすると、俺のほうに身体を向けて丸くなった。まるで本物の猫のよう。

「あーっ、わかったわかった！」

　なんて面倒なやつなんだ。

　俺はバターを塗ったトーストを半分にちぎって、刻代の口元に差し出した。

　ひくひくと鼻を動かしてから、まるで餌えさに食いつくコイのように、刻代はトーストに食いついた。

「おっ、案外と食いつきがいいな」

　丸く歯形がついて半分ぐらいになったトーストを見て、俺はちょっと感心する。

「これはどうだ？」

　続いてミニトマトをそっと近づけてみると、唇に触れるか触れないかのところで、きゅぽんと吸い込んだ。小さな身体とは裏腹に、なかなかの食欲の持ち主。

「面白いな、これ」

「こらっ、刻代で遊ばないの！」

　いままで黙って見ていた夏なつ花かが、ダンッとテーブルを叩たたいて怒った。

「いや、遊んでいるわけじゃあ……あるんだけど」

「刻代もいつまでも丸くなってないで、こっち来なさい！」

　夏花は刻代の着ぐるみの尻尾しつぽを引っ張った。

「うにゅっ！」

　刻とき代よは俺おれの身体からだにしがみついて、それに抵抗する。

　そんなに居心地がいいか、俺の膝ひざの上は？

　男は女より体温が高いらしいから、もしかすると俺の膝の上が温かいのかもな。

「夏なつ花か、そんなに怒らなくてもいいじゃないか。今日は日曜日なんだし」

「そうよ、日曜日なのよ！　せっかく、今日は丸一日、きみと一緒にいられ――」

「俺の用事は、昼からでいいし……って、いまなんかいったか？」

「ええっ、きみっ、今日は用事があるの？」

　夏花は刻代の尻尾しつぽから手を放して、ぽかんとした顔で尋ねた。

「ああ、ちょっとな。そのぉ、引っ越しとかの手続きで」

　本当は別の用事だったが、それは夏花には内緒にしておきたかった。

　すると、まさか俺の嘘うそを見抜いたというわけではないだろうが、夏花がじぃっとすごい目で俺をにらんでいる。

「うぬー、男、なにか危険な気配がするぞ……」

　いままで俺の膝でぬくぬくとしていた刻代が、猫のように四よつん這ばいで音もなく避難していった。野生の勘で、なにか危険を察知したというのだろうか。

「どうした、夏花？」

「べっ、べっ、別になんでもないわよ。そりゃあ、日曜日なんだからきみにだって用事ぐらいあるよねっ！」

「ああ、そうだけど。いまいったろ？」

　なんでそんなことを大声でわめいているのやら？

「わかってるわよ、そんなのわかってるってば！」

　なぜか夏花は急に不機嫌になると、トーストを口にくわえて、居間から出て行ってしまった。

「おいっ、どうしたんだよ――！」

　そんな夏花の背中に俺が声をかけると、思わぬ方向からふきんが飛んできて、俺の顔に張り付いた。

「なにをっ!?」

　俺が文句をいう前に、その場にいるみんなが口々にいった。

「いまのは、朝あさ倉くらくんが悪い」

「そうね、こいつが悪いわね」

「男……駄目なヤツめ」

「あははー、しょーがねーなー」

　どういうわけか、俺が悪者ということで、この席の意思統合はなされているらしい。

「えっ、ええっ？」

　わけがわからず、俺おれはパンツの話題で一言喋しやべったきり、ずっと黙って朝食を食べていたハンナのほうを見る。別に助けを求めたわけじゃないが、せめてなにかヒントだけでも。

　なぜ、俺が悪者にされねばならないんだ？

　すると、ハンナはちらりとこちらを見てから、ホワイトボードを指差して呟つぶやく。

「のんびりしていると、昼の用事に間に合わなくなりますよ。仕事はたくさん残ってるんですからね」

　はいはい、そうでしたね。

　このあと、朝食の後片付け、掃除、洗濯、諸もろ々もろの家事が待っている。

　そして、そのあとは――

　おまえとの楽しい楽しいデートが待っているんだものな、ハンナ？



　　　◆◇◆



「やっぱり、下着ぐらいは自分で洗濯するべきだと思うんだよ」

「あっ、当たり前です。私は自分で洗っています」

　寮を二人で出た俺とハンナは、学校への坂道を登っているところだった。

　白のキャミソールとオレンジのロンＴシャツの重ね着。下は黒のレギンス。

　薄いグリーンのサンダルから見える足先の指は、まるで貝殻のよう。

　白人ならではの透き通るような肌の色は、ほとんど現実離れしていて、まるで絵本から現れた妖よう精せいを思わせるほど。こうやって隣を歩いているだけなら、俺としても目の保養になって嬉うれしいのだが――

「まさか、女性の下着を集めるとか、そんな妙な嗜し好こうは持っていませんよね!?」

「持ってない、持ってない」

「どうでしょうか、信用できません。いえ、最初からあなたを信用するつもりはありませんけど」

　これだよ。

　とにかく、ハンナは俺のことを目の仇かたきにしている。

　腰に例の痴漢撃退用ブザーをこれ見よがしに吊つるしていることからも、俺を信用していないことは明白であった。

　まあ、俺の正体が魔女狩りウイツチハンターだと知っているのだからしかたないのかもしれないが、それでも同じマクダフ機関の一員だろう。もうちょっと表面上だけでも、大人の接し方というものができないもんかね。

　しかも、悔しいことにこのセイラムでの常駐任務では、ハンナのほうに上位権限が与えられている。つまり仕事となれば、俺はハンナの指示に従わねばならないということだ。

　もっとも、俺おれのほうから指示をするのも面倒だから、これはこれで上う手まい具合にはまっているのかもしれないけどな。

「たぶん、下着の洗濯まで人任せなのは、杉すぎ原はら先生とか壺つぼ井いさんですね」

「あー、そうかも」

　あまりジロジロ観察するつもりはなかったが、そういえばお子様パンツと、やけにエロい黒のレース下着があったような。さて、どっちがどっちの下着なのやら。

「……あなたに下着の洗濯を任せるのは危険だと、私からみなさんに注意をしておかないといけませんね」

「あのなぁ、もうちょっと穏便ないいかたはできないのか？」

「事実を伝えるだけです」

「わかった、わかった。もう、おまえの好きにしてくれ」

　俺は投げやりに肩をすくめて、先を歩くハンナの後ろ姿を見た。

　こうして常に俺から数歩の距離を取って歩くハンナ。

　この距離をそう簡単に縮められるとは思っていない。なぜなら、これはハンナの俺への嫌悪感というより、警戒と恐れを意味しているからだ。

　魔女狩りウイツチハンターと魔女。

　狩る側と狩られる側。

　この両者にある、容易には埋まらない深い溝。

　それがこの数歩という距離なのだ。

　そして、そんな俺とハンナが二人で歩いているのは、別に下着の洗濯問題について相談するためというわけではなく、マクダフ機関の仕事の一環であった。

　でなければ、ハンナが俺と一緒に出かけたりするはずがない。

　せっかくの日曜日、普通の高校生のようにゆっくり惰眠をむさぼりたかった俺だったが、生き真面目まじめなハンナはそれを許してくれなかった。

　ただ、その目的があの強大な魔力を秘めた『エイボンの書』の捜索となれば、さすがに俺もサボるわけにはいかない。

　夏なつ花かからゲヘナの鍵かぎを顕けん現げんさせ、ワルプルギスの夜の引き金となった危険な魔道書は、この前の騒ぎのあと、部室から忽こつ然ぜんと消え失うせていた。

　誰だれが持ち去ったかはわからないが、おそらくはワルプルギスの夜に関わる者の仕業であろう。あんな危険な魔道書を野放しにしておくわけにはいかない。『エイボンの書』の存在を知ったマクダフ機関も、その回収を急務としてきている。

　そんなわけで、よく晴れた日曜の昼前に、無愛想なハンナと同行する羽目になったわけだが……

「手がかりなしにうろついてもしかたないだろ」

　御み津つ門かど学園のやけに立派な校門に到着したところで、俺おれはハンナに声をかける。

「それもそうですね」

　先を歩いていたハンナはそう答えて、くるりとこちらを振り向いた。

　俺は立ち止まり、ハンナからの指示を待つのだが……なぜか沈黙が続いた。

「……それで？」

　もう一度、俺はハンナに尋ねてみた。

「それで、とは？」

　俺のほうを見て、ハンナはきょとんとした顔をしている。

　そのちょっと間抜けな表情は、いままでの仏頂面よりはだいぶマシだったが、一方で不安をかき立てるものでもあった。

「おい、まさかこれからのこと、なにも考えていないのか？」

「えっ、ええっ？　あなたこそ、なにも考えていないんですか？」

「なんで俺が……」

「だって、あなたはジギタリスの魔女狩りウイツチハンターでしょう？」

　魔女狩りウイツチハンターなんだから、そのぐらいのことは考えついているものだと責めるような口調。

「そんなの関係ないだろ!?」

　ジギタリスとは俺の左手に埋め込まれた魔具のこと。いつもは手袋で隠している。

　このジギタリスは、大昔から魔女狩りウイツチハンターの武器として受け継がれてきた魔具で、その筋の人間にとってはよく知られている。おかげで、俺は自分の名前でなく、ジギタリスと呼ばれることが多い。魔女でいうところの異名みたいなものだな。

　だが、噂うわさばかりが一人歩きしているが、ジギタリスは魔法の素養がない者でも魔力に触れることができるようにする――たったそれだけの代しろ物もの。ハンナが期待するようなすごい力など秘めてはいない。

「たくっ、偉そうなことをいって、結局は人任せかよ」

「あっ、あなただってそうじゃないですか！」

「昨日の夜中に任務を伝えられて、どんな準備ができるっていうんだ！」

　俺がちょっと大きな声で怒鳴ると、ハンナは「ひっ！」と小さく悲鳴をあげて身をすくめた。

「いや……大声を出してごめん」

　マクダフ機関の公認魔女ハウンドウイツチとして毅き然ぜんと振る舞おうとしているハンナだが、内心では俺のことを恐れていることはよくわかっている。

　一瞬、対等かと思えても、すぐにほころびは見えてくる。

　怯おびえた目で俺を警戒するハンナの姿に、俺は少し寂しい気持ちになった。

「なあ、おまえの魔法で『エイボンの書』の位置を調べるとかできないのか？」

　俺おれはそんな気持ちをなるべく表に出さないようにして、ハンナに尋ねる。

「そういう魔法は……ちょっと」

「犬みたいに鼻の利く召喚獣を呼び出すとか」

「それもちょっと」

「失うせ物を探す占いとかは？」

「勘で選んだテストの三択問題も当たった試しがないぐらいで……」

「えーと」

　俺は言葉を失った。

　もしかして、ハンナって魔法が苦手なのか？

　マクダフ機関の公認魔女ハウンドウイツチなのだから、それなりの腕の持ち主だと思っていた。

　もちろん、そんなことを不用意に口に出すほど、俺も無神経ではないが……

「こうなったら面倒くさいけど地道に歩き回って、心眼サードアイで『エイボンの書』の魔力を探すしかないか」

「えっ、あなた心眼持ちなんですか？」

「ああ、そうだけど」

　ハンナは物珍しげに、俺の目をのぞき込んだ。

　マクダフ機関でも心眼を持っているものはそれほど多くはない。

「心眼といっても、普通の目なんですね」

　まじまじと見つめるハンナの瞳は外人だけあって色素が薄く、まるで宝石のように澄んでいる。俺の目なんかよりも、よほどこっちのほうが神秘的な力を持っていそうだ。

「――って、顔が近い！」

「えっ、ああっ、ごめんなさい！」

　ハンナも接近しすぎていることに気づいたのか、慌てて顔を引っ込めた。

「とはいえ、このセイラム中を探すのも大変だなぁ。せめて、トースが見つかればな……」

　トースとは『エイボンの書』を利用してワルプルギスの夜を引き起こした張本人であり、ゲヘナへの究極の門たる存在。あの事件のあとも、この世界に残っており、俺にワルプルギスの夜を完成できなかった責任を取らせると言い残していた。

「トースはマクダフ機関が独自に追っています。私たちが心配する必要はありません」

「そうだなぁ、どちらかといえば『エイボンの書』より、あいつのほうがやっかいな気がするものな」

　きっと、俺たちよりも優秀な連中が知恵を絞ってくれているのだろう。なんの計画もなしに、魔道書を探そうとする間抜けたちとは違ってな。

「きっと、トースなら『エイボンの書』の在処ありかも知っていそうだけど」



「なんだ、そんなにワシに会いたかったのか？」



　ぼすんとなにかが頭の上に落っこちてきた。

「んっ？」

　俺おれが顔を上げると、コロコロと後頭部のほうに転げ落ちる気配が。

「こらっ、痴しれ者ものめ！　いきなり頭を動かすな」

「んんっ!?」

　慌てて声のしたほうを振り向くと、そこにはアラビア風の衣装を着た、小さな女の子がふわふわ浮かんでいた。

　小さいといっても並みの小ささではない。

　せいぜい猫ぐらいのサイズ。当然、こんな小さな人間がいるはずがない。

「トース!?」

「やかましいっ、大声を出すな！」

　トースは両耳を押さえて文句をいった。

「朝あさ倉くらさんっ、捕まえてください！」

「わかってる！」

　素早く左手の手袋を取って、ジギタリスを発動。その手でトースの襟えり首くびをつかむ。

「こらっ、離せ！　この無礼者！」

「くっ……」

　ジギタリスが魔力の根を伸ばすと、俺の腕には激痛が走った。このまま放っておけば、ジギタリスはその根を心臓にまで伸ばして握りつぶしてしまう諸もろ刃はの剣つるぎ――だが、おかげでトースを捕らえることができた。

「なんだこの手は？　抜けられん、離せ、離せ！」

　トースは魔力の塊といってもいい存在だ。飛んだり消えたり自由自在だが、魔力に触れられるジギタリスにつかまれては、それも無理らしい。

「さあ、ちゃっちゃと答えてもらうぞ。おまえは、いったい誰だれに召喚された」

「なんだと、それはこっちが聞きたいぐらいだ。勝手に呼び出して、そのまま放っておくとはいったいどういうつもりなのだ！」

　トースはジギタリスにつかまれたまま、ジタバタと暴れて叫んだ。

「ちょっと待て。おまえ……誰が自分を召喚したのか知らないのか？」

「うむーっ、この世界の人間に呼ばれたことは確かなのだがな。ここにやってきたときには、すでにその者はおらんかった」

「なんだそりゃあ？」

　男子魔法部で感じたトースを召喚したらしい魔法の残ざん滓しは、かなり手の込んだ代しろ物ものであった。それだけの手間をかけてトースを召喚したというのに、なぜ接触しようとしなかったのか？

「……召喚すること自体が目的だったのか？」

　ただ、トースをこの世界に呼びたかっただけ。

　そのまま放っておけば、引き起こされるのは――ワルプルギスの夜である。

　トースがゲヘナへ帰ろうとすれば、究極の門を開くしかない。その結果、世界の理ことわりを変質させるワルプルギスの夜が起きる。

　つまりは、トースを召喚した者の狙ねらいはそれなのだろうか？

　そう考えると、究極の門の鍵かぎを持つ夏なつ花かがいる御み津つ門かど学園でトースが召喚されたことも偶然ではなかったこととなり、辻つじ褄つまは合う。

「じゃあ、『エイボンの書』はどこにある？」

　そろそろジギタリスが根を伸ばす痛みが堪たえきれなくなってきたので、俺おれはやや口早に詰きつ問もんをする。

「藪やぶから棒になにをいっておる！」

「おまえが持ち去ったってことはわかってるんだよ」

　あの場で『エイボンの書』を持ち出しそうな者といえば、どう考えても、このトースが最重要容疑者だ。

「ワシは知らんぞ？」

「嘘うそつけ。だいたい、あれはおまえが夏花に読ませるために用意したものだろ!?」

　あの本を夏花が読んだせいで究極の門の鍵が顕けん現げんして、その結果、ワルプルギスの夜が引き起こされたのだ。

「知らん、ワシはいきなり挟まれただけだ」

「挟まれた？」

「どうやってあの娘からゲヘナの鍵を取り出してやろうかと思っていたら、後ろからいきなりあの本で挟まれたのだ」

　そういって、トースはパタンと本を閉じるような仕草をした。

「それだけ……？」

「ワシを挟んだ本が『エイボンの書』と知って、これは好都合と娘を図書館で待ち受けていたまでだ。まあ、ワシのいる本を手に取らせるよう多少の小細工はしたがな」

「じゃあ、おまえに『エイボンの書』を渡したやつがいるってことか」

　おそらくそれはトースを召喚した者と考えて間違いないだろう。これで、さらにワルプルギスの夜を引き起こすことが目的であることが確実になってきた。

「ワシに『エイボンの書』を捧ささげるとは、なかなか殊しゆ勝しような心構えのヤツもいるものだ。それに比べて、貴様と来たら……」

　じぃっとトースは俺おれのことをにらむと、突然、足を蹴けり上げて、靴を放り飛ばした。

「いたっ！」

　つま先の尖とがったトースの靴が、俺の鼻に命中。

　その隙すきにトースは俺の左手から逃れた。

「はーっはははっ、この痴しれ者ものめ。このトース様を捕らえられると思ってか!?」

　自由になったトースは、俺の頭の上でカラカラと高笑い。

「くそっ！」

　パシンと蚊を叩たたくように俺は両手で捕まえようとするが、一度自由になったトースは実にすばしっこい。

「ほれ、こっちだこっちだ」

　俺をからかうように、トースは捕まるか捕まらないかの距離でひらひらと身をかわす。

　やがて左手の激痛が堪たえきれないところまできた。痛みの感じからして、ジギタリスは俺の肩のあたりまでその根を伸ばしているらしい。その様はまるで腕に刻まれた黒い入れ墨のようだ。

「これを狙ねらってたのか……」

　もうこれ以上は危険と感じ、俺はやむなく手袋をはめ直す。

　光を失ったことで、ジギタリスの根は徐々に霧散していく。同時に痛みも和らいだ。

「くそっ、これで逃げられたと思うなよ」

　腹立ち紛れの俺の呟つぶやきに、トースは首を傾かしげた。

「うむ？　なぜ、このワシが逃げねばならぬ」

「なぜって……たったいま、逃げていたじゃないか」

「それはワシを捕まえようとするからだ」

「じゃあ、捕まえようとしなければ逃げないのかよ」

「当たり前だ。ゲヘナの究極の門、このトース様がなぜコソコソせねばならん」

　両手を腰に当てて、トースはふんぞり返っている。

「そもそもコソコソしているのは貴様らのほうではないか。なぜ今日は誰だれもおらんのだ。せっかくワシが見物に来てやったというのに！」

「誰もいない……って。そりゃあ、日曜日だからだろ」

「ニチヨウビ……はて？」

「ああ、日曜日っていってもわからないか」

　トースがやってきたゲヘナがどんな世界かは知らないが、きっと日曜日なんてものはないだろう。

「なっ、この痴れ者め。このトース様が知らぬことなどあるはずがあるまい。ニチヨウビとは、ニチヨウビとはぁ～、ニチ用の火――すなわち、ニチを燃やすための火のことだ！」

「なんだよ、そのニチってのは？」

「そんなことも知らんのか。足が二十本あって、身体からだはうねうねで、黄緑色をしているやつだ。時々、ものすごく臭い汁を出すから油断ならん」

「あー、それそれ。そいつを燃やしにみんな出かけているんだよ」

　俺おれはなんだか面倒になってきたので、適当に相づちを打つ。

　だいたい曜日の概念のないトースに、日曜日というものを説明するのは難しそうだ。

「むーっ、あれほどたくさんいた人間が皆で揃そろってニチなどを燃やしに？　まったく、よくわからんことをするものだな」

「案外、楽しいらしいぞ？」

「ほぉ、そうなのか。あんなに臭いというのに……」

　トースは腕を組んで「うーん」と唸うなっている。

　どうやら本当にトースは逃げも隠れもするつもりはないらしい。

　こいつを独自に追っていたというマクダフ機関の連中は、いい面つらの皮だな。

「それで、貴様らはニチを燃やしに行かないのか？」

「ああ、俺たちは……臭いの苦手だから」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうであろう、そうであろう。あれの匂いは強烈だからな」

　うーん、なんだかだんだんそのニチとやらの匂いに興味が湧わいてきたような……

「朝あさ倉くらさん、なにを馬ば鹿かな話をしているんですか！」

　俺おれとトースがニチ談義に花を咲かせていると、脇からハンナが抗議してきた。

「いや、こいつをどうしたものかと」

　トースを捕らえることのできるジギタリスも、ずっと発動させ続けることはできない。

　かといって、魔法が苦手のハンナに、トースを捕らえるための魔法を期待するのも――ちょっと酷なような気がする。

「どうするとは？」

「よく考えてみたら、俺たちにはこいつを捕まえる手段がないぞ」

「えっ、それは……そのぉ……どうしましょうか？」

　どうやらハンナも俺と同じ結論にたどり着いたらしく、ぷかぷかと空中に浮かんでいるトースを困った顔で見上げた。

「んっ、なんだ、なにか悩み事でもあるのか？」

　トースはくるりと身体からだを逆さにすると、俺たちの顔を見比べる。

　誰だれのせいだ――という言葉は飲み込んで、俺はふと思いついたことを尋ねてみた。

「おまえは――」

「トース様だ」

　逆さの体勢のまま、トースはビシッと俺の顔を指差す。

「えーと、トース様は『エイボンの書』の在処ありかを知らないんですか？」

「どこにあるかは知らないが、探そうと思えば、そんなことは造作もないことよ」

　さも当然のことのように答えると、トースはくるりと回転して普通の体勢に戻った。

「しかし、その願いを叶かなえるためには相応の対価が必要だがな」

　ニンマリと笑いを浮かべるトース。

　アラビアンナイトに登場する精ジ霊ンのような姿をしているトースがいうと、その「願いを叶える」という言葉もなんだか信頼できそうだった。

　問題はその対価とやらだが。

「なにが欲しいんだ？」

「そうだなぁ、いまワシは腹が減っておる」

「食いものでいいのか？　だったら、寮に来ればいくらでもあるぞ」

「ふむ……まあいいだろう。ならば、ワシをその寮とやらに客として招くというのなら、その願いを叶えてやろう」

　トーストの交渉を進めていると、ハンナが俺の裾すそを引っ張ってきた。

「ちょっと、あのっ……」

「なんだよ？」

　俺おれがトースから離れると、ハンナは耳打ちをしてくる。

「まさか、あんなものと取引するつもりですか？」

「いいじゃないか。『エイボンの書』を探す手伝いをさせたうえ、トースを寮まで連れていけるし一石二鳥だぞ？」

　捕まえられないのなら、一緒に行動させればいい。これぞ逆転の発想。

「それはそうですけど、相手はゲヘナの魔人なんですよ？」

「といっても、だいぶ魔力は減ってるようだから、危険はないと思うぞ。この前、ワルプルギスの夜を起こしたせいで種切れらしい」

「……あなたの心眼サードアイですか？」

「まあね」

　ハンナのいうとおり、俺はすでにトースのことを心眼でチェックしていた。

　ゲヘナから召喚されたとは思えないほど安定した魔力を感じられるが、パワーのほうはそれほどではない。あらゆる場所に自由に現れたり、消えたりできるのは、魔力のおかげというよりは、究極の門であるトース自身の性質なのだろう。魔力がなくても、鳥が飛べて、魚が泳げるのと同じことだ。

「抜け目ないんですね」

「へえ、誉めてくれるんだ」

「皮肉のつもりでいったんです」

　ハンナはそういって、ぷいっと顔をそらした。

「そりゃあ、気がつきませんですみませんね」

　まあ、魔女狩りウイツチハンターをやっていれば、黙っていても警戒心だけは先回りするようになる。

　キツネのように抜け目なく、ウサギのように用心深く――それが魔女狩りウイツチハンターの心得。

　魔女であるハンナにとっては、そういう魔女狩りウイツチハンターの如じよ才さいなさが鼻につくのだろう。確かに、俺自身もそういう自分が嫌になることもあるけどな。

「よし、トース。こちらも交渉成立した。おまえを寮に歓迎するぞ」

「ならば貴様の願い、叶かなえてやるとしよう」

　そういうと、トースは通学路に生えている桜の木から、小枝を一本折ってきた。

　枝はＹの字の形になっており、トースは頭のＶになっている部分を両手で持って、下に構えた。

「なにをするつもりなのでしょう？」

「たぶんダウジングだろう。それにしてもずいぶんと地味な方法を選んだな」

　木の枝の動きで、鉱脈や水脈、ひいては地中の宝物まで探し出すという魔法である。中世のころから使われている方法で、近年の研究によってその器具には魔力に方向付けをする役割があることが判明した。つまり、少ない魔力でも、トースが持っているような小枝を使うことで、高い効果が得られるということだ。

　ゲヘナの住人であるトースならば、もっと手っ取り早い魔法で見つけられるのかと思っていたのだが――

「やっぱり魔力が不足しているのか？」

　そんなことを俺おれが考えていると、トースは空中で枝を構えたまま静かに横に回転する。

「まるでコンパスだな」

　やがて、いままで下に垂れていた枝が、まるで糸で引っ張られるようにクイッと上を向いた。

「んん～っ、こっちか」

　その枝がさすのは、学園の裏手にある森の中だ。

「あんなところにあるのかよ？」

「『エイボンの書』の魔力の気配を追ったのだ。間違いはあるまい」

　トースは枝の動きを確認しながらいった。

「あの森には湖へ続く遊歩道があります。そっちのほうでは？」

「湖ねぇ……」

　なぜ『エイボンの書』がそんなところに？

　なんだか悪い予感がしたが、手がかりがない以上、ここはトースの言葉を信じるしかなさそうだ。

「ほれ、こっちだ、こっち」

　そういって枝を持って先導するトースのあとを、俺とハンナはついていくことにした。



　　　◆◇◆



　この魔法特区セイラムは、戦後になってから誕生した、比較的新しい街である。

　人里離れた山奥に、交通の便などまったく考慮することなく、魔女を隔離するためだけに計画、建造された街――それだけに周囲は自然が豊富だ。

「気持ちのいいところだな」

　春真っ盛り。天気もよくて絶好の散歩日和だ。

　街の中心地から少し外れた御み津つ門かど学園の裏手には、小さな湖があり、それを取り囲むように森が広がっている。ただし、街の周囲の山々にうっそうと広がる森林とは違って、ここの森はよく整備されていた。クヌギやコナラ、エノキなどの多くの広葉樹が生えており、古きよき里山に近い雰囲気がある。

　なんでもセイラムの街が生まれる前からある人工湖と植林地らしいが、長い年月の経過は、この風景から人の手によるものという印象をきれいに消し去っていた。ただ、人工湖を計画した外国人の名が由来のビリントン湖という名前だけが、その面影を残すのみである。

「いまはセイラムの住人が共同で管理していて、この森では貴重なキノコや薬草とか、魔法薬の材料が取れるそうです」

　日本の山は自然に任せるだけでは、逆に荒れてしまうことが多い。人の手が入ってこそ、多様な生態系を持つことができるという一面もある。

　この森には、そんな自然と人間の心地良い調和があった。

　古くは森の魔女と呼ばれる者が多かったように、魔女と自然とはもともと関わりの深いものなのだ。

　俺おれはどちらかといえば都会育ちで、山といえば訓練ぐらいでしか来たことがないため、こうやってのんびり自然を満喫するというのもよいものだと思う。

「なあ、泳げるのか？」

「えっ、私は泳ぎはちょっと苦手なんですが……」

「いや、そうじゃなくてこの先にある湖だよ。夏になったら泳げるのかって」

「あっ、ああっ、そういう意味でしたか。それなら大丈夫です。セイラムには海がありませんから、夏にはみんな湖で海水浴気分を味わっています」

「そうか、また来たいもんだな」

「えっ、でも、私は……泳ぎが苦手だっていったじゃないですか……」

「みんなも誘ってさ。きっと楽しいぞ」

「みんな……？　そ、そうですよね、みんな一緒ですよね。当たり前ですよね。それなのに、私ったら……」

　なにやらハンナはもにょもにょいっているようだが、あいかわらず俺から数歩の距離を保ちながらついてきているので、いまいち内容まではわからなかった。

　ただ、顔がやたら赤いところを見ると、ちょっと疲れたのかもしれないな。

　遊歩道になっているとはいえ山道だ。割とアップダウンがある。マクダフ機関の山中訓練で慣れている俺のペースで登っては、ハンナにはちょっときついかもしれない。

「手、引っ張ってやろうか？」

「なっ、なんでですか!?」

「いや、なんか疲れてるみたいだしさ」

「平気です、このぐらいの道。馬ば鹿かにしないでください！」

　ハンナはペースをあげて俺の横に並んで、ズンズンと遊歩道を登っていく。

「あっそう、ならいいんだけど」

　なにか怒っているような気がしないでもないが、いままでずっと離れて歩いていたハンナがすぐ隣にいるのはちょっと新鮮だった。

　俺おれはそんなハンナの横顔を見ながら、なにもいわずに黙って遊歩道を登る。

　ハンナはどうして公認魔女ハウンドウイツチなんかになったのか。

　どうして日本にいるのか。

　いろいろ尋ねてみたかったが、それを口にすればこの貴重な距離感を台無しにしてしまいそうで――俺はなにも喋しやべることができなかったんだ。



　やがて森を抜けて、目の前の光景が突然明るくなる。

　遊歩道の終点、ビリントン湖に着いたのだ。

　山という巨大な器に、深い青色の水をそそいでできたような、ちょっと不思議な景観の湖。

　ボート乗り場や、ロッジのような建物も見える。

　また、ハンナのいうとおり、細かい砂利が湖岸に砂浜のように広がっているところもあり、ここでなら水浴びも楽しめそうだ。

　俺たちは遊歩道から、湖の波打ち際まで降りてきた。

　山から吹き下ろす風のせいか、海ほどではないが弱い波が砂利を洗っている。

「誰だれもいないな」

「シーズンオフですからね。夏休みは賑にぎやかになるそうです」

「なるそうです――って、ハンナはここに来たことないのか？」

「私は公認魔女ですから、みなさんとはあまり近づかないように……」

　ハンナは湖面を見つめながら、ほとんど聞き取れないぐらいの声で返事をする。

　マクダフ機関の猟犬という身分を隠して、ハンナはセイラムに潜入をしている。それは俺と同じ立場ともいえるが、いったいハンナはそんな秘密をどれだけの長い間隠してきたというのだろうか。

　一年、二年……それとも、もっと長く？

　その間、本当のことを語り合える友達もなく、ずっと隠し事を抱えて。

「だから、ずっと一人で？」

「まわりにはそういう性格だと納得させてますから。不自然に思われ、任務に支障を来きたすことはありません」

「いやっ、そういうことをいってるんじゃなくて！」

「では、なにを？」

　そう問い返してきたハンナの顔を見て、俺は少しぞくりとした。

　感情を完全に隠した表情。

　公認魔女の帽子がなくても、ハンナの気持ちがなにも見えてこない――まるで、真っ白い仮面をつけているよう。

　こうして、ずっと自分を隠して任務を続けてきたのだろう。

　しかし……それでもだ。

「俺おれには普通でいてもいいんだぞ」

「なにをいってるんですか？」

「俺はおまえの正体を知っている。だから、他ほかのみんなのように、無理に距離を取らなくてもいいんだからな」

「ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターが、なにを――」

「それだよ、それっ」

　俺はハンナの言葉を途中で遮る。

「ハンナは俺の正体を知っている。だから、俺もなにも隠さないで楽につきあえる。これで俺たちフィフティー・フィフティーの関係だろ？」

「フィフティー・フィフティー、私とあなたが……」

「悪くないと思うけど、どうだ？」

　しばらくハンナは惚ほうけたように俺のほうを見つめていたが、やがてパチパチと何度も瞬まばたきをしてから、慌てたようにそっぽを向いた。

「冗談じゃありません。私はあなたの上位権限者なんですよ。なぜフィフティー・フィフティーの対等の関係になるんですか!?」

「ありゃりゃ、お気に召さないか」

　じゃあ、シックスティー・フォーティーぐらいの関係でもいいさ。

　それで、さっきの仮面のような顔をしないでくれるというのなら、ちょっとぐらいこき使われても文句はいわないでやる。

　どれだけ振り回されようが、あの夏なつ花かほどは無茶をしないだろうしな。



　　　◆◇◆



「さてと……」

　しばらく湖面を眺めていた俺だったが、仕事モードに頭を切り替えた。

「おい、トース。ここで間違いないんだよな」

「うむ……そのはずなのだが、なんだか妙だな」

　俺の頭の上に浮かんでいたトースは、さっきから例のＹの字をした木の枝であたりを探っている。

「どういうことだ？」

「『エイボンの書』の気配は湖の中にあるようなのだ」

　俺おれも心眼サードアイで湖面を見つめてみる。確かに不自然な魔力が、水の中から漂っている。

　どうやら『エイボンの書』に間違いないらしい。トースのおかげでセイラム中を探し回らずに済んだのは有り難いが――

「おいおい、勘弁してくれ。潜って探せっていうのかよ？」

　誰だれかが湖に捨てたというのだろうか。面倒な……回収するほうの身にもなってくれ。

「いや、安心しろ。どうやら向こうから来てくれるようだ」

「それって……どういうことだ？」

「焦らずとも、すぐにわかる。ほれ、もうすぐそこだ」

　そういって木の枝を放り投げたトースは、いままでより少し高く浮かび上がった。

　まるでなにかから距離を取るように――

「朝あさ倉くらさん、あれはっ!?」

　その直後、ハンナが悲鳴をあげる。

　それは湖から現れた。

　大量の水みず飛沫しぶきを上げながら、湖岸へと上陸してくる巨大な生物。

　一言でいうならば、それは巨大なトカゲだった。

　テレビで見たことのあるシマウマに食いつくような大型のワニを、さらに二倍にしたぐらいの大きさ。ある種の深海魚のような巨大な口と、異様に鋭い牙きばを持っており、頭には赤と黄のまだら模様というやけに派手なとさかがついている。

　鋭く尖とがった石片を貼はり付けたような鱗うろこの身体からだは、蛇のように細長く、さらに普通のトカゲと違い、鋭い爪つめを持つ足は六本もあった。

　そのせいか大きな身体のくせに、妙に動きが素早い。数多い足を整然と動かして陸上を進む姿は、どこか昆虫を思わせるものがある。

　もちろん、こんな生き物が地球上にいるはずがない。

　一目見れば、ゲヘナからの召喚獣とわかる。

　問題はなぜこんな危なそうなヤツが、湖に潜んでいるかということだ。

「一応聞いておくけど、こいつは湖のヌシとか――そういうものじゃないよな？」

「当たり前です！」

　普通の召喚獣は長時間こちらの世界に定着することはない。放っておけば自然消滅してしまう。つまりあの怪物は、最近、誰かが呼んでこの湖に潜ませておいたものと考えられる。

　だが、俺はいったい誰が召喚したのかという疑問を抱くよりも先に、心眼でその怪物を分析していた。

「あの魔力の構造は――」

　あれは男子魔法部に入ったときに感じた、トースを召喚するための魔法によく似ている。同じ者の仕業の可能性が高い。

「これは、はめられたか？」

「そのようだな。見てみろ、あいつの背中を」

　俺おれの頭の上のほうで浮かんでいたトースが指差した。

「紙がくっついている……あれは『エイボンの書』のページか」

「まったく、せこい真似をしおる」

　どうやらトースと俺が感じ取っていた『エイボンの書』の魔力の源は、あのページだったらしい。俺たちは、まんまと餌えさにおびき寄せられてしまったというわけだ。

「このまますんなりと帰らせてくれる……わけないよなぁ？」

「当たり前だ。ヤツはバシリスク――荒野の毒と呼ばれるモノ。吐く息は草くさ木きを枯らし、鱗うろこに触れたものは命を落とす。存在自体が毒気そのものといわれる、なるべくなら近づきたくない相手だな」

「おいおい……」

　トースの言葉が脅しではないことを証明するかのように、バシリスクの吐き出す息が紫がかった靄もやのようなものを形成していく。それに触れた湖岸の植物は、みるみるどす黒く変色すると力なくしおれていった。

　ただの毒ではない。あれは魔力を帯びた毒気である。

　身体からだを覆う鱗の色も、バシリスクが吐き出す毒と同じ色をしている。おそらくは鋭い鱗のひとつひとつが毒針のようなものなのだろう。

「なんてやつを召喚してくれたんだ」

　あのバシリスクとやらは、俺との相性は最悪だ。

　たとえ召喚獣であっても、他ほかの魔法と同様にクリティカルピースを操作すれば無力化することはできる。しかし、それをするには相手に触れる必要がある。触っただけで毒にやられるというバシリスクが相手では、ジギタリスは使えない。

　まさか、相手はそれを知っていて、あのような召喚獣を用意したというのだろうか？

「まったく、名前が売れるのも考えものだな」

　どこの誰だれだか知らないが、ずいぶんとえげつないことをしてくれる。自慢ではないが、一人歩きしている名前ほど、実力があるというわけではないのにな。

　バシリスクは俺たちから距離を取りながら、ぐるりと回り込む。

　最初、相手もこちらに警戒をしているのかと思ったが、それは間違いだった。

「馬ば鹿かめ、風上に立たれたぞ」

　トースの言葉で、俺は空気にかすかな刺激臭が混ざっていることに気づいた。

　ほとんど感じない程度だったが、確かに森から湖に風が吹いている。

「くっ、しまった……」

　背後は湖。

　遊歩道のある森には、毒気を纏まとったバシリスク。

　予想外の相手にこちらが戸惑っているほんのわずかな間に、すでにやつは俺おれたちを追い詰めていた。

　機械のように、最適な行動を、最短の時間で実行する。

　その見た目通り、爬は虫ちゆう類るいのような無感情さで。

　ところが、バシリスクは逃げ道を封じたところで、じっとこちらを見据えたまま動かなくなった。

　いや、わかっている。

　やつにとってはそれでいいのだ。

　ナイフのような牙きばも、六本足の爪つめも、大木のような巨きよ躯くも、バシリスクの本当の武器ではない。風に乗ってじわじわと広がっていく毒気。それこそが最大の武器。

　だから、やつはただそこにいて、獲物が勝手に息絶えることを見守るだけで十分なのだ。

「無力化できるのか……？」

　俺は左の手袋を取り去り、ジギタリスを発動させる。

　魔力が見える心眼サードアイでは、周囲に広がる毒気はさらにはっきりと確認できた。

　それらの魔力は非常に細かく微弱であるが、それを補ってあまりあるほどに数が多い。この毒気をすべて無力化するなんて、空中に舞った小麦粉をひとつずつつまんで袋に戻すようなものだ。

　その間に、一呼吸でも吸い込めば……おしまいだ。

　あの湖岸の植物のように、全身をどす黒く変色させて息絶えることだろう。

「朝あさ倉くらさん、こっちへ！」

　後ろからハンナの声が聞こえた。

　ぼんやりとした光の中に、ハンナは立っている。

「魔法の結界か!?」

　俺はその中に飛び込む。

「この中には毒気も入ることはできないはずです」

　ハンナのいうとおりだった。弱い魔力しか持たぬ毒気は光に近づくと吹き飛ばされるように散っていく。

「役に立つ魔法、知ってるんじゃないか」

「……結界だけは得意なんです」

「そういえばワルプルギスの夜のときも、ゲヘナから流れ込む魔力を防いでいたな……」

　さすがは公認魔女ハウンドウイツチ。思わぬ特技があるものだ。

「ふん、心地良きゲヘナの魔力と、バシリスクの毒気を一緒にするな」

　そんな明るい材料に喜ぶ俺おれに水を差すように、トースが不吉な忠告をする。

「けど、毒気は防いでいるじゃないか」

「このような毒気、バシリスクが自然に発する体臭のようなもの。ほれ、本当の攻撃が来るぞ……【毒気の息吹ポイズン・ブレス】だ」

「えっ!?」

　風上から俺たちを見据えていたバシリスクの喉のどが、まるで風船のように大きく膨らむ。

　俺の心眼サードアイは、その喉のど袋ぶくろに魔力が凝縮していくのを見た。

　いままでの毒気の魔力とは比べものにならない。

「貴様、いますぐその娘とゲヘナの鍵かぎを交ぜ合わせろ。そうでなければ防ぎきれん」

「そ、それって、まさか……！」

　人はそれぞれゲヘナへ通じる鍵を持っている。この鍵を使うことで、魔女はゲヘナから魔力を引き出すのだ。

　つまり、この鍵を二つ交ぜ合わせれば、ゲヘナから引き出す魔力も倍増する。

「以前、夏なつ花かという娘にもやっただろう。いま、ワシがこやつの唇にも同じ魔法をかけた。これで貴様の鍵と交ぜ合わせることができる」

「だから、それって……ハンナとキスしろってことだろ？」

「そうだ、ぶちゅっと思い切りやれ」

　ぶんぶん手を振ってトースは煽あおってくるのだが、俺はちらりとハンナのほうを見た。

「ワルプルギスの夜のとき、阿あ瀬せさんにキスをしたのはそういうわけだったのですか？」

「あのときはトースが後ろから蹴けっ飛とばされての事故というやつで……まあ、あのおかげで助かったのは事実だけど」

　ハンナはにらむような目でこちらを見つめているが、どうにも俺の視線はその唇のほうに向いてしまう。

　やや薄い色をした、小振りの唇。ぷくっと可愛かわいい感じの夏花の唇とは、またちょっと違う。やっぱりキスしたときの感触も違うのだろうか……？

「それで私にもキスをしようというのですか」

「いやいやいや、そういうつもりは……！」

　俺は自分の妄想を打ち払うように、首を左右に振った。

「けれど、このピンチを逃れるには、そうするしかなさそうですね」

「へっ？」

「情けない話ですが、私の魔力ではこれ以上の防護は無理でしょう。こんなところで死ぬわけにはいきませんから――」

　思いの外、ハンナはあっさりと承諾してくれた。

　そりゃあ、冷静に考えればハンナのいうとおりだ。

　命の危機という場面で、キスぐらいなんだっていうんだ。

　これは助かるためにはしかたないこと。変に意識するからいけないんだ。

「じゃあ、悪いけど……」

　俺おれが肩に手を置いて顔を近づけると、ハンナは大人しく両目を閉じた。

「はい、私のファーストキスぐらい差し上げます」



　……って、だから意識させるようなことをいうなよっ!!



　なんてこった、外人だからキスぐらい当たり前なのかと勝手に思っていたが、とんだ勘違いだったらしい。

　本当にキスしていいのか？

　最初の相手が俺なんかでいいのか？

　そうこうしている間にも、バシリスクはいまにも毒気の息吹ポイズン・ブレスを吐き出しそうだ。躊ちゆう躇ちよしている時間などありはしないのに、俺の身体からだは金縛りにあったように動かなくなってしまう。

　するといままでじっとしていたハンナが目を開けた。

「うっ……！」

　ハンナはそんな俺を軽けい蔑べつするように見つめて、呟つぶやいた。

「…………臆おく病びよう者もの」

　そして、絶句する俺の唇にハンナのほうからキスをしてきた。

　ちょっと冷たく、それでいて滑らかなクリームのような感触。

　夏なつ花かのときは一瞬のことで驚いている間に終わってしまったものだが、ハンナとのキスはゆっくりとしたものだった。

　たっぷり数秒間、互いの唇を重ね合わせていた俺たちだったが、やがてハンナは少しだけ俺の上唇をくわえるようにしながら、そっと顔を離した。

　夏花のときは、ほとんど事故のようなもの。

　このキスは、本物のキスだった。

　頭に血が上り、俺は少しの間だけ自分の置かれている状況さえ忘れてしまっていた。

「あ、あの……」

　なにかフォローをいれねばと思いながらも、なにも言葉が出てこない。

　そんな俺を無視するように、ハンナは両手を左右に広げて、弧を描くように動かした。

「なるほど、いままでになく魔力の高まりを感じます」

　ハンナの動作に応じるように、俺たちの周囲を包み込む光の強さが増していく。

　ところが、トースは腕組みをしながら、不満げに呟く。

「ふむーっ、どうやらあの娘ほど相性はよくないようだな。この程度のちんけな魔力で防ぎきれるかどうか……？」

　確かに夏なつ花かのときほど、爆発的な魔力の高まりは感じなかった。しかし、それでもいまはハンナの魔力に頼るしかない。



　コォォォォッ！



　そのとき、ジェットエンジンが空気を取り入れるような甲かん高だかい音が響いた。

　バシリスクはピンク色の口こう蓋がいを見せつけながら大きく口を開く。

　その奥にはホースのような管状の舌が突き出ており、それはピタリと俺おれたちに狙ねらいを定めている。

「これはやばいな。ワシは逃げさせてもらうぞ」

　薄情者のトースは、あっさりと文字通りスッと姿を消した。

「朝あさ倉くらさん、トースが！」

「それはいいから、結界を正面に集中しろ！」

　俺としてはトースが逃げたことより、ハンナとのキスのことで頭が一杯だったが、いまはそのどちらも考えている暇はない。

　心の中のスイッチを入れて、俺は精神を心眼サードアイに集中。

　ハンナの結界の魔力を分析。

　すると、きれいなレース模様のような魔力構造が見て取れた。

　魔力の糸は弱いものだが、寄り合わされ、編み込まれることでその強度を増している。ハンナらしい丁寧で真面目まじめな魔法だった。

　そんなハンナの魔法の分析を終えた直後、バシリスクが喉のど袋ぶくろに溜まった毒気の魔力を一斉に噴射させた。

　いままでの漂うような毒気ではない。

　明確な意志を持って、こちらに突き進む一本の槍やり。

　その意志とは殺意。

　殺意以外には、なにも持たぬ――これが、バシリスクの毒気の息吹ポイズン・ブレス。

　それを阻むのは、ハンナの結界魔法。

　毒気が結界に触れた途端、純白のレースは毒々しい紫に変色した。

　毒気に侵されて変色した結界は強度を失い、魔力のレースはほつれつつある。

　トースのいうとおり、いくら力を増したとはいえハンナの魔力ではバシリスクの毒気を防ぎきれないようだ。

　だが、たとえわずかな時間でも、あの毒を受け止めてくれれば十分であった。

「よし、これでやりやすくなった」

　魔力を一点に集中させた毒気の息吹ポイズン・ブレスの勢いは強烈ではあるが、逆をいえば、その一点さえ守ればいいということ。

　ほんの一握りの魔力しか操作できないジギタリスでも、それならば可能である。

「押さえろ、ジギタリス」

　生身の手で触れば毒気でひとたまりもないが、結界魔法を挟んでいれば問題はない。

　精神を集中させて、ハンナの繊細な魔力を操作。

　ほつれかけた魔力を、ジギタリスでつなぎ合わせ補修していく。

　ヂリヂリと指に不気味な振動が感じられる。

　毒気が魔力を破ろうと、ハンナの魔力と反発し合っているのだ。

「もってくれよっ！」

　魔力の補修をするのは、構築を崩すよりもよほど繊細な作業だ。

　俺おれは毒気が眼前に迫っていることを意識からシャットアウトして、ただひたすら魔力を操作することだけに精神を集中させていた。

　すると、ほんの薄皮一枚の魔力を残して、毒気の勢いが弱まっていく。

　見るとバシリスクは口を閉じて、黄色い目玉をこちらに向けていた。

「なんとか、しのいだか……」

　必殺の毒気の息吹で獲物を仕留められなかったため、さすがにバシリスクも戸惑っているのだろう……いや、そうであって欲しい。

「けれど、こんなこといつまでも続けられませんよ？」

　ハンナは少し青ざめた顔で俺を見る。

　まったく痛いところをついてくるな。

　いくら毒気の息吹を防ぐ手段は見つかったとはいえ、こちらが攻勢に出なければジリ貧だ。ハンナの魔力にも、俺の集中力にも限度がある。

　ただ、その手段がないわけでもない。

　問題はそれがかなり危険だということだ。

　俺自身はともかく――ハンナまで危険に晒さらすことになる。

　それを考えると、その作戦を言い出すことに躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「さて、どうしたものかな」

　ちらりとハンナのほうを見ると、あいかわらず不機嫌そうに俺の顔をにらんでいた。

　いや、その顔はいつも以上に険けわしい。

　なんでだろう？

　やはりキスしたことを怒っているのか？

　すると、ハンナは意外なことをいってきた。

「いま、私のことを足手まといのように思っていましたね？」

「そんなことは……ただ、俺おれの無茶な作戦に協力させるのはどうかと」

「あの怪物を倒す方法があるんですか？」

「まあ、なんとかなる……と思う」

「だったら協力するしかないでしょ！」

　気の弱そうなハンナだが、さっきのキスのときといい、こういうときの決断力には感心させられるものがある。

　さっきからハンナに引っ張られてばかりだな、俺は。

　そろそろいいところを見せなくては、男が廃るというものだ。

　一方、バシリスクのほうは、もう一度、喉のど袋ぶくろを膨らませて毒気の息吹ポイズン・ブレスの体勢に入っていた。

　おそらく、これまで必殺を誇っていた技なのだろう。それを一度の失敗で諦あきらめるようなことはしないらしい。

　俺にとってはありがたいことだ。

「やつが次の毒気の息吹を吐き出す直前、一気に接近する。ハンナは結界を維持したまま、俺のあとをついてきてくれ」

　毒気の息吹を使わなくても、バシリスクの周囲には毒気が霧のように漂っている。結界がなければ近寄ることもできない。

　この作戦には、どうしてもハンナの助けが必要だった。

「けれど、そんな近くで毒気の息吹を受けたら、結界は維持できませんよ？」

「二度目はない。やつが息吹を吐く前にケリをつける」

　そうはいったが、俺が失敗すれば二人とも犠牲となる。

　リスクの大きな策だった。

　しかし、おそらくそれ以外にこの窮地を脱する手段はあるまい。

「できるんですね？」

　そのハンナの問いかけに、俺は左手の甲に埋め込まれたジギタリスを見せつけた。

　黒い入れ墨のように腕に根を伸ばす、ジギタリスの禍まが々まがしい姿。

「おまえは俺のことを信用しないというけれど……このジギタリスの恐ろしさは知っているんだろ？」

　魔女たちに忌み嫌われるその名前だが、少しでもハンナを力づけられるのならばそれでもいいさ。

「おっ、恐ろしくなんかありません、そんなもの！　それにバシリスクだって！」

「よ～しっ、それなら恐れずについてこい。この勝負、スピードだけが大事だ」

　――と、俺の度胸もな。



　コォォォォッ！



　毒気の息吹ポイズン・ブレスを吐き出す前兆の音を、バシリスクが再び発した。

「ハンナ、こいつを借りるぞ」

　俺おれはハンナの腰についていた痴漢撃退用ブザーをむしり取ると、ヒモを引き抜いてから、バシリスクへと投げつけた。

　例の身もすくむような大音量を発しながら、ブザーはバシリスクの脇に転がる。

　さすがのゲヘナの魔獣も、そのやかましさに注意がそれた。

　喉のどを膨らませたまま、顔をそちらのほうに向ける。

「いまだ、ついてこい！」

　その隙すきを見計らって、俺は駆け出した。

　後ろからハンナがついてきているかどうか――そんなことは確認しない。

　少しでもタイミングが遅れれば、すべては台無しである。

　バシリスクのほうは、すでに足あし下もとの機械がうるさいだけで取るに足らないものと気づいたようだ。ゆっくりとこちらに向き直す。

　だが、すでに俺のほうもバシリスクのすぐ間近にまで駆け寄っていた。

　もしも、バシリスクに表情があるのならば、きっと驚いた顔をしたことだろう。

　やつはその代わりに、大きく口を開いて毒気の息吹で迎撃しようとする。

　一度は防がれたとはいえ、自分の毒に絶対の自信を持っているらしい。

　その判断は間違っていない。

　この至近距離で毒気の息吹を受ければ、結界は補修する間もなく一瞬で破られ、俺たちは即死だ。

　だが、それはあくまで息吹を吐き出せたらの話である。

「朝あさ倉くらさん、上からっ！」

　すぐ後ろから、ハンナの叫び声が聞こえた。

「なっ!?」

　完全な死角。

　俺の直上から、剣のような尻尾しつぽが突き立てられる。

　それをなんとか身をよじって回避。

　毒気の息吹を吐き出す動作をこれ見よがしにしながらも、同時に尻尾による不意打ちを仕掛けてくるとは――憎らしいほど策士のトカゲだ。ハンナの声が一瞬でも遅かったら、地面に叩たたきつぶされていたことだろう。

　常に無表情だったバシリスクの黄色い目玉が、ぐるりと俺を追う。

　連続して攻撃を避けられ、どうやらヤツも焦っているようだ。

　身をかわした俺おれを追いかけるようにして、そのホースのような舌を動かす。ほんのわずかな時間のロスだったが、俺にとっては万金に値するチャンス。

「くらえっ！」

　俺は叫び声をあげながら、ジギタリスを発動させた左手を伸ばして、そのままバシリスクの口こう蓋がいに突き刺した。



　この世界に存在すること自体が、魔法の奇跡ともいえる召喚獣。

　その魔力構造は複雑であると同時に、非常に脆もろい。トースのように安定しているモノのほうが稀まれなのだ。

　すなわち――触れることさえできれば、召喚獣をこの世界に定着させているクリティカルピースを破壊するなど実に容易なこと。



「握りつぶせ、ジギタリス！」

　俺の手の中で魔力の塊が砕け散った。

　すかさず俺は手を引き抜く。

　物騒に生え揃そろった牙きばに触れただけでも、腕一本は腐り落ちそうだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはそのまま後退してバシリスクから距離を取る。

「どうだ!?」

　バシリスクは口を開いたまま、まるで石像のように硬直していた。

　火焔猫フレイムキヤツトのような小さな召喚獣とは違い、こちらの世界にその巨体を定着させるには強力な魔法が必要だろう。その加護を失ったいま、バシリスクは宇宙や深海に放り出されたのと同然である。

　ミシッとバシリスクの硬い鱗うろこがきしむ音を立てたかと思うと、内側から吸い込まれるように急激に身体からだを収縮させて、瞬またたく間に無へと帰した。

　死んだのか、ゲヘナに戻っただけなのか、それは俺にもわからない。

　少なくとも、ここからいなくなってくれたことだけは間違いない。いまはそれだけで十分だった。

「朝あさ倉くらさん、大丈夫ですか!?」

　すぐにハンナが駆け寄って来た。

「ああ、なんとか無事みたいだな」

　幸いなことに腕のどこにも傷はなかったが……さすがに今回の無茶は心臓に悪かった。

「やったんですか？」

「ああ、なんとかクリティカルピースに手が届いてくれたよ」

　バシリスクが消えると同時に、あたりに漂っていた毒気も薄らいでいることを確認すると、俺はその場にへたり込んだ。どうやら危機は去ったらしい。

「ありがとう、ハンナ。ちゃんと後ろについてきてくれて」

「そんなの……当たり前じゃないですか」

「ははは、当たり前か。本当にハンナは真面目まじめだな」

　もっと恩を着せてもいいんだぞ。こんなひどい作戦につきあわせたんだからな。

「不ふ真面目まじめな人よりもマシです」

「それはごもっとも」

　ハンナはへたり込んだ俺の横に腰を下ろして、かすかに微笑ほほえみかけてくれたと思ったのだが、すぐにその表情は驚きに変わった。

「あっ、朝倉さん、その手は!?」

「んんっ？」

　ハンナが指差した俺の左手には、ねばねばした粘液がべっとりとついていた。

「ああ、バシリスクの唾つばだろうけど大丈夫みたいだぞ」

　安心させるように、俺はパッパッと手を握ったり開いたりして見せた。

「そ、そうなんですか……？」

「さすがのやつも、口の中だけは毒気に覆われていなかったみたいだな」

　ちょっと気持ちが悪いが、ジギタリスを封じるために粘液の上から手袋をはめる。

「みたいだなって、そんな……確信もなしにバシリスクの口に手を入れたというのですか!?」

「いやぁ、鱗うろことかの毒々しい色に比べて、口の中だけやけにきれいなピンク色をしていたから、たぶん平気なんじゃないかなぁって。心眼サードアイでも毒気の魔力は感じられなかったし」

　だからこそ、俺おれもバシリスクに触れてクリティカルピースを破壊することができたのだが。

　確かに、ハンナのいうとおり、それは一いちか八ばちかの賭かけだった。

　失敗する要素は――ううっ、いま考えるとバーゲンセールにできるぐらいあるな。

「ま、まあ、怖くなるからもう考えるのはよそうぜ。結果オーライってやつだ」

　ところが、ハンナはそれでは済ませてくれないらしい。

「なんて馬ば鹿かな人！　こんな人が私のファーストキスの相手だなんて！」

「だっ、だから、それをいうなって！」

　そりゃあハンナのほうがショックは大きいだろうが、俺だって女の子とキスをして平然としていられるほど大物ではない。

　そう何度もいわれると――

「意識しちまうじゃないかよ……」

　俺がボソリと呟つぶやくと、ハンナはさっきまでの怒りなどどこかに吹き飛んだというような、きょとんとした顔をする。

　そして、まじまじと俺の顔を見つめた。

「あなたでもそんなこと思うんですか？」

　こいつ……人をなんだと思っているんだ。

　魔女狩りウイツチハンターだからって、そのぐらいの感情はあるんだぞ。

　いや、他ほかの連中はどうだか知らないが、少なくとも俺には……その……

「そんな目で見るな、恥ずかしいだろ！」

　俺は眉まゆをしかめて、ハンナに背を向ける。

　顔がやけに火ほ照てって熱いぐらいだ。たぶん耳まで赤くなっているぞ、俺。

「あはっ、あははは……」

　後ろで笑う声が聞こえた。

　もしかすると、それを聞くのはこれが初めてだろうか。

　ハンナの笑い声だった。

　驚いて振り向くと、ハンナは泣きそうな顔で笑っていた。せっかく可愛かわいいのに、なんだか変な顔だった。

　けれど、それはいままでのハンナの表情で一番好きだと思える顔かもしれない。

　分厚い曇りガラスを開けて、ようやくハンナの素顔を見ることができたような気がした。

「なんだ、ちゃんと笑えるんじゃないか」

　俺おれがそういうと、ハンナは驚いたように口を押さえて立ち上がった。

　そこにはもうあの笑顔はなく、頬ほおを引き締めた硬い表情しかなかった。

　ちょっと残念な気もしたが、それでもハンナの目がこれまでと違って、どこか柔らかくなっていたので、俺はそれで満足することにした。



　きっと、少しは距離を縮めることができたよな。



    

  
    
      


第三章　夏なつ花かの魔法道場破り





　バシリスクとの死闘を終えたあと、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺を待ち受けていたのは、てんこ盛りになった家事と雑用である。

　人がこんなにヘロヘロになっているのに、まったく寮の女どもは容赦がない。

「な～んて、いろいろあったけど、この風ふ呂ろは素晴らしいなぁっ！」

　十人は楽に暮らせる寮だけあって、風呂もちょっとした旅館並みの広さであった。

　湯船などゆったり横になっても、足が反対側に届かないぐらい。泳げるほどではないが、ホテルの窮屈なユニットバスに比べれば雲泥の差。

　なんと、素晴らしき開放感。

　もともと俺は風呂は好きなほうなので、セイラムに来て以来、しばらく無縁だったリラックスした気分に酔いしれていた。

「ふはっ、もうここから出たくない。一生、この風呂に住んでいたい……」

　湯船の縁に頬ずりをしながら、俺は身体からだをずるずると湯の中に沈めていく。

　ブクブクと頭まで湯に浸つかって、しばらく水中の無重力感を楽しむ。

　全身から疲れが溶け出していくようだ。

　しかし、その代わりに抱え込んだ問題が、心の表層に浮かび上がってくる。

『エイボンの書』が、ワルプルギスの夜を引き起こそうとする連中の手に渡っていることは間違いあるまい。ゲヘナの究極の門であるトースを学校に召喚したのも、夏なつ花かに『エイボンの書』を読ませたのも、そいつの仕業だ。

　しかも、なぜか俺おれがジギタリスの魔女狩りウイツチハンターであることはバレているらしい。相性が最悪なバシリスクを用意していたことからも、それがわかる。

　マクダフ機関の人間と知って敵対するなんて、相当の覚悟がなければできないことだ。魔女狩りウイツチハンターへの脅しや嫌がらせというわけでなく、本気で俺を抹殺する気なのだろう。

　これからは追う側、追われる側、入り乱れての争いになりそうだ。

　だが、それよりも気になるのは、ワルプルギスの夜を待ち構えていたように発動した【血の沈黙エターナル・サイレンス】である。かつてロンドンのカルト集団【星ほしの智ち慧え派は】の教祖である魔女を破滅させた、マクダフ機関の切り札。魔女から強制的に魔力の源たるゲヘナの鍵かぎを奪い取る魔法だ。

　しかし、あれだけの規模の血の沈黙を発動させるのは、ゲヘナの究極の門が開いて、無尽蔵に魔力が供給されない限り無理だっただろう。逆をいえば、ワルプルギスの夜を想定して用意されたともいえる。

　ワルプルギスの夜とマクダフ機関……どうも、このふたつはきな臭い関係にありそうな気がしてならない。

　だが、マクダフ機関がなにを考えているかは知らないが、あれには触れてはいけない。

　トースが顕けん現げんさせた究極の門から流れ出したゲヘナの魔力は、比ひ喩ゆなしに世界を変質させるに足る力を持つ、人間の身には手に余る代しろ物ものだ。間近で見た俺だからこそ、それだけは確信している。

「ぶくぶくぶく……」

　顔を半分だけ湯から出して、そんなことをじっと考え込んでいると、カラカラという音がした。考えごとの最中だったので特に気にもしなかったが、やがて聞こえてきた声に、俺は硬直する。



「なんで、今日は一緒に入りたがるの？」

「あははー、巨きよ蟹かい宮きゆうの水をひっくり返すのには、白はく羊よう宮きゆうの火が必要なんだな」

「あいかわらず、ユズのいうことはさっぱりわからない」

「だから、なっちんと一緒にお風ふ呂ろに入れば、ボクは水難に遭わないってことさ」

「それって、またいつもの占星術なの？」

「そうそう、お風ふ呂ろはバンダナをつけられないから、なるべく気をつけないとねー」



　なんてこった！

　人が湯船の中に沈んでいる間に、夏なつ花かと柚ゆ月づきが風呂に入ってきてしまった。

　しかも、二人はもうすぐそこにいる。

　せめてもっと早く気づいていれば、俺おれが先に入っていることを注意できたのに――こんなに近くまで来てからでは、まるで俺が湯の中に隠れて待ち伏せしていたようではないか。

　息を潜めて、顔の半分を沈めたまま、俺は湯船の中を音もなく移動する。

　少しでも距離を取るためだ。

　この風呂場の広さならば、幸運に幸運が重なれば、なんとかこっそりと外に出ることも不可能ではあるまい。

　とにかく姿を見られずに、外に出ることだ。

　そうすれば、あとはなんとでもなる。

　二人の隙すきを探る俺は、ついつい湯気の向こうに浮かぶシルエットに見入ってしまう。

　雑誌の表紙を飾るグラビアアイドルのように、きゅっとくびれたウエスト。すらりと引き締まった手足。制服を着ているとそれほど目立たないが、胸だってしっかりあって……いや、まずい、これ以上はまずい！



    

  
    
      



    

  
    
      　一方、柚ゆ月づきのほうは夏なつ花かに比べると痩やせ型で、ウエストのくびれも、ヒップのボリュームもちょっと貧相だった。もともと少しだけ肌が黒いせいか、なんだか華きや奢しやな少年のように見えないでもない。ただ、バンダナを外すと割と髪が長く、肩に触れるぐらいある。うん、柚月はバンダナがないほうが可愛かわいいな。そして、まだ膨らみかけとはいえ、その胸は柚月が女であることを間違いなく証明……って、だからまずいんだって！

　駄目だ、駄目だ！

　俺おれは隙すきを探しているだけだろう。

　なにがくびれだ、胸の膨らみだ!?

　これじゃあ、本物ののぞきと同じじゃないか。

　――と、自己嫌悪に陥る俺だったが、幸いなことに神様は見捨てないでくれたらしい。

　二人はすぐに湯船に入らずに、まずはシャワーで身体からだを流し始めた。

　うんうん、マナーがよくて素晴らしい。

　湯を浴びた二人の姿は艶なまめかしさを増すが、それに見とれて、この千載一遇のチャンスを逃すわけにはいかない。

　俺は両手両足を使って亀かめが這はうように湯船から脱出する。

　誰だれかに見られたら死にたくなるようなみっともない姿であったが、どちらにせよここにいることを夏花に見られたら即死決定なのだから同じことだ。

「それでさぁ、なっちんは朝あさ倉くらのことどう思ってるのかな？」

　人が世紀の大脱出を試みている最中だというのに、思わず動きが止まってしまうようなことを柚月が言い出した。

「どうって……どういうこと？」

「なんかすごく気にしているみたいじゃないかー」

　そりゃあそうだろう。

　男子魔法部の貴重な男子部員なんだからな。

「だって、優ゆう人とがなにを考えているのかよくわからなくて」

　おいおい、それはこっちの台詞せりふだろうが。

　なに、おまえらしくもない、しおらしいこといっているんだよ。

　心の中でツッコミを入れながらも、ようやく湯船から脱衣所へ通じる戸にたどり着いた。

　あとは静かに戸を開けるだけだ。

　焦るな……慎重に、慎重に。

　精神を集中する俺の耳に、二人の会話が聞こえてくる。

「気をつけたほうがいいぞ。男ってのはケダモノだからなー」

「そうだね……この前も、いきなりキスされちゃって……」



「なっ、なにぃ!?」



　夏なつ花かの一言に、俺おれは状況を忘れて大声をあげてしまった。

　確かに、この前のワルプルギスの夜のとき、俺はゲヘナの鍵かぎを交ぜ合わせるためにキスをした。その後、魔力が暴走した夏花は前後不覚に陥り、キスのことは憶おぼえていないかと思っていたのだが――と、そこで俺はさっき忘れた、現時点の状況を思い出す。

　そろそろとシャワーのほうを振り向くと、柚ゆ月づきが廃品置き場のガラクタを見るような目で俺を見ていた。

「丸出しだぞ、こいつ」

「いやっ、これはっ！」

　脱衣所の戸に手をかけていた俺は、反射的に手で大事なところを隠す。

　もはや弁解不能。

　なにをすることもできず硬直する俺に、片手で胸を隠した夏花の張り手が飛んできた。

「どすこいっ！」

「ぐはぁっ!?」

　そんな夏花の突っ張りをもろに顔面で受けて、俺は脱衣所へと突き倒される。だが、これ幸いとその勢いでゴロゴロと脱衣場を転げると、むんずと適当に着替えをつかみ、腰にタオルだけ巻いて逃げ出すのだった。

「これは事故だからな～っ！」

　一応、保身の言葉も言い残して……
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　風ふ呂ろ場ばでの不幸な遭遇のあった翌朝。

　寮から学園に通じる坂道を、俺は夏花と歩いていた。

「きみは注意力が足りない。だから魔法も使えないのよ！」

「おっしゃるとおりです。以後、気をつけます……」

　昨日ののぞき騒動は、幸いなことに、二人が風呂場にいることを気づかずに俺が入ってしまったための事故ということで片がついた。

　真実はまったく逆で、間違って入ってきたのは二人のほうだが、そこで話をこじらせたところでなんの意味もない。

　同じ裸を見られたにしても、男と女とではまったく話が違う。女が男の裸を見ても笑い話だが、逆の場合は警察沙ざ汰たである。事故で済ませてくれるのなら、御おんの字であろう。

「とはいえ、あの脱衣所は、脱いだ服と洗濯物が混ざってわかりづらいのよね。広いから、先に誰だれかが入っていても気づかないことが多いし」

「そうそう、そうだよな」

　だから、夏なつ花かたちも俺おれが入っていることに気づかなかったのだろう。

「だからってのぞいていいってわけじゃないんだからねっ！」

「わかってるって」

　朝っぱらからのぞきだとか、人聞き悪いことをいわないでもらいたい。

　ただでさえ、珍しい男子ということで通学路では目立っているのだから。

「ユズなんか、結構怒ってて、きみのことを寮から追い出したほうがいいってさ」

　ううっ、それだけは勘弁してもらいたいものだ。

　魔女狩りウイツチハンターとしての正体ではなく、のぞきがばれて寮を追い出されたなど、マクダフ機関の連中になんて報告すればいいのだ。ハンナにも、死ぬほど嫌味をいわれることだろう。

「そういえば、昨日、風ふ呂ろ場ばで俺の着替えに混ざっていたんだけどさ。慌ててたから、間違って一緒に持って来ちゃったみたいで」

　俺はポケットから赤いバンダナを取り出した。

「これって、最近、ユズがいつもつけてるやつじゃない？」

「やっぱりそうか。今朝、返そうと思ってたんだけど、柚ゆ月づきのやつ食事に降りてこなかっただろ……まさか、俺に腹を立てているからなのか？」

　俺は怖々と尋ねる。

「いや、それは違うと思うよ。星の位置がよくないとか、そんなこといってた。学校も休むんじゃないのかな。よくあることだから心配しないでいいよ」

「また、占星術か……夏花はそんなの信じる？」

　俺はバンダナをしまいながら尋ねた。

「うーん、ユズのことは好きだけど、私は星が人の運勢を左右するなんて嫌だな。あんな遠いところにいるくせに、人にちょっかいを出してくるなんて腹が立つじゃない？」

「ははは、確かにそうだ。おまえらしい考えかただな」

「でも、ユズが運勢に影響されやすい体質だっていうのも本当みたい。だから、小さい頃ころからずっと占いの研究をしてきて、普通に暮らせるのも占星術のおかげだっていってた」

「ふーん。でも、そんなことってあるのかなぁ？」

「さあ……魔女の体質を調べてくれるお医者さんなんていないし、ユズはセイラムに来てから一年ぐらいしか経っていないから、まだ魔法がうまく使えないだけなのかも」

「あれ、さっきずっと占いの研究をしていたっていってなかったか？」

「外でこっそりやっていたんだって。自分の悪い運勢を直すためにね。ただ、中学を卒業する前にそれがバレて、セイラムに連れてこられたの」

　たいてい小学校ぐらいのときに魔女であると認定されることが多いので、柚月はちょっと遅い方だろう。

「じゃあ、まだセイラムに慣れていないのかもな」

「そうかもね……まあ、私だってこの街に慣れたくなんかはないけど」

　夏なつ花かの声のトーンが少し下がった。

　魔法が使えるというだけで、両親や友達とも引き離されて、このセイラムに強制的に移住させられる。

　街並みは美しいし、魔法に満ちた魔女たちの暮らしも外で想像していたよりもずっと明るいものであったが、それでもここが魔女を閉じ込めておくための監獄であることに変わりない。

　夏花も柚ゆ月づきも明るく振る舞ってはいるが、その内心では多かれ少なかれセイラムへの――すなわち、マクダフ機関への反感を持っているのだろう。その先兵である魔女狩りウイツチハンターの俺おれは、やや肩身の狭い思いをしながら、なんとなくまわりの様子をうかがい見た。

「ん……なんだ？」

　俺たちのまわりを歩いている生徒たちが、不自然に多い。

　友達連れで歩いていても、まったく会話することもなく、こちらに聞き耳をたてているのは見え見えだった。ちらちらと視線を向けている子もいる。

　当然のごとく、それらはみんな女子だ。

　ただ、俺と一緒に歩いているのが、【衝動の紅炎インパルス・ルージユ】の異名を持つ夏花であるため敬遠しているのか、一定の距離を保ってそれ以上は近づいてこない。

　それでも、こんな大勢の女子に観察されて登校するのは、精神衛生によくないのだが……

「それで話は戻るけど、寮内をタオル一枚で歩き回るのは禁止ね」

「だから、あれはおまえたちに驚いて飛び出したからだろ!?」

　さらに、こんな誤解を招くようなことを注意され続けていては、俺の評判はがた落ちだろう。

「いや、それよりもだな……」

　俺はなんとか話を切り替えようと果敢に試みるのだが――

「まだ、私の話は終わってな～いっ！」

「どすこーい」と、また夏花の張り手が飛んできた。

　のぞきという引け目があるせいで、今朝は文字通り夏花にずっと押されっぱなし。こちらから、まともに話をさせてくれない。

　俺としては、風ふ呂ろ場ばで夏花がいっていたキスのことを確認したかったのに。

　本当に夏花はあのことを憶おぼえているのだろうか？

　もしそうだとしたら、なんでいってくれないんだ。

　てっきり忘れていると思って、いままで素知らぬふりをして接してきた俺おれがひどいやつみたいじゃないか――いや、まあ実際、ひどいやつなのかもしれないけどな。

　だけど、せっかく忘れているものをわざわざ蒸し返したところで、夏なつ花かを混乱させるだけだろうし。

「うっ」

　ぐるぐる悶もん々もんと焦じれったく感じながら、俺は夏花の隣を歩く。

「とにかく、きみは男の子なんだから、もっと毅き然ぜんとした態度で接していただきたい」

「どうした、急に難しい言葉を使い出して――ぐえっ！　横腹はやめろ、横腹は！」

　ドスドスとローブロー気味の張り手を連打する夏花。これは地味に痛い。

「女子ばかりの寮なんだから、きちんとしなさいっていっているの！」

「ちゃんとしてるだろ？　食事当番、掃除当番、洗濯当番……他ほかにもいろいろ」

「そういうことじゃなくて、そのぉ、あのぉ、なんていうのかなぁ～」

　もじもじと自分の指を絡ませながら、夏花は言葉を選んでいたが、やがて決心したかのように、ぐいっと俺に顔を近づけていった。

「ハンナとなにかあったの!?」

「へえっ？」

　しまった、不意をつかれて、思わずアホな声をあげてしまった。

　なにかあったかといえば、たっぷり心当たりはある。

　なにしろキスまでしてしまったのだ。

　しかも、ハンナにとってはファーストキス。人生の一大イベント。

「ど、どうしてそんなことを聞くんだよ？」

　高鳴る心臓を押さえ、俺は平常心を取り戻そうと必死である。

「朝食のとき、ハンナときみの距離が近かった」

「そんなことないだろう」

　少なくとも俺はまったく意識していなかった。

　座った場所も、日曜日の朝と同じだったと思うのだが。

　俺の隣が夏花で、その隣がハンナ。ついでにいえば、膝ひざの上では刻とき代よが猫の着ぐるみ姿で二度寝をしているのも同じ。

「うんにゃ、違ってた」

　腰に手を当てて、ずずいと迫って来る夏花の表情は険けわしい。

「昨日まではまるでバイキンみたいに避けていて、きみから直接食器を受け取ることもしなかったのに」

「バ、バイキン……って」

　なんとも堪えるたとえである。

「それなのに、今朝は普通に受け取ってた。これってどうなの？」

「へえ、そんなの気づかなかった。おまえ、意外と観察力があるんだな」

「そりゃあ、いつも見てるもの」

「なんで？」

「そっ、そんなのどうでもいいでしょ？」

　そんなに夏なつ花かとハンナは仲が良かったっけ？

　あまりそういう感じはしないが。

「でも、同じ男子魔法部員同士、仲良くなるのはいいことだろ？」

「そ、そりゃあいいことだけど。いつの間に仲良くなかったのかが心配なの！」

「いつの間に……って」

　俺おれはちょっとだけ頭の中で計算をする。

　日曜日、ハンナと一緒にいたことは話しておいたほうがよさそうだ。

　二人でいたところを誰だれかに見られた可能性は多々あるし、ここで理由もなく隠したりすれば、逆に不自然に思われて、最悪、俺たちがマクダフ機関の任務に関わっていることを疑われるきっかけとなるかもしれない。

　最重要な秘密のみを隠して、他ほかは真実を述べる――上う手まい嘘うそをつく基本である。

「昨日、学園の手続きとかにつきあってもらったんだよ。それでいろいろ世話になったから――」

　俺の言葉の途中で、ドゴォッという轟ごう音おんと共に、一瞬、地面が揺れる。

　驚いて音のしたほうを見ると、夏花が通学路の脇に生える桜の木に張り手を喰くらわしていた。わずかに残っていた花びらが、ハラハラとすべて散っていき、張り手を打ち込まれた幹からはプスプスと白い煙まで立ち上っている。

　恐るべき威力。

　まわりを歩いていた女子たちは、その光景に息を飲んで、すぐさま危険を察したように離れていく。賢明な判断だ。

「ど、どうした、夏花!?」

「えっ、なに？　なんでもないけど」

　オレンジ色の鈍い光を発する灼しやく熱ねつの手を、夏花はパタパタと振って冷さましている。

　膨大な魔力を有する夏花は、感情の高ぶりによって勝手に炎の魔法が発動することがある。衝動の紅炎インパルス・ルージユとはよくいったものだ。

「なんでもないってことはないだろ」

「朝の稽けい古こでごわす」

　俺の質問を無視して、夏花はフンフンと相撲取りのように張り手の練習をしている。

　せっかくの美少女が台無しな姿であるが、そこからはただならぬ気配が感じられた。急激に低気圧が発達して、嵐あらしの気配が高まっているような……

　風ふ呂ろをのぞいたときだって、そんなに怒っていなかったと思うのに、なぜ？

「それで今日のご予定は――!?」

　フンッフンッと何度か張り手の素す振ぶりをしながら、夏なつ花かはいきなり問いかけてきた。

　チリチリとうなじが焼かれるような錯覚――これは俺おれの本能が、ここで下へ手たな答えをしたら、あの炎の張り手が炸さく裂れつするぞと囁ささやいているのだ。

　さきほどその犠牲となった桜の幹には、黒い焦げ跡が手形となって残っている。

　それを見た俺は、ゾゾ～ッっと震えながら慎重に回答を探す。

「えーと、男子魔法部の特訓の予定です」

　それを聞いた夏花の手が、ピタリと止まった。

　しまった、外したか？

　俺はグビリと唾つばを飲む。

「きみきみっ、わかっていればよろしい！」

　こちらを見上げた夏花はニパッと太陽のような笑みを浮かべた。

「ふっ」

　一息ついて心の中でセーフポーズを取る俺だったが、同時にそんな夏花をまぶしくも感じていた。

　どこまでも真まっ直すぐで陰りのない夏花の笑顔。

　それを向けられても消えることのない自分の内側にこびりつく暗部に、俺は嫌気が差していたのかもしれない。

　いつまで偽り続けねばならないのか。

　こんな笑顔を浮かべる相手を。

　そして、まわりの魔女たちを。

　そもそも、すべてを明かせるときが来るのだろうか。

　それはいつなのか？



「早くしないといけませんよ」



　そんな俺の心を見抜いたような声にギクリとした。

　もっとも、それは俺の勘違いで、声をかけてきたのは同じクラスの委員長、若わか宮みやつばきだった。

　肩に触れるぐらいのところでふわっとカットした髪型。おっとりした顔つきで、祖母の形見だという年代物の片眼鏡モノクルと、いつもちょっと困っているようなハの字の眉まゆ毛げが特徴。

　個性的というか、変わり者の多い御み津つ門かど学園の中で、大人しくて優しくて、真面目まじめで面倒見がよくて、常識人で委員長で、さらに可愛かわいいという非の打ち所がない生徒である。

　これでセイラム生まれのセイラム育ちだというのだから感心する。

　是非、他ほかのみんなも見習ってもらいたい。

「つばき、おはよっ！」

「おはよう。ほら、早くしないと遅刻するわよ？」

「まだ、大丈夫よ。つばきが早すぎるんだって」

「でも……」

「ほらぁ、また眉まゆ毛げが下がってる～」

「やっ、やめて、夏なつ花か」

　委員長の眉毛を指で釣り上げようとする夏花。

　いつもの光景である。

　性格はまったく正反対な二人に見えるが、意外なことに昔からの親友同士らしい。

　こんないい友達は望んでもできるものじゃないぞ。夏花も、ありがたく思えよな。

「そうだっ！　今日、つばきの錬金術部に行っていい？」

「えっ、別にいいけど……どうして？」

「ウチのエース部員に道場破りをしてもらうことにしたの！」

　いやー、エース部員なんてお褒めいただきありがとう。

　部員たった三人の部活だけどな。

「――って、なんだよ道場破りって!?」

「夏花……錬金術部には、あなたが考えているような道場も、立派な看板もないわよ。破ってもなにもいいことないわよ？」

　うわっ、委員長が冷静に諭している。

　関係者として、俺おれのほうがいたたまれない気分になってきた。

「あれっ、いや違うな。そんなんじゃなくて……他流試合？」

　錬金術部といったいどんな試合をさせるつもりだ。

　それに、そもそも俺は魔法なんて使えないと何度いえばわかるのか。

「えーと、もしかしてだけど。朝あさ倉くらくんに錬金術部に体験入部をさせるつもりなの？」

「そうそう、それそれ！」

　パンと手を叩たたいて、嬉うれしそうに夏花は飛び跳ねた。

　道場破りから体験入部とは、ずいぶんと大人しくなったものだ。俺的にはそっちのほうが嬉しいけどな。

「やっぱり魔法には得意なのもあれば、苦手なのもあるじゃない？」

「まあ、そうね……夏花みたいになんでも得意って子のほうが少ないかな」

「だったら、まずは優ゆう人とが得意な魔法を探してみようってわけなの。当然、錬金術部だけじゃなくて、片っ端からいろんな部活を体験させるつもりだけどね！」
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　放課後になった途端、夏なつ花かは俺おれの手を引っ張って教室を飛び出した。

　こういうときの夏花には、逆らっても無駄だ。向こうが満足するまでつきあってやるしかない。

　そんな夏花が目指したのは、学校の裏手にある部室棟である。

　この学園の建物は、西洋風のものが多い。

　本校舎は石造りの城のようであるが、この部室棟は古びた洋館という描写がぴったりだ。基礎部分は石造りだが、一部は木造になっている。ちょっと堅苦しい雰囲気の本校舎に比べると、柔らかみのあるデザインだった。

　ただ、外から見ると窓の多くがカーテンで閉ざされ、なにやら怪しい気配を漂わせているのに、俺は一抹の不安を感じていた。

「初めて来たけど、みんなここで部活動をしているのか？」

「学園が活動を推奨している部活はね。部員の少ない部とかは、空き教室とか、適当な場所を見つけて勝手にやってるみたいよ」

「ふーん、そうなんだ。」

「さっ、早く行きましょ」

　夏花はさらに俺を引っ張って、部室棟の中の入っていく。

　部室棟の内部は、きっちり掃除の行き届いた本校舎とはだいぶ雰囲気が違って、かなり雑然としていた。

「なんかごちゃごちゃしているなぁ」

「ここには先生もあまり来ないみたいだしね。治外法権ってやつなんじゃないの？」

　廊下には段ボールやガラクタが置きっぱなしになっていて、壁には色あせたポスターや意味ありげな魔法陣を描いた紙などが、何枚も重ねて貼はり付けられている。

　あちこちに卒業生が残したものらしい落書きやサインもあった。

　混こん沌とんとしてはいるが、部活動への活気が感じられる廊下である。

「それにしても、魔法に関係する部活ばかりだよな」

「魔法の使いかたを研究するって部活だと、学園も景気よく予算を出してくれるみたいなの。魔女は公式試合に出られないから、体育系の部活は人気ないのよ」

　この御み津つ門かど学園では、授業で魔法の勉強をする時間はあまりない。その分を、部活動で補ほ填てんしようという目もく論ろ見みなのだろうか。

　確かに魔女の性質によって得意とする魔法の種類も異なるし、みんな一緒の授業で教えるのは非効率で現実的ではない。生徒たちで共同生活をさせる寮の方針といい、この学園では生徒の自主性をずいぶんと信用しているらしい。

「えーと、錬金術部はこっちだったと思うんだけど……」

　夏なつ花かは文字通り部外者のくせに、ズンズンと物もの怖おじすることなく部室棟を突き進む。

「それはいいんだけど、そろそろ手を離してくれないか？」

　教室からずっと引っ張られっぱなしだった。

「えっ、ああっ、ごめんっ――！」

　いま気づいたといった調子で、夏花はパッと手を離す。

　そして、ぶすっと口を尖とがらせてボソッと呟つぶやく。

「だって、そうしてないと逃げちゃいそうなんだもの」

「逃げたりしないって」

　夏花の監視は大事な任務だしな。

「日曜日はいなかったくせに……」

　そのあとも、夏花はなにやらブツブツといっていたが、ほとんど聞き取れないぐらいの声だったので俺おれは無視することにした。

　やがて、『錬金術部』と刻まれた金色に輝くプレートが貼はってある戸の前に着いた。

「もしかして、これって金なのか？」

　俺は重厚な深みのある輝きを持つプレートをしげしげと眺めた。

　錬金術といえば、やはり有名なのは金を生み出す魔法である。偽金造り並みに禁止されており、発覚すれば経済を混乱させた罪として最低でも無期懲役刑という噂うわさだ。

「人が触ると鉄になる『賢者の金』よ。恥ずかしいから、欲張って触らないでね」

「触れることはできず、こうやって見ているだけか……皮肉なものを造るなぁ」

　神の不興を買って触れたものをすべて金にする呪のろいをかけられたミダス王の伝説の逆バージョンというわけか。

　触らぬ神に祟たたりなし。確かにこれは『賢者の金』といえるだろう。

「こんにちはー！」

　錬金術部の技術に関心している俺を無視して、夏花は勢いよく戸を開いた。

「あれっ、学園で噂の朝あさ倉くら優ゆう人とくんじゃないの。いったい、どうしたの？」

　迎えてくれたのは委員長ではなく、別の女子だった。

　背は高くもなく、低くもなく。いまどきの女子高生といった感じで、割と活発そうな顔立ちだったが、それ以外にこれといって特徴もない。あえていうのなら、後ろ髪を一筋だけ長く伸ばして尻尾しつぽのように垂らしているところぐらいか。

「とうとう、錬金術部に入ってくれる気になったのかい。歓迎、歓迎！」

　その錬金術部の子は、嬉うれしそうにぽむぽむと俺の胸を叩たたく。

　なんだかこっちのことを知っているような素振りで、やけに馴なれ馴なれしい。

「え～と、ごめん。どこかで会ったっけ？」

「なっ……!?」

　俺おれの言葉に、錬金術部の子はズルッと派手にこけた。

「ちょっと、忘れちゃったの!?　始業式の朝、校門のところで会ったでしょ！」

「ああ、あのペットボトルゴーレムのときの……すっかり忘れてた」

　そういえば、俺がこの学園で最初に会話をした女子である。確か錬金術部とかいっていたっけ。

「ひっどいなぁ！」

「それはこっちの台詞せりふだ。校門をくぐった途端、殺されそうになったんだからな」

「そりゃあ、悪かったとは思っているけど、ウチも大事なボトリンを再起不能にされたんだから。おあいこ、おあいこ」

「うーん」

　そうやって無邪気な顔でいわれると、俺も反論はできなくなる。

　くそっ、女子って得だよな。

「夏なつ花か、もう来てたの？」

　俺たちの後ろからひょこっと顔を出したのは委員長だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「つばきー、遅いぞー！」

　いや、ホームルームが終わってすぐに飛び出したのだから、委員長より先に着くのは当たり前だろ。紹介してもらう人より先に来てどうする？

　もっと落ち着けっていうんだ。

「あのね、この二人は体験入部をしたいみたいなの」

　委員長は慌てて錬金術部の子に事情を説明する。

「えっ、衝動の紅炎インパルス・ルージユも一緒に!?」

　つばきの説明に錬金術部の子が驚きの声をあげた途端、ピクンと夏なつ花かは眉まゆをあげる。

「その名で、私を呼ばないでくれる？」

　ゆらりとその姿が陽炎かげろうに揺らぎ、部室の温度が一気に上昇した。

「ご、ごめん、ごめん……！」

　その迫力に圧倒され、錬金術部の子は両手をあげて降参の姿勢を見せる。

「ほら、夏花……こっちに来て。私がいつもやっている仕事を見せてあげるから」

　ピリピリしている夏花を委員長がなだめて、部室の奥へと案内する。

　どうも、夏花にとって、衝動の紅炎の異名は鬼門らしい。俺おれもこの前まで知らなかったことだが、異名持ちの魔女はセイラムから一生出ることはできないという。異名を持つことは腕利きの魔女の証であると同時に、セイラムの虜とりこであることの烙らく印いんでもあるのだ。

「今日はまだ部員は来てないけど、いつもはここで魔具を造っているのよ」

　錬金術部の部室は、近代的な実験器具の並んだ普通の研究室のようであった。

　もっとおどろおどろしい雰囲気を予想していたのだが、どうやら偏見だったらしい。

　部屋は教室ぐらいの広さがあって、机がいくつも並んでいる。

　光り輝く宝石の浮かんだガラス容器や、針金で造られた動く人形、精密な彫刻をされたブレスレットなど、一見して魔具と思われるものが無造作に置きっぱなしにされている。

「なんか本格的な設備だね」

「錬金術部とか魔法医術部は、学校からたくさん援助してもらっているの。やっぱり役に立つ魔法ってイメージがあるからかな？」

　もともと錬金術というのは、現代科学の御先祖様のようなものだ。

　そこから条件さえ揃そろえば誰だれでも再現可能な現象を追究する科学が分派して、魔力に関連する実証不能な現象を研究することを錬金術と呼ぶようになっていった。

　さらに薬品などの研究は、綾あや音ねのような専門の魔法医ウイツチドクターに任されるようになり、いまの錬金術は物質を魔法によって変質させたり、魔力を込めたりする付与魔法エンチヤントがメインとなっているらしい。

　魔具には魔力が込められており、大きな制限はあるが普通の人間にも魔法と似たようなことをできるようにする。魔法薬と同様に、汎はん用よう性の広い魔法として、マクダフ機関内でも積極的に研究が進められている。

　ちなみに、俺おれの左手の魔具ジギタリスも錬金術の産物である。

「それでね、そんな魔具の検査をするのが、私の仕事なのよ」

　部室の一番奥に、小さな引き出しがたくさんある木製の机があった。

　大きなルーペとアーム式のライトがついていて、宝石職人の作業机といった感じだ。

「委員長は魔具を造らないの？」

「私はみんなの手伝いをするほうが性しように合っているから」

「つばきはね、魔力の性質を見るのが得意なのよ」

　夏なつ花かが人のことなのに自慢げに語ると、委員長は恥ずかしそうに片眼鏡モノクルを触った。

「そんな……この片眼鏡のおかげよ」

「どういうこと？」

「これって、魔力を見る手助けをしてくれる魔具なの。だから、部員のみんなが造った魔具に、正しく魔力付与されているかどうか調べるのに役立てようと思っているの」

「やっぱり委員長は偉いなぁ」

　縁の下の力持ち。人のために役立とうという、その献身的な精神が素晴らしい。

「けど、そんなのは地味ね。せっかくなんだから、魔具を造るほうをやってみなさいよ」

　――と思っていたら、夏花のやつめ。

　謝れ、委員長に謝れっ！

「魔具を造るといっても、そんなに簡単じゃないんだけど……朝あさ倉くらくんにできるとしたら、護符タリスマン造りとかかしら？」

　夏花の失礼な言葉に気を悪くした様子もなく、委員長は俺のために頭をひねってくれている。

「それってどういうことするの？」

「えーと、最初は昔から伝わる印を正確に写し取っていくの。その作業自体が精神集中を助けてくれるから、無意識のうちに印へと魔力が込められていくのよ」

「なるほど、魔力を引き出す練習法と兼ねているんだな」

　魔法の素養のない人間がやっても効果があるかはわからないが、少なくとも夏花にいつもやらされている「ぐいーん」とか「ぐわんぐわん」とかいいながら魔力を引き出す抽象的な特訓よりはよほど期待できそうだ。

「それができれば、召喚のための魔法陣や、魔道書の写本なんかにも応用していけるの。錬金術だけでなく、魔法全部の基本練習みたいなものね」

「でも、私はそんなことをしないでも魔法は使えたよ？」

「夏花は最初から魔力を自由に引き出せていたからね……」

　委員長はいつもより二割増しで眉まゆをハの字にして、困ったように笑っている。

「ん～、こっちもなんだか地味だし、面倒ねぇ」

「そういう地味で面倒なことを頑張るのが男子魔法部じゃないのか？　簡単に魔法が使えるのなら、部活動も必要ないだろ」

「そっ、それはそうなんだけどさぁ」

　珍しく俺おれの正論に諭されたのか、夏なつ花かは頭の後ろで手を組んで口を尖とがらせる。

　魔女だけの才能とされる魔法を、素養のない男子が使えるようにすることが、男子魔法部――すなわち夏花の目的である。そうすることによって、世の中の魔法への偏見をなくせると思っているからだ。

　そんな夏花の姿勢には、なんだかんだいっても俺だって賛同している。

　だから、俺だって監視任務のついでではあるが、夏花の特訓には真面目まじめにつきあってやっているんだ――と、そんなことを考えていると、なぜか委員長が水を差すようなことをいってきた。

「だけど、本当はね、あまりこの練習はしないほうがいいのよ」

「へっ、そりゃまたどうして？」

「それまで魔法が使えなかった人も、この練習をすることで魔女の素養が目覚めてしまうことがあるの。だから、魔法特区のセイラムならともなく、外では厳しく規制されているのよ」

　なるほど、夏花のように魔力に満ちあふれている魔女ならともなく、中にはたいした力を持っておらず、自分が魔法を使えることも知らないまま過ごしている魔女もいることだろう。この練習は、そんな寝た子を起こすようなことになるかもしれないというわけだ。

「へえ、そんなすごい練習法なんだ……だったら、きみにも効果あるかもね！」

　現金なもので、禁止されているとかいわくありげなことをいわれた途端、夏花は興味津々の笑顔を浮かべる。

　まあ、ここは魔法特区のセイラムであることだし、俺としても試してみるのは面白いと思っているがな。

「まずは幸運の護符タリスマンあたりからやってみる？」

「ああ、いいねぇ。最近、なんかツイてないし」

　寮での当番決めの勝負で、無残に連戦連敗したことを思い出した。

　あれは本当に呪のろわれているとしか思えないような不運だった。

「そうなんだ。だったら、これがおすすめかな」

　委員長は年代物の魔道書らしきものを取り出してきて、付ふ箋せんのついたページを開いて見せた。そこには見ているだけで目がグルグルしてきそうな、複雑な紋様が描かれている。

「これを、この小石に正確に写し取ってみて？」

「う、うん……」

　渡された白い碁石のようなものに、木の棒の先端を二つに割っただけの筆で紋様を描くのだが……

「線を目で追うと気持ち悪くなるから、全体像を眺めるようにして見てね」

　せっかくの委員長の助言も、ちょっとばかり遅かった。

「なんか……すでに船酔いをしたような気分なんだけど」

「えっ、大丈夫？」

　石を持つ手が震えないように、委員長が後ろから支えてくれる。

　おおっ、なんか背中に、ふんにゃりと柔らかい感触が……!?

　違う理由で、集中が乱れそう。

「ちょっとぉ～、しっかりやりなさいよね！」

　さらに夏なつ花かまでがすぐ横でキャンキャンわめくので、とても筆先が安定しない。

「ほら、そうじゃないでしょう。そこはもっとクルッと丸くなっているわよ、焦じれったいわねっ！」

　やがて我慢しきれなくなったのか、夏花は俺おれの筆を持つほうの手を握って、一緒になって紋様を描こうとする。

　だから、これは一人で精神集中しながらやるものだって委員長がいってただろうが。

　ちょっとの間ぐらい、大人しくできないのか？

「きみきみっ、じっとしてなさいよ。線が曲がるでしょう？」

「こらっ、馬ば鹿か……そんなにひっつくな」

「夏花、なにやってるの。駄目よ、駄目、駄目っ。そんなにくっついちゃあ！」

　いつの間にやら、三人がかりで大騒ぎ。

　とても、細かな作業などできる状況ではない。

　せっかく人が真面目まじめにやっているというのに、いい加減にしろ――と、怒鳴ってやろうかと思ったとき。



　ガシャ、ガシャ、ガシャ――ン！



　立て続けにガラスが割れる音に驚いて、三人で飛び上がった。

「な、なんだぁ!?」

　音のしたほうを見ると、その中心にいたのは意外なことに柚ゆ月づきであった。

　夏花の話だと、今日は運勢が悪いから欠席するということであったが――学校よりも占星術のほうを優先する柚月が、なぜ錬金術部に現れたのか？

「ごっ、ごめん！」

　柚月は落として割った実験器具を拾おうとして、反対側の机にお尻しりをぶつけてしまい、その上に並んでいた器具を全部落としてしまう。

　部室内には、またガラスの割れる音が盛大に響き渡った。

　柚ゆ月づきがなにかするたびに、なにかが壊れていく。

　驚くほどのドジっぷり。まるで古いコメディ映画のような光景である。

　なんなんだあれは、わざとなのか？

　いや、さすがにそんなわけないか。

　とにかく、俺おれはこれ以上被害を広げないように、柚月のほうに駆け寄る。

「ボクに近寄ると怪け我がするぜ？」

　砕け散った実験器具に囲まれながら、柚月は俺を制するように手を伸ばして忠告してきた。

「いや、どちらかというと、おまえのほうが怪我しそうだけど」

「磨ま羯かつ宮きゆう。徹底した迂う闊かつもの。星の位置は最悪だねぇ～」

　柚月はひきつった笑いを浮かべている。髪はぼさぼさ、制服はよれよれで、なにやらいろいろひどい目に遭ってきたようだが……

「まさか、ここに来るまで、ずっとそんな調子だったのか？」

「へへへ、正解だったりして」

　なんとまぁ、いったいどこの破壊神かと。

「どうして、そんな……」

「護符タリスマンをなくしちゃったから、またもらいに来たんだ」

「護符って……？」

「白はく羊よう宮きゆうの火を象徴するシンボル。赤いバンダナ。あれをなくしたおかげでボクの運勢はボロボロってわけ」

　柚月はちょいちょいと自分の頭を指差した。

　確かに、今日の柚月はバンダナをつけていない。

「あのバンダナって、そんな大切なモノだったのか？」

「まあね、星の位置が変わる六日後までは、あれをつけていないと――」

　頭を指差していた手を下ろした拍子で、柚月はまたひとつ無事だった実験器具を倒して割ってしまう。

「こんな風に、まわりに不幸を巻き起こすんだ」

「そんな馬ば鹿かな……」

「あんたなら、そう思うだろうね。でも、これが魔女の宿命ってやつなんだよ」

　そのときの柚月の表情からは、いつでも浮かべていた笑顔が消え失うせ、内に秘めてきた感情の片鱗を垣間見られた。

　それはいつもの柚月とは正反対のもの。

　重苦しく、息苦しく、見苦しい。

　憎悪と、苦悩と、嫉しつ妬との入り交じった、どろりとした表情だった。

「なっ……なんだよそれ」

　俺おれは一瞬、目の前にいるのが、とても自分の知っている柚ゆ月づきとは思えなかった。

「おっと、いけない。笑う門には福ふく来きたる――ってね。あははー！」

　そんな俺の動揺を察知したのか、柚月はいつもの笑みを浮かべる。

　ただ、その奥にあるものを知ってしまった俺には、その笑みをいままでのようには受け止められなかった。まるで、水底になにが潜んでいるかわからないと想像してしまった途端、それまで気持ちよく泳いでいた海が、途端に気味の悪いものに思えるような気持ち。

　だが、それでも俺は冷静さを装いつつ近づこうとする。

「わかった、信じるからそれ以上は動くな」

「あははー、なにをしようっていうんだい？」

　その顔に笑顔を張り付かせたまま、柚月はじりっと後ろに下がった。

「馬ば鹿か、だから動くなって！」

「あはっ、どうしたの。なにを怒っているのかな？」

　まるで俺を恐れるかのように後ずさりをする。

「やめろ、ただでさえ危なっかしいのに――！」

　心配したとおり、柚月は割れたビーカーの破片に足をすべらせ、ぐらりとのけぞるように体勢を崩す。

　床にはびっしりと鋭いガラス片が散らばっている。

　こんなところで転べば大おお怪け我がは必至だ。

「ほら見ろっ！」

　俺は柚月が悲鳴をあげるよりも早く駆け出すと、床のガラス片を蹴け飛とばしながらスライディング。そのまま、柚月の下敷きになるような形で抱きかかえた。

「はえっ？」

　結局、悲鳴をあげるタイミングを逸した柚月は、間抜けな顔で下敷きになった俺を見下ろした。どうやら無事のようだ。

　一方、俺のほうも、細かいガラス片で肘ひじに少しばかり切り傷を作ったが、それ以外は問題なし。

　俺は柚月と自分の無事を確認するついでに、心眼サードアイに精神を集中させる。

　いくらなんでも柚月のドタバタっぷりは異常である。

　もしかすると、なにか呪のろいでもかけられているのかもしれない。

　ぼんやりとした魔力の動きが見えるが、それほど強力なものではなかった。

　柚月の身体からだにまとわりつく、薄い靄もやのような魔力。

　このぐらいは魔力を持った魔女ならば自然と身に纏まとうぐらいのものだし、とても身体からだの自由を奪うようなものには見えなかったが――それでも、なにかが気になった。

　その魔力がやけに柚ゆ月づきの身体をしつこく取り巻いている気がしたからだ。

　まるで、魔力が柚月を縛り付けるかのような……

　だが、その正体を完全に見極めることはできなかった。

　突然、魔力は霧散してしまったからだ。

「ほら、これで大丈夫よ」

　いつの間にか委員長が、柚月の首に赤いバンダナをかけてあげていた。

　さっき柚月がいっていた護符タリスマンなのだろう。俺おれの心眼サードアイはバンダナから弱い魔力を感じ取っていた。

「あ、ありがとう」

　俺か委員長かどちらに向けられた礼の言葉かわからなかったが、それはともかくガラス片を避けながら立ち上がった柚月には、さっきまでのような危なっかしさはなかった。

　護符の効果はてきめんらしい。

「だっ、大丈夫なの!?」

　俺が護符の魔力をもう少し見極めようと思っていると、いきなり夏なつ花かが飛びついてきた。

「こらっ、危ない！」

　まだガラス片は散らばっているんだから騒ぐなって。

「ほらあっ、血が出てるじゃない！」

　強引に俺の腕を引っ張って、夏花は肘ひじの傷の具合を見た。

「こんなのかすり傷だって」

「駄目よ、変なバイキンが入ったらどうするの」

「なめとけば治るよ」

「なめる……なめるの？」

　なにを勘違いしたのか、夏花はペロリと舌を出して、俺の腕を握りしめたまま真まっ赤かになった。

「ばっ、馬ば鹿か……おまえがなめなくてもいいんだっ！」

「なんだそうなの、びっくりしたぁ～」

　夏花は胸を押さえながら、「はぁ～っ」とため息をついている。

　まったく、こっちこそ心臓に悪いっていうの。

「朝あさ倉くら……そのぉ……ありがとう。助かったよ」

　俺と夏花が馬鹿なことをいっていると、柚月が改めて礼をいってきた。

「いやいや、別に気にすんな」

「ちょっと意外だったよ。ボクなんかを助けてくれるなんて」

「なにいってんだ、誰だれだってそうするって」

「そうか……そうなのか……？」

　まあ、頭で考えるよりも先に身体からだが動いてくれたのは、魔女狩りウイツチハンターの訓練のおかげだけどな。今回ばかりは、マクダフ機関に感謝させてもらおう。

「けど、おまえ……そんな調子でよくここまで来たな」

「うん、本当なら寮を出ないほうがよかったんだけど、護符タリスマンだけはもらっておきたくて」

「このバンダナは錬金術部が造ったものなの。魔力は弱いけど、白はく羊よう宮きゆうの火を象徴するもので、星ほし名なさんの運勢を変えてくれるのよ」

　うーん、占星術はいまいちよくわからないが、委員長がいうのならばそういうものなのだろうか？

　しかし、さっき柚ゆ月づきから感じられた魔力は、星から届いたというよりは、もっと卑近な気がしたのだが。

「あっ……ていうか、ごめん。そのバンダナだったら、俺おれが預かってたんだ」

　そうだ、ドタバタしていたから言い出すタイミングがすっかり遅くなってしまった。俺は朝からずっとポケットに入れっぱなしだった柚月のバンダナを取り出した。

「なっ、なぁぁぁぁっ!?」

　柚月は愕がく然ぜんとした顔で俺を見つめる。

「昨日、脱衣所でうっかり自分の着替えと一緒に持って来ちゃったみたいで……」

「ああっ、ボクとなっちんの風ふ呂ろをのぞいたときか。あははー、やってくれたなぁー」

「いやっ、まさかそんな大事なものだとは知らなかったからっ！」

　なんか怖い。柚月の目つきがすごく怖い！

　にいっと細められた目の奥に、明らかな殺意を宿している。

「ねえっ、朝あさ倉くらくん！　夏なつ花かのお風呂をのぞいたって、どういうことなの!?」

　うわっ、さらに委員長まで乱入してきた。

「違うんだ、のぞこうとしたわけじゃなくて！」

「嘘うそつけ。ばっちり、ボクらのヌードをのぞいたくせに」

「あ～さ～く～ら～さ～ん？」

　穏やかな笑みを浮かべながらも、まったく目は笑っていない。柚月の尖とがった殺意とは違い、圧倒的なプレッシャーで俺のことを押しつぶそうとしている。

　二種類の殺気に満ちた視線に晒さらされて、俺は針のむしろで膝ひざに重しを乗せられているような気分。

　そんな危機的状況から脱するために、俺は救いを求めるように夏花のほうを見た。

　すると、なんということだろう。

　あの夏花が「心得た」とばかりに、ニッと笑いながらうなずいてくれた。

　よかった……おまえもちゃんと空気が読めるんじゃないか。

「やっぱり肘ひじが痛いんでしょう？　よ～し、すぐに魔法医術部の綾あや音ねのところにいって、傷薬をもらってこようね」

　夏なつ花かは俺おれの手を引いて立ち上がらせる。

　いや、この状況から逃げられるのはいいんだけど、なんかいま一抹の不安を感じさせるようなことをいったような。

「いつもは妙な薬ばかり調合しているけど、ちゃんとしたのも少しぐらいならあるはずだから」

「いやいやっ、だったら保健室とか、ちゃんとした薬しかないところに行かせてくれ！」

　なぜわざわざ危ない魔法薬で人体実験をすることが生いき甲が斐いのような、魔法医術部に行かねばならないのだ。

「保健室なんて遠いでしょ。手遅れになったらどうするの!?」

「なるわけないだろ。どんな大おお怪け我がだよ！」

「夏花、魔法医術部に行ったら、デス・マンドラゴラｅｘっていう薬をつけてもらいなさい。すっごく効くらしいから」

　委員長が素敵な笑顔で助言してくれた。

　ああ、その笑顔はキラキラまぶしいけれど……その禍まが々まがしい名前の薬って、絶対に即死系の猛毒ですよね？

　ていうか、もう「デス」とか言い切っちゃっているし！

「わかった、確かに効きそうな名前ね」

　夏花、おまえのセンスはどうなっているんだ？

　とはいえ、この場に残れば精神的に抹殺されかねない。

「お手柔らかに……」

　いろいろ迷ったあげく、俺は大人しく夏花にドナドナと連れて行かれるほうを選んだのであった。



　　　◆◇◆



　かくして、錬金術部の体験入部はあっという間に終わり……はからずも俺は、魔法医術部において、魔法薬の真髄を身を以もつて知ることになる。

　もちろん、人体実験のサンプルとしてだけどな。



    

  
    
      


第四章　なぜか二人きりの日曜日





　今週は、錬金術部、魔法医術部をはじめとして、夏なつ花かにいろいろな部活を引きずり回された。

　おかげで、なんだか異様に疲れる一週間だったが、ようやく明日は待望の日曜日。

　決まった日に休みがあるというシステムは実に素晴らしい。

　年中無休で、訓練と任務を繰り返すマクダフ機関も見習うべきだな。

　もっとも、ハンナが任務だといえば、その休日も無に帰すわけで……

　すべての家事を終えた土曜日の深夜、このまま何事もありませんようにと祈りながら、俺おれはベッドに腰をかけてキャストパズルに挑んでいた。五つのパーツを組んで円盤のような形にしたパズルだったが、正直、これが解けるとはとても思えない。もしかして製造ミスの不良品なのではと疑い出した頃ころ――

　俺の部屋の戸を誰だれかがコンコンとノックした。

「ハンナです。夜分遅くに申し訳ありませんが、いまよろしいですか？」

「これだよ……」

　祈りは通じなかったかと嘆きつつ、俺はキャストパズルをベッドに放り投げて、戸を開けてやった。

「んっ、なんで制服なんだ？」

　夕食のときは部屋着だったはずのハンナは、なぜか学園の制服姿だった。

「男の人に部屋に入るのに、だらしない格好をしていたら誤解をされますから」

「それでその格好かよ。逆に不自然だぞ」

「そんなことありません。どこに行っても恥ずかしくない、これが学生のフォーマルな服装なんです」

　きっぱりとハンナは言い切った。こういうところは委員長よりも真面目まじめなんだよな。

「それで何の用だ？」

「報告書の提出がまだのようですが」

　ハンナは手を差し出していった。

「えーと、なんの報告書だっけ？」

「バシリスクと遭遇したときの報告書です。まさか忘れていたのですか!?」

「いや、本当は心の隅に憶おぼえてはいたんだけど、夏花にいろいろ引き回されていたら、あっという間に一週間が経っていて……」

「夏なつ花かさんをいいわけに利用するなんて見苦しいですよ」

「うっ……！」

　胸を貫くようなハンナ得意の正論攻撃。

　いやはや、返す言葉もございません。

「そもそも報告書とは毎日提出するものなんです。それをあなたがちっとも提出しないから、私が二人分まとめて書いているんですよ」

「感謝してます、ホントに」

　なにもなかったのになんで報告書を出さねばならないのだという疑問もあるが、きちんと代行してくれているハンナにそんなことをいうほど馬ば鹿かではない。とりあえず平へい伏ふくの姿勢を示す。

「それなら、バシリスクの報告書だけはちゃんと出してください。本部からも、きちんと朝あさ倉くらさんに報告させるようにと指示されているんです」

「わかった、わかった」

　いままで適当に誤ご魔ま化かしてきたが、どうやらハンナも堪忍袋の緒が切れたらしい。

　報告書を仕上げるまで許してくれそうにないので、俺おれは机に向かって、引っ越ししてからずっと置きっぱなしのノートパソコンを開いた。マクダフ機関から、報告書やデータベースの利用に使うように支給されたものだ。

「えーと、パスワードは……」

　秘密保持のせいで、このパソコンは起動させるだけでも面倒くさい。暗記している八文字のアルファベットと数字の組み合わせを人差し指でポチポチと入力すると、ようやく画面にはどこかの草原の写真が表示された。

「さてと、報告書を書くやつはどれだっけ……」

「左上にある赤い色をしたアイコンですよ」

「あー、そうだった。これこれ」

　ぬるぬるとタッチパッドをいじって、カチカチとダブルクリック。

　おおっ、なんか前に見たことのある画面になったぞ。このあとは、確か左上の「ファイル」ってところを押すんだったっけ？

「焦じれったいですね。もっとテキパキできないんですか？」

　背後でじっと見つめていたハンナが不満げにいう。

「いいだろ、ゆっくりやらせてくれ」

「それは構いませんが、報告書が完成するまで、ここで監視させてもらいますので」

「ううーっ！」

　実にやりづらい。

　正直いうと、俺はパソコンというやつが苦手だった。いちいち「保存しますか」とか「消去していいですか」とか「同意しますか」とか聞いてくるところがすごくウザイ。こっちだってよくわからないでやっているんだから、そっちで判断しろよといいたくなる。

　おまえ機械だろ？

　俺おれより頭いいんだろ？

「ほら、書式フォルダから報告書を開いて――って、それは日報用のファイルです。重要案件報告書はこっちのファイルですよ」

「あーっ、うるせー！　だったら、おまえがやれっ！」

「……そうですね。では、あなたがいったことをそのまま入力しますので、報告内容を口頭で教えてもらえますか」

「えっ、それでいいの？」

「そちらのほうが速そうですから」

　パソコンをいじること自体がストレスな俺にとって、これはラッキー。

　喜々として、ハンナと席を替わる。

「じゃあ、とりあえず私にわかる部分だけは入力してしまいますね」

　席に着いた途端、ハンナは目にも止まらぬ素早さで報告書の入力を始めた。

　カタカタカタッと手元も見ないでタイピングをして、俺が三十分ぐらいかかりそうな作業を、ほんの数分で終わらせてしまった。

「すげぇ、敏腕秘書みたい。肩でもお揉もみしましょうか？」

　俺が手をワキワキさせていると、ハンナはきつい目でにらんできた。

「いや、冗談だってば、冗談」

「……これで必要事項はだいたい書き上がりましたので、あとはバシリスクとの遭遇について、魔女狩りウイツチハンターとしての立場からコメントしてください。こればかりは魔女の私にはできませんので」

　なんだかトゲのある言葉だったが相手は敏腕秘書様だ。このぐらいは我慢しよう。

「えーと、それはゲヘナから召喚された生物で、魔力構造の安定度合いは――」

　俺は心眼サードアイで確認したバシリスクの魔力の特徴などを告げる。

　それをハンナは、俺が喋しやべるとのほぼ同じ速度でタイピングしていく。こりゃあ、本当に楽だな。

　報告書作成は順調そのもので、いよいよバシリスクを撃退したときの内容になる。

「そこで俺はゲヘナの鍵かぎを交換するために、ハンナとキスをして――」

　そう告げた途端、ハンナはガチャチャッとキーボードを激しく両手で叩たたいた。

「すごい荒技だな。それでちゃんと文字が打てているのか？」

　見たところ『ハンナとキス』の続きには、意味不明の文字が並んでいるようだが。

「そ、そんなことまで報告するんですか!?」

「そんなことって……キスのことか？」

「それ以外、なんだっていうんですか」

　ハンナは真まっ赤かになって、意味不明の文字列と、ついでに『ハンナとキス』の部分までカチカチと消去していった。

「けど、大事なところだから、報告しないわけにはいかないんじゃないのか？」

　そうでなければ、どうやってバシリスクを撃退したのか説明がつかない。

「で、ですが……！」

「ハンナも報告したんだろ？」

「…………ません」

　ぼそぼそっと聞き取れないぐらい小さな声でハンナが呟つぶやいた。

「なんだって？」

「……報告してません」

「どうして？」

「そ、そんなの恥ずかしいからに決まっているじゃないですか！」

　またハンナはキーボードを手でバンバンと叩たたいた。

　なにか変なキーを押したのか、画面がガチャガチャと切り替わった。

　おいおい、せっかく書いた報告書を消さないでくれよ。

「意外だな、ハンナが報告書に嘘うそを書くなんて」

　なんでも杓しやく子し定じよう規ぎにマクダフ機関の指示に従う、真面目まじめな公認魔女ハウンドウイツチかと思っていたが。

「私だって、恥ずかしいと思うときだってあります……女なんですから」

　両手の拳こぶしを膝ひざに当てて、ハンナは絞り出すように呟いた。顔をうつむかせ、肩を震わせるその姿は、思わず胸が締め付けられるほど弱々しく見える。

「ごめん……無神経だった」

　女子にとってファーストキスがどれだけ大事なものか。

　無粋な人生を歩んできた俺おれにはよくわからないが、ハンナにとって仕事よりも大事なものだったというのだろう。

　それなのに、茶化すようなことをいって……しかも、俺はその当事者だというのに。

「いいえ、私のほうが悪いんです。公認魔女として失格でした」

「ハンナが報告したくないっていうんなら、俺だって報告書には書かないよ。適当に誤ご魔ま化かすさ」

「でも……」

「安心しろって、報告を誤魔化すのは得意だから」

　そういって俺がハンナに笑いかけると、つられたのかハンナもクスッと笑顔を浮かべてくれた。

「噂うわさ通りの不良魔女狩りウイツチハンターですね」

「はははっ、どんな噂かは聞かないほうがよさそうだな」

　マクダフ機関は公認魔女ハウンドウイツチを組織に縛り付ける抑止力として、魔女狩りウイツチハンターの恐ろしさを過大にアピールする傾向がある。ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターとして、俺おれの悪名が一人歩きしているのもそのせいだった。

「でも、噂と違うところも一杯ある」

「へえ、どんなところ？」

　ハンナはクルッと椅い子すを回転させて立ち上がった。

　柔らかな金髪がふわりとたなびいて、髪を洗ったばかりらしくシャンプーの匂いが俺の鼻をくすぐる。

　いきなり立ち上がられたので、俺とハンナの顔はキスをしたときの次ぐらいに接近している。

「思っていたよりも、ずっと優しい……かも」

　ハンナは顔をうつむかせながら、それでいて視線は上目遣いに俺のほうを見つめながら答えた。

「そりゃあ、どうも……」

　なんだろう。

　俺、ちょっと感激しているかも。

　魔女狩りウイツチハンターと知っている相手に、こんなこといわれたのは初めての経験だ。

　素直に嬉うれしい。

　そんな感謝の気持ちのせいか、そういってくれたハンナのことがすごく可愛かわいく見えた。

「あの……ちょっと……」

　ハンナがモジモジと顔を赤らめている。

　なぜなら、俺が自分でも気づかないうちにハンナの両手を握りしめていたからだ。感動のあまり、身体からだが勝手に動いてしまったらしい。

「うわわっ、ごめん」

「いえ、別に……それほど嫌では……」

「えっ……？」

　なんか俺の中でどんどんハンナが可愛く見えてきて、やばいと思った瞬間――



「きみきみっ、開けていい!?」



　乱暴に戸をノックする音。

　誰だれかなんて考えるまでもない。夏なつ花かである。

「ど、どうしましょう!?」

　ハンナは青ざめた顔でオロオロしている。

　こんな夜更けに、俺おれの部屋で二人きりでいたことを知られたら、いったいどんな誤解を招くことやら。

「とりあえず、ハンナはどっかに隠れたほうがお互いのためだな」

「そ、そうですね！」

　俺の提案にハンナも素直に同意。

　そりゃあ、ハンナだって俺と妙な関係があるなんて誤解はごめんだろう。

「じゃあ、俺が夏なつ花かの相手をしている間に、どこかに隠れてくれ。なるべくなら、すぐに追い返すつもりだけど」

「でも、隠れるといっても……」

　いくら豪華な寮といっても、生徒の個室はそれほど広くはない。隠れられる場所もあまりなさそうだが――

「いないのー、開けるわよー!?」

　夏花のほうは待ってくれない。

　しびれを切らしたのかノブがガチャリと回り、ドアが少し開きかけた。

「ちょっと待てっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはドアに飛びかかるように駆け寄ると、それ以上は開かないように押さえる。

「なんだ、いたんじゃない。なんですぐに出てこないのよ？」

　ドアの隙すき間まから顔をのぞかせている夏なつ花か。

　その視界を妨げようと、俺はその顔にぐいっと身体からだを近づける。

「ど、どうした、こんな夜に」

「部活のことで相談したいことがあるの。入れてくれる？」

「ろ、廊下じゃあ駄目なのか。部屋は散らかってて」

「いいわよ、そんなの気にしないで」

　夏花は少し力を入れてドアを開こうとする。

「いやいや、それがすごい散らかってるんだって。もう、パンツとかあっちこっちに脱ぎっぱなし！」

「なっ、だらしないわねぇ。じゃあ、ここでいいわよ」

　パンツという言葉が効いたのか、夏花はようやく諦あきらめてくれた。

　同時に俺のイメージがワンランクダウンしてしまったが、それはしかたあるまい。ハンナがいるところを見られるよりマシだ。

　いつまでもドアを挟んで話をするのも不自然なので、俺は部屋を出て、その場で夏花と立ち話をする。ここに立っていれば、部屋の中の様子は見えないだろう。

「それで、どんな相談なんだ？」

「今週はずっと他ほかの部活に体験入部して回ったけど――なんの成果もなかったわね」

「んー、それについては否定はしない」

　この一週間、俺なりに真剣にやってきたつもりだったが、夏花のいうとおりまったく魔法に関する進歩は得られなかった。

　しかしながら、数百年かかって、魔法研究家たちが導き出した結論――



　男に魔法は使えない。



　それを一週間で覆すというのも土台無理な話ではある。

「さすがに、すぐに成果が出るもんじゃないだろう」

　とはいいながら、俺もなにか糸口だけでもつかめるのではと少しは期待していたんだけどな。

「うん、ただね……協力してくれた子たちには悪いけど、やっぱり相手が男だからって真剣に考えてくれていない気がするのよ」

「まあ、そうかもしれないなぁ」

　魔法は魔女だけの特権と考える者もいるし、望んでもいないのに授けられたやっかいな力と思っている者も多い。

　どちらにせよ、喜んで男子に魔法を教えようする魔女はいない。そんな変わり者は夏なつ花かぐらいなものだ。

　珍しい男子がやってきたということで歓迎してくれた部活もあるが、実際、本気で俺おれが魔法を使えるようになると思っていた女子がいるかといえば――たぶん、いない。

　夏花もそれを感じ取っていたのだろう。

「つばきの錬金術部とか参考になるところもあったけど、長年の常識を覆すには当たり前のことをしていてはいけないと思うのよ」

　うっ、なんか話が嫌な流れになってきたような……

「そこで、この一週間の教訓を活かして完成したのが『続・男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』というわけ。来週からは、やっぱり二人で独自の訓練を再開します」

　そういって夏花がぎゅむっと押しつけてきたのは、いつもの分厚いファイルであった。

「はぁっ、またこれか……」

「なによぉ、一生懸命書いたのに！」

「いや、その努力は認めるけどね」

　ぎっしりと魔法の訓練過程が記された、あいかわらずの労作。

　報告書一枚すら提出しない俺としては、夏花のこのバイタリティには頭が下がる。

「どれどれ……」

　パラパラとめくると、なるほどいろいろな部活で仕入れた魔力を高める練習方法が取り入れられていて、よくまとまっている。

　これまでの無茶な特訓カリキュラムに比べれば、だいぶマシな感じ。あまり人の意見を聞かない夏花にしては上出来である。

「うん、これはよくできてるんじゃないか？」

　俺が素直に感心していると、夏花は嬉うれしそうに目を大きく見開いて顔を近づけた。

「でしょでしょ、この『続・男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』はホントにホントの自信作なのよ」

「……それにしても、長いタイトルだな」

「そうねぇ、じゃあ『続・どすこい』って呼ぶことにしようか」

「なんでそこで『どすこい』を残すんだよ。意味わかんねぇだろ？」

「そりゃあ、何事も気合いが大事だからよ、気合が！」

　フンフンと俺の腹に突っ張りを入れる夏花。

「痛い、痛い……だから横腹はやめろって！」

　さらには相撲取りが押し出しをするように、頭をぐいっと俺の胸に押しつけてきた。

「あのなぁ、人を突っ張り棒代わりにしないでもらいたいんだが」

「……ふん、そっちだってキスしたくせに」

　突然、夏なつ花かは俺おれの胸元で顔を伏せたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

　俺にとっては爆弾発言。

　一気に鼓動が高鳴る。

　やばい、夏花に心臓の音を聞かれていないだろうか？

「来週から、また特訓だよ」

「ああ……」

　俺が一週間延ばし延ばしにしてきた、そのクリティカルな問題を、なぜこのタイミングで夏花が口にしたのかわからずに、俺はかすれた声で短い相づちを打つのが精一杯だった。

「また二人でだよ」

「ああ……」

「なんで、あのときキスしたのか……答えてもらうから」

「ああ……って、ええ～っ？」

　俺が思わず身を引くと、夏花は上目遣いでこちらを見つめていた。

「いいよ、すぐでなくても来週で。二人きりの時間はたくさんあるんだから……」

　うわっ、なんでだろう。

　すごいピンチだっていうのに、この動どう悸きの高鳴りは別の理由からのような。

　夏花のほうも、キスしたことを追及するというよりは、もっと違った――俺がいままで見たことのない顔をしていて……

　湯上がりのように頬ほおを染めた夏花の顔は、俺のことを英雄と勘違いしていた幼い頃ころの姿を思い出させる。

　えっ、それってつまり、どういうことだ？

　そんな俺の内心の問いに答えるように聞こえてきた声。



「私……きみのこと好きになっちゃったみたい」



「えええ～っ!?」

　俺は悲鳴に近い声をあげて、夏花の顔を見たが、なぜかそっちも驚いた顔をしている。

　あれ、いまのは夏花がいったんじゃないかったのか？

　そういえば、少し声が違っていたような。

「いまの声はなんなの!?」

　我に返った夏花は、ぐいぐいと詰め寄ってくる。

　じゃあいまのは、まさか部屋に隠れているハンナがいったのか？

「し、知らん、知らん！　テレビの音じゃないのか？」

　俺おれは混乱しながらも、なんとか誤ご魔ま化かそうとする。

「きみの部屋にテレビなんてないじゃない」

「そ、そうだったっけ？」

　やばい、追い詰められて上う手まいいいわけが思いつかない。

「中に誰だれかいるの!?」

「いない、いない！」

「だったら、見せなさい！」

　いきなり夏なつ花かが飛びかかってきて、強引に俺の部屋へ押し入ってきた。

「やばっ……！」

　さすがに年貢の納め時かと諦あきらめたが――

「あれっ、誰もいないじゃない」

　俺より先に立ち上がった夏花は、拍子抜けしたような顔で部屋を見回している。

「あっ、ホントだ……って、そうじゃない。だから、誰もいないっていったろうが」

　確かに部屋には、さっきの声の主も、ハンナの姿もなかった。

　助かったことには助かったが、それはそれで不思議である。あの声はいったいなんだったのか……？

　そう思っていると、ゴトリとなにかが動いた音がした。

　ドアのすぐ脇にあるクローゼットからだ。

　制服をしまったらもう一杯になってしまうような狭いスペースのクローゼットだったが、まさかあの中にハンナが隠れているのか？

「なに、いまの音？」

　夏花のほうも耳ざとくその音をキャッチしたらしい。

　俺に抵抗する暇も与えず、今度はクローゼットの戸を開いた。

　その途端、色とりどりのノートぐらいの大きさの箱が、クローゼットの中からガラガラと雪崩なだれのごとく大量に崩れ落ちてくる。

　いったいこれだけものが、あの狭いクローゼットのどこに入っていたのだろうか？

　だいたい、俺が入れたのは、制服と私服の上着二枚だけのはず。

　俺は思わず中をのぞき込む。

「ええっ、ここってこんなに広かったのかよ？」

　なんといままで狭いと思っていたクローゼットだが、いま見ると人が中に入れるぐらいの広さがあった。どうやら偽物の板壁を立てて、その奥の空間を隠していたらしい。

　そして、この大量の箱は隠された奥の空間にしまわれていたものが、なにかのはずみで崩れて出てきたものであった。

「ねえ、これってきみのなの？」

　クローゼットの奥にあった隠し空間に驚いていた俺おれに、夏なつ花かが問いかけてきた。

「んっ、どれが？」

　振り向くとそこには裸の女の子が！

　いや、正確には女の子の裸のイラストがあった。

「うわっ!?」

　夏花が両手に持った箱。そこには可愛かわいらしい女の子が、非常にヤバイ格好で、ヤバイことをしているイラストが一杯。

　俺もよく知らないが、もしかするとこれって十八歳以上にならないとやってはいけない、大人のエロいゲームってやつなのでは？

　すると、またもやどこかから女の声が聞こえてきた。



「ねえ、お願い。もう我慢できないよ～！」



　その意味深な言葉に、俺と夏花はピシッと一瞬硬直してしまったが、二人揃そろって声のしたほうを振り返った。

　そこにあったのはノートパソコン。

　画面では夏花が持っていたような女の子のイラストが画面一杯に表示されていて、こちらになにかを求めるような視線を送っている。

　ちなみに、その女の子はなぜかなにも服を着ていなかった。

　全裸で求めることなんて限られているよな。

　どうやらさっきハンナがパソコンをバンバン叩たたいたときに、なにやら妙なソフトが起動してしまったらしいが――俺にはまったく心当たりのないものだった。

「これは、その……」

　俺がなんとか弁解しようと口を開いた途端、夏花はバタンと乱暴にノートパソコンの蓋ふたを閉じた。

「………………」

　二人の間に、重い沈黙の時間が過ぎていく。

　俺にもさっぱりわからないこの状況を、夏花にどのように話したらいいのやら。

　誰だれか俺の代わりに説明してくれないか。

　そんなことを天に祈ったとき、なにを勘違いしたのか神様は別の人員を派遣してきた。

「あははー、こりゃあマニアックなコレクションだなー」

「うわっ、エロっ!?　これってアレげな人がやる、美少女ゲームってやつだよね。私、初めて見た」

「おおう、男のドロドロした欲望と渇望が結晶化したような代しろ物ものだな。降霊術に携わるものとしては興味深い資料だ」

　いつの間にやってきたのか、柚ゆ月づきを先頭に、綾あや音ねと刻とき代よが廊下にまで流れ出したゲームの箱を手にとって、思い思いの感想を述べている。

「ば、馬ば鹿か……それはっ！」

　こうなってはいつまでも放心しているわけにはいかない。

　これ以上、誤解が広まる前になんとかしなければ！

「ごめんね、散らかしちゃって」

　そんな焦る俺おれに、夏なつ花かは能面のように無表情な顔で、両手に持ったゲームの箱を返してきた。

「いや、違う……俺のじゃないから」

　俺の弁解も耳に届いていない様子で、夏花はフラフラと柚月たちのほうに歩み寄る。

「みんなも、これは優ゆう人との大切なものなんだから返してあげてね」

　そういって、三人からひとつひとつゲームの箱を取り上げると、廊下に散らばっている箱と一緒に部屋の中へとゴソゴソと押し戻して、そのままドアを閉めてしまった。

「だから……その……」

　俺は閉ざされたドアに手を伸ばし、部屋で一人、たくさんの美少女ゲームに囲まれながら立ち尽くす。

　いまの俺に、そのドアを開ける勇気はなかった。

　だったら、あのバシリスクに立ち向かうほうがまだマシであろう。



　　　◆◇◆



「あの～、みんな出て行きました？」

　机の下からハンナが顔を出した。

　なんだ、そんなところに隠れていたのか。

「ああ、出て行ったよ。たぶん、二度と俺の部屋には近づかないだろうな……はははっ」

　俺はハンナに力なく笑う。

「それはよかった――って、なんですか。これは!?」

「もう説明する気力もない」

　俺が無視していると、ハンナは箱をひとつひとつ手に取っては「うわっ、なんて格好！」とか「ええっ、こんなことを？」とかいっている。

　なんだこいつは、こういうゲームに興味があるのか？



「ほれ、この『うっちゃれ！　あさよさん』はなかなか名作だぞ。主人公は相撲部屋の親方で、女力士たちを鍛えていくストーリーなのだ」

「女力士という存在に、まったく説明のないところが潔いですね……」

「『明あ日す・憂ゆう・命ライフ』も『雀ジヤンカード・エース』もなかなかおすすめだ」

「なんだかタイトルが凝こりすぎて、さっぱり意味不明なところが退廃的です」

「まだまだあるぞ～、これらのゲームは人間研究の宝箱だ」



「……って、おいこら、なにを自然に会話をしている」

　俺おれはハンナに楽しげにゲームの紹介をしているヤツの後頭部を、発動させたジギタリスの指でピーンとはじいてやった。

「うおっ、痛いっ！　激しく、後頭部が痛いぞ!?」

　頭を押さえて騒いでいるのは、誰だれであろうゲヘナの究極の門たるトースである。

　バシリスクと戦いの途中で、俺たちを見捨ててどこかに消えたと思っていたが……

「いつから、なんでこんなところにいる？」

「貴様がバシリスクを追い返した日から、ずっといたぞ」

「ずっといたのかよ！　声をかけろよ！」

「そもそも『エイボンの書』を探す手助けをしてくれといったのは、貴様であろうが」

　よほど痛かったのか、少し涙を浮かべながらトースは俺のことをにらみつけている。

「まあ、そんなことはどうでもいい。このゲームの山は、おまえのものなのか？」

「知らん、その小部屋に最初からあったぞ。暇つぶしに遊ばせてもらった」

「俺のパソコンにあんなゲームをいれたのは、おまえかぁ！」

　反射的に俺はトースに手を伸ばすが、するりとかわされた。

「貴様が留守の間に、サクサクとインストールさせてもらったぞ」

「おまえのせいで、また妙な誤解をされただろうが！」

「ふん、勝手にオープニングデモを起動させたのは、そっちのほうであろう。おかげで、驚いて積んであったゲームを崩してしまったではないか」

「もしかして、ずっとクローゼットの中に住んでいたのか？」

「うむ、説明書や設定資料を読むのに忙しくてな」

　俺は知らぬうちに、トースと丸一週間も同居していたのか……

「ていうか、どうして俺のパソコンのパスワードを知ってるんだ!?」

　あのパソコンにはマクダフ機関の機密データも入っているのだ。正体不明のトースに見られたとあっては、いろいろと問題がある。

「ワシは究極の門だぞ。あんな薄っぺらい記号の門など、簡単に抜けられる」

「生意気な……」

　持ち主ですら使いこなしていないパソコンだというのに。

「おかげでいろいろこの世界のことを学ばせてもらった。ふふん、貴様のいっていた、日曜日についても正しく理解したぞ」

　トースはにんまりと目を細めてすうっと飛んでくると、俺おれの鼻を指でつついた。

「な、なんだよ……」

　どうもその意味深な笑顔が気になる。

「日曜日というのは、男女が一緒にデートという行為をするための日であろう」

「いや、そうとは限らないんだが」

「照れるな、照れるな。これらのゲームを遊んだワシには、日曜日はラブラブイベントの日だということはお見通しだ。貴様もこの小娘とデートをしていたのだろう？」

　トースはハンナを横目で見ながらススッと寄り添って、俺の鼻に肘ひじ打うちをする。

「あれがデートに見えるようなら、おまえの勉強もまだまだのようだな」

　なんだかやけに楽しそうなので、いい気になっているトースにちょっとばかり嫌味をいってやる。

「わかってないのぉ。この小娘は専門用語でいうところの、ツンデレというやつなのだ。嫌い嫌いといいながらも、その内心では――」



　ぱむっ！



　偉そうな顔で講釈するトースを、いきなりハンナが両手で叩たたきつぶした。

　不意を打たれたせいか、トースはいつものようにすり抜けることなく、ペッタンコに潰つぶされてヒラヒラと床に落下する。

　大人しい顔をしているくせに、案外と容赦ないな。ハンナのやつ。

「あっ、悪魔の甘かん言げんに騙だまされてはなりませんよっ！」

「さっきまで喜々として、そこらの悪魔のゲームについて話をしていたのはどちらさんでしたでしょうか？」

「そっ、それはいきなりこんないやらしいものがたくさんあったせいで、混乱していただけです！」

　それでいいわけをしているつもりかとツッコミたくなったが、ここでハンナをいじめてもしかたあるまい。

「それにしても、このゲームの山はいったい誰だれのなんだ……？」

「あなたのではないんですか？」

「あったり前だ！」

「そうですよね、パソコンは苦手のようでしたし」

　よかった……パソコンが苦手で本当によかった。

　俺おれがホッと胸をなで下ろしていると、いつの間にか二次元から三次元の世界に戻っていたトースが、床に寝転びながら答えた。

「ここのゲームならば、いつも貴様がいないときに、小さな小娘が持ってきていたぞ」

「小さな小娘？」

　いったいどれだけ小さいというんだ。

「小さい割には、なかなかの魔力の持ち主のようであったがな」

　そんなに小さくて、トースが認めるほどの魔力の持ち主といえば。

「それって……もしかして？」

　俺とハンナは顔を見合わせる。

「やあやあ、バレちゃったかな。ごめん、ごめん！」

　そこへ、バイーンと部屋のドアを乱暴に開けて、ちさ先生がズカズカと入ってきた。

「私の部屋に置き場所がなくてね、ずっと空き部屋だったここにコレクションを隠させてもらっていたというわけなのよ」

　一方的にいいわけをしていたちさ先生だったが、「あれっ？」と俺たちの顔を見つめる。

　俺たち――

　俺とハンナ。

　男と女。

「あららっ、そういうわけなの。かなり意外だけど、なるほどねぇ……」

　ちさ先生は口に手を当てて、「むひひっ」と含み笑いを浮かべる。

「あっ、あのっ、ちさ先生が思っているようなことじゃあ――！」

「私が思っていることって、なんのことだぶー？」

　慌てて取り繕おうとするハンナに、ちさ先生は意地悪そうに眉まゆをあげる。

「それは、その……」

　ハンナはまわりに散乱している美少女ゲームのパッケージをチラチラと見ながら、口ごもってしまう。そりゃあ、こんなものに囲まれていたら意識しちゃうよな。

「まあ、いいや。おかげで謝る手間が省けちゃった」

　そんなハンナに、ちさ先生はにんまりと笑う。

「どういうことでしょうか？」

　その笑みに嫌な予感がしたので、思わず俺は口を挟んだ。

「お互いこのことは秘密ということで。ギブアンドテイク、オッケー？」

「いや、よくわからないんですけど？」

「朝あさ倉くらくんとハンナさんのことは内緒にしてあげる。その代わり、ゲームのこともみんなに内緒――というか、ここのクローゼットを貸してちょうだいな。どうせそんなに衣装持ちじゃないんでしょ」

「えっ、えーと……あれっ？」

　この取引、俺おれにとってはお得なのか？

　美少女ゲームの持ち主であるという濡ぬれ衣ぎぬは、着せられたままってことか？

　ただ、ハンナが俺のシャツの裾すそをつまんで、困り顔で上目遣いにコクコクとうなずいている。ちさ先生に同意しろという合図らしい。

　なんだかハンナが泣きそうな顔をしているので、しかたなく俺もこの取引に応じることにした。

「じゃあ、交渉成立ね！」

「……ホントにこれでいいのかぁ？」

　一抹の不安を感じるが、そんな俺の耳元でちさ先生がヒソヒソと囁ささやいた。

「本当は十八歳までおあずけのゲームだけど、こっそりとなら遊んでもいいよ。先生が許します」

　いままで微妙だった損得勘定の天てん秤びんが、ぐらりと傾いたが――俺はすかさず、ちさ先生にツッコミを入れておいた。

「いや、ちっとも嬉うれしくないからっ！」

　さすがにハンナが見ている手前、ここはそういうことにしておこう。



    

  
    
      


第五章　魔女からの鉄てつ槌つい





　翌日の日曜日。

　昼間から俺は部屋にこもりきりで、パソコンの前に座っている。

　いや、さっそく美少女ゲームに熱中しているというわけではない。

　ハンナから『エイボンの書』の捜索は一人でやるから、今日は部屋を出ずに絶対に報告書を仕上げろと厳命を受けていたのだ。

　しかし、苦手なパソコンで、苦手な書類仕事をポチポチとしているぐらいならば、外を歩き回っているほうがよっぽど気が楽である。

　それに……

「うお～っ、集中できね～っ！」

　机に向かってちょうど一時間ほど経過したところで、俺は雄叫おたけびをあげた。

　いろいろ気になることがあって、正直、いまの俺は報告書どころではなかった。

　ええい、たくさんありすぎるから箇条書きにしてやろうか！



『夏なつ花かとのキスの件に決着がついていない』

『朝、みんなは美少女ゲームのことには触れず、ただ生暖かい目で見るだけだった』

『そんなみんなは俺おれを避けるようにして、揃そろって出かけていった』

『このパソコンの中には十八歳未満お断りのゲームがたくさん入っているらしい』



　一応、気になる順にしたつもりだが、俺の精神状態によって順位はグルグルと変動している。

　ちなみに、さきほどこっそりとどうやったらそのゲームを起動できるのか試したのは、俺だけの秘密である。

　不思議なことに、報告書を書くソフトみたいに画面にアイコンが出ていない。

　これでどうやって動かすというのか？

　おそらく俺にはわからない裏技があるのだろう。

　左下にある［スタート］というボタンが怪しいが、変なことをしたら壊れそうなので知らないボタンは押したくなかった。

　……と、こんな状況下で報告書など書いていられるだろうか？



　否である！



　とりあえず俺は、この恐ろしい誘惑を発する呪のろわれたパソコンから逃れるために、ベッドの上に横になった。

「はあ～、気持ちいい～っ！」

　やっぱり昼間っから、ゴロゴロするって最高だな。

　この事実を発見した人間は、きっとノーベル賞をもらったことだろう。

　いろいろ気にはなる態度ではあったけど、うるさい女子たちもいないことだし、少しばかりのんびりとさせてもらっても罰ばちは当たるまい。

　なぁに、報告書なんて俺が本気になれば、すぐにできるさ。

「おい、パソコンを使わぬなら、ワシが借りてもいいか？」

　寝転がっている俺の真上に、トースがふよふよと漂ってきた。

「おまえ、いたのかよ。ハンナがずっと探していたぞ？」

「そうか、気づかなかったな」

『エイボンの書』の捜索を手伝わせようとしていたのだが、そういう必要なときに限って姿を見せない。まったく気ままなやつである。

「それよりパソコンを使わせてくれ」

「ああ、どうぞ勝手にやってくれ」

　とはいえ、トースを捕らえる手段があるわけでもなし。

　このまま適当にトースの機嫌を取りながら俺おれの部屋に住まわせて、マクダフ機関からの指示を待つしかなかった。

「そうかそうか」

　俺が許可すると、トースは嬉うれしそうにノートパソコンに飛びついて「うおりゃあ」と重量挙げのように蓋ふたを開いた。

「さて、今日はどれを攻略するかな？」

　タップダンスを踊るように足でキーボードを叩たたいている。そんなアスレチック並みの運動量だというのに、俺よりテキパキ操作しているのを見ていると、なんかへこむな。

「そんなゲーム、面白いのか？　たぶんだけど……おまえって女なんだろ」

　それをいうのなら、このゲームの真の所有者であるちさ先生も女であるが。

「人間という生き物の抑圧された欲望と本能が凝縮しておって、なかなかに業が深いものだぞ」

「わけがわからん」

　つまりそれは面白いということなのだろうか？

　器用にパソコンを操作するトースの様子を眺めていると、やがて画面にゲームメーカーのロゴらしきものが浮かび上がり、そして『十八歳未満お断り』という健全な青少年ならば思わずドキリとしてしまう忠告文が――

「えーと……」

　俺はさりげなく枕まくら元もとにあるキャストパズルを手に取る演技をしながら、身体からだを起こして、もうちょっと画面が見やすい位置に移動。

　いままで俺が報告書を書いていた面白くもなんともない仏頂面のパソコンが、あっという間にイメージチェンジ。画面の中では、水着ともレオタードともつかない露出度高めの衣装に身を包み、カードを駆使して戦う少女のアニメーションが展開されていた。

　普通のアニメと違うのは、戦うにつれてただでさえ薄着の少女たちの衣服がどんどん脱げていくところである。

　やがて、全身のたった三ヶ所を手のひらほどの小さな布で隠した長い黒髪の少女と、なにやら禍まが々まがしいマントに身を包みながら、その下はほとんどヌードという背徳的なツインテールの幼女が、ビカビカ光る稲いな妻ずまの下で対たい峙じしたところで、妙にポップなロゴタイトルがドーン！



『雀ジヤンカード・エース』



　そういや、そんなゲームをトースがハンナにすすめていたっけ。

「くはーっ、やっぱり雀ジヤンカードのオープニングデモは何度見てもテンション上がるのぉ～っ！」

　キーボードの上に立って画面を真剣に見入っていたトースは、ぶんぶんと腕を振りながら感激している。

　うーん、ゲヘナの究極の門も、なにやら妙なものに毒されつつあるようだ……

　といいつつ、俺おれのほうも、もはや昼間の惰眠どころではなく、完全に観戦モードでトースの背後に立って画面に見入っているんだけどな。

　トースが器用につま先でタッチパッドをぬるぬるいじって、［つづきから］のボタンにポインターを移動させているとき、ガチャリと部屋のドアが開く音がした。

「むっ、この気配は……」

　なにかトースがいっている途中で、俺は構わずにノートパソコンの蓋ふたを勢いよく閉じる。

「ふぎゃっ！」

　蓋に潰つぶされたトースの悲鳴が聞こえた気もするが、ここは無視を決め込み、開いたドアのほうを振り返る。

「朝あさ倉くら、ここにいたか」

　夏なつ花かかハンナだと思っていたが、意外なことにそこにいたのは柚ゆ月づきであった。

　初対面の印象が最悪だったせいか、どちらかというと寮の女子の中では、俺のことを嫌っているというか、馬ば鹿かにしているというか……そんな感じだったのだが。

　柚月のほうから、俺の部屋にやってくるとは、いったいどういった風の吹き回しだろう。

「あれっ……おまえ、バンダナは!?」

　柚月の頭にいつもの赤いバンダナが巻かれていないのに気づき、俺は身構えた。

　また、この前のように不幸をまき散らされたら堪らない。

「今日は何度も計算して導き出した、最高の星の位置だから護符タリスマンも無用なのさ」

「へえ、そりゃあよかったな」

　その星の位置とやらのせいだろうか。どうも今日の柚月から漂う雰囲気には違和感があった。

「半面、あんたの星の位置は最悪。この寮にいる限り、命の保証はしないよ」

「おいおい……」

　冗談にしても物騒な。

「この一週間、あんたの運勢は最悪だったはず」

「それは、確かにそうだな」

　いくら慣れない寮暮らしとはいえ、いろいろトラブルが続きすぎだ。

　そもそも初日から考えられない当番決めの連戦連敗。

　魔法薬は飲んでしまうし、ちさ先生には尻しりを叩たたかれた。

　風ふ呂ろののぞき騒動があったかと思えば、美少女ゲームのことではみんなに誤解される。

　なにより、バシリスクとの命がけの遭遇戦。

　夏なつ花かに引っ張り回されて忙しかったから気づかなかったが、よくよく考えるとひどい一週間だったな。これが本当に星の位置のせいだというのなら、俺おれも占星術を信じたくなるってものだ。

「すぐに嫌になって、セイラムを逃げ出すかと思ったけどね」

「まあ、俺もよく我慢できたと思うよ」

　魔女狩りウイツチハンターの任務をしているときとは、また違った意味で大変ではあったが、それでも過ぎ去ってみれば楽しい一週間だった気もする。決まり切った訓練や、気の重い任務につくよりは、こうしたドタバタとした日常のほうが少しはマシといえよう。

「あれだけ騒動を起こしても、みんなはあんたのことを追い出してやろうともいわないし。やっぱり、魔女に取り入るのは得意なのかな？」

「以後、粗そ相そうのないように気をつけるよ」

　なんだろうか。今日の柚ゆ月づきは、やけにトゲトゲしい。

　俺は話題を切り替えようとする。

「柚月は、一緒に出かけなかったのか？」

「ちょっと大切な用事があってね……」

　柚月が俺を見つめる厳しい目つきからして、その用事とやらに俺が関係しているのは間違いないようだ。

　なにか嫌な予感がした、そのとき――

「ぶはっ、なにをするか～っ！」

　バカンとノートパソコンの蓋ふたが開いて、トースが顔を出した。

「わっ、馬ば鹿か！」

　こんなものを部屋に飼っていることを知られたら、余計に心証が悪くなるだろう。

「この無礼者がぁ、ワシをなんだと思っている！」

「柚月、これはその……！」

　俺はワタワタと弁解しようとしたが、思ったより柚月のほうは驚いている様子がない。

　魔女にとってはこのぐらい驚くに値しないってことか――いや、トースのような召喚獣はかなり珍しいと思うのだが。

「それがトースか。思ったより小さいな」

「なんでこいつのことを知ってるんだ？」

　トースのことは、俺をのぞけば、あとは夏花とハンナしか知らないはず。

「おい、あの小娘から『エイボンの書』の気配がするぞ」

「なんだって？」

「『エイボンの書』探しを手伝ってやると、昨晩もいったろうが。別に貴様に会いに、ここへ来たわけではないぞ」

「えっ……じゃあ？」

「この家に『エイボンの書』の気配を感じたから来たまでだ――まあ、ゲームも楽しませてもらっていたがな」

「じゃあ、つまり……それって」

　俺おれは柚ゆ月づきのほうを見る。

「魔女狩りウイツチハンターなんかに『エイボンの書』は渡さないよ。あれは魔女のものだ」

　柚月が吐き捨てるようにいった。

「おい……いまなんていった？」

　いままですっかりリラックスしていた俺の警戒心が目覚めて、ピリリッと全身に電流を駆け巡らせる。

「魔女狩りウイツチハンターっていったんだよ……よくもセイラムに来られたものだよ。魔女の敵、最低の人間のくせにっ！」

　そうか、柚月から受けていた違和感の正体がわかった。

　いつもの笑い顔がなかったんだ。

　錬金術部で一瞬だけ見せた、あの表情。

　憎悪と嫌悪をむき出しにして、そのすべてをこちらに向けている。

　このセイラムに来てからはご無ぶ沙さ汰たであったが、俺にとっては馴な染じみのあるもの。

　それは、魔女が魔女狩りウイツチハンターに向ける、いつもの表情であった。

「柚月、どうしてそれを知っている？」

「そんなことどうでもいい。そっちが出て行かないというのなら、ボクが力尽くでこの寮から追い出してやる」

　俺は黙ったまま心眼サードアイに精神を集中させる。

　弱々しいが部屋全体に魔力の動きが感じられた。

　希薄すぎて魔法の性質までは読み取れないが、なんらかの力が部屋を包み込んでいる。どうやら、柚月に先手を打たれたらしい。

「くっ……！」

　同じ寮の仲間を相手に気が重いが、こちらも黙ってやられるわけにはいかない。

　なぜ俺の正体やトースのことを知っているのか。

　そして、本当に『エイボンの書』を持っているのか――その確認は必要だ。

　こうなれば不本意ではあるが、俺も魔女狩りウイツチハンターとして柚月に接するしかあるまい。

　俺は心のスイッチを切り替える。

「いいや、質問には答えてもらおう。なぜそれを知っている。自分で調べたのか。誰だれかに聞いたのか。誰かに喋しやべったか。仲間はいるのか。バックに組織があるのか。いま魔法を使っているのか」

　俺おれは早口というほどでもなく、それでいて口を挟む余地を与えない勢いで質問を続ける。

　これは魔女の精神を圧迫する、圧縮尋問法。

　もちろん、答えなどは期待していない。こうして立て続けに尋問を繰り返すことで、相手の精神集中を乱すことが狙ねらいの、魔女狩りウイツチハンターの初歩の技。場慣れしていない魔女ならば、こんな簡単なことでも魔法の構築を妨害することができる。

　案あんの定じよう、柚ゆ月づきはガンガンぶつけられる問いに、戸惑った顔をしている。

　こちらの思うつぼだ。

　俺は有無をいわせぬまま、今度は左手を見せつける。

「それで、これは知っているのか？」

　すでに手袋は外してある。

　手の甲に浮かび上がる黒い模様――魔女狩りウイツチハンターの魔具、ジギタリス。

　柚月の表情に動揺が浮かんだが、すぐに反抗的な目で俺をにらみつける。

「知っているさ、魔力を操るジギタリスだろっ！」

「正解だ」

　いくらマクダフ機関が違法魔女への抑止力として噂うわさを広めているとはいえ、普通の魔女が知るようなものではない。やはりバックに誰かがついていると考えるべきだろう。

「けれど、ボクには通じないよ」

「どういうことだ？」

「今日っ！　ここでっ！　おまえはボクに、絶対に勝てないっ！」

　柚月はまるで自分に言い聞かせるように、両手を広げ、大きな声で宣言した。

「だって、星の動きがそう決定しているんだからね！」

「得意の占星術か……」

「そうだよ、これがボクの魔法。ボクの命。それを奪おうとする魔女狩りウイツチハンターは許さない」

「俺はおまえから魔法を奪ったりしない」

「嘘うそつけ、魔法を狩るのが、魔女狩りウイツチハンターだろ！」

「俺が狩るのは、違法魔法だけだ」

「じゃあ、なんでここにいるんだよ。セイラムの誰かを狩ろうとしているんだろ！」

　柚月のその言葉には反論できなかった。

　このセイラムで、ワルプルギスの夜を為なそうとする魔女がいる。事と次第によっては、俺はその魔女を狩らねばならないだろう。

　言葉を詰まらせた俺を見て、柚月はニヤリと笑う。

「でもさ、そのジギタリスでも星の動きまでは操れないだろ」

「ああ、おまえのいうとおりだな」

　俺おれのジギタリスの効果範囲は手の届く範囲まで。空に浮かぶ星を操る力はない。

　けれど、柚ゆ月づきはひとつ重大な勘違いをしている。

「この前のボクのように、一歩でも動けばおまえに不幸が巻き起こるよ。それが嫌なら、セイラムから出て行け！」

「それはできないな」

　俺はそんな柚月の忠告を無視して、スタスタと歩み寄る。

「な、なにを……！」

　心眼サードアイに意識を集中させて、俺は柚月の身体からだにまとわりつく薄い煙のような魔力の構造を分析する。

　錬金術部では委員長の護符タリスマンのせいで邪魔をされたが、今度はその中心にあるクリティカルピースを見つけ出すことができた。

　俺はそれをジギタリスでつかむ。

「確かにジギタリスでは星を操れないが――星だって俺のことは操れない」

　そういって、一握りで潰つぶした。

　なにか脆もろいものが砕ける感触を手に感じると、いままで柚月を取り巻いていた魔力が霧散していく。

「なんでだよ？　なんで、なにも不幸が起きないんだ？」

　愕がく然ぜんとして目を見開く柚月の問いに、俺は答えてやる。



「やっぱりな……教えてやる、それは占星術なんてものじゃない」



　いまジギタリスで魔力に触れて、俺はそのことを確信した。

　あれは星から届いた魔力などではない。

　柚月の身体から迷い出てきてしまっただけの弱々しい魔力。

「何も知らない魔女狩りウイツチハンターが、馬ば鹿かなこというな！」

「ああ、俺はおまえの嫌いな魔女狩りウイツチハンターだ。けれど、なぜか占星術の対抗策は仕込まれていない。どうしてだかわかるか？」

「星の運命には、誰だれも抗あらがうことはできないからさ」

「俺のジギタリス――いや、あんなバンダナ一枚でどうにかできるものなのにか？」

「うっ……！」

　俺の指摘に、柚月は言葉を失った。

「それはな、占星術など研究するに値しないからだ。星が運命を左右する――未来を予見できるだって？　そんな便利な魔法ならば、マクダフ機関が真っ先に独占して研究することだろうさ」

　だからこそ、俺おれはずっと柚ゆ月づきの占星術に懐疑的だったんだ。

「そんなはずない。ボクはずっと占星術を信じて、星の動きに従って生きてきたんだ」

「その信じる心が、おまえを幸運にも不運にもしてきたんだよ。全部、おまえ自身が招いたことなんだ」

　俺の心眼サードアイが捕らえた、柚月にまとわりついていた魔力。

　それは明確な意志を持って構築された魔法ではなく、ぼんやりと方向性すら定まっていない力。

　それは柚月の意識によって左右される。

　もしも、柚月が無意識のうちにでも不幸の訪れを予感していたら、それを実現することだろう。もちろん、たいしたことはできない。偶然に起きる程度の小さな不幸。それを積み重ねるだけだ。

　ただ、そんなものでも連続して起きれば、当人にとっては深刻な問題だ。

「ボクのせいだって……？」

「星はなんの力も与えてくれない。おまえから溢あふれた魔力が、まわりを変えていたんだ」

　それ自体は、俺が錬金術部でやった護符タリスマン造りと同じことである。柚月の場合は、占星術の研究が彼女の魔力を引き出すきっかけとなったのだ。

　最初は偶然からだったのだろう。

　先天的に魔女の素養のあった柚月は、雑誌かテレビの占いを信じ込み、無意識のうちに魔力でその結果を実現してしまう。

　そんなことが続けば、やがて柚月も占星術の研究に没頭する。

　独自に魔法の練習をしているようなものだ。占星術への心酔は、知らず知らずのうちに柚月の魔力を強めてしまった。やがて、魔力が引き起こす幸運も不幸もエスカレートして、それに従わねば自身に危険が及ぶほどになる。

　自分で自分の運命を決定して、それに縛られていたというわけだ。

　種明かしをしてみれば、こんなものである。

「俺のジギタリスが、おまえを縛っていた魔力を破壊した。時間が経てば元に戻るだろうけど、いまはどんな不幸も起こすことはできないよ――俺にも、柚月にも」

「ボクにも……？」

「そうだ、もう気づけよ。星なんかに縛られるな。運勢なんか、自分の力でどうにでもできるんだ」

　左手に手袋を戻しながら、俺は柚月を説き伏せる。

　占い結果を現実のものにしてしまう魔力が備わっていたこと――それこそが柚月にとっての、最大の不幸といえるのかもしれない。

　だが、それに気づいてしまえば、もう占星術に縛られることもないだろう。

「これから、ゆっくり魔力を制せい御ぎよする方法を勉強すればいいさ」

　そう語る俺おれに対して、柚ゆ月づきは怒りを露あらわに叫んだ。

「魔女狩りウイツチハンターのくせに、なにをいっている！　自分の力でどうにかなるだって？　この力のせいで、ボクはみんなと引き離されてこの街に連れてこられたというのにか!?」

「それは……」

「ボクにはなにもできなかった。逆らったけど無駄だった。お前らが、ボクのことをみんなから引き離したんだ！」

　俺は柚月の叫びに言葉を失う。

　そうだった――たとえ占星術の縛りから解放されても、もっと大きな檻おりが柚月を取り囲んでいるのだった。このセイラムという檻は、たとえ俺のジギタリスでも壊せない。

「どうせならもっと強い魔法が欲しかったよ。嫌なことも、こんな街も、なにもかも壊してしまえるような、そんな強い魔法がっ！」

「なっ……!?」

　柚月の身体からだを中心に、奇妙な記号と円形の図が浮かび上がる。

　一瞬、魔法陣かと思ったが、それは違った。

　あれは占星術で使われるホロスコープ。星の配置を知るための図。

　さきほどの薄い煙のような魔力とはまったく違う。

　まだ魔法として構築される前の魔力が渦を巻いているだけだというのに、部屋全体が地震のようにビリビリ震えている。それは俺とゲヘナの鍵かぎを交わせた夏なつ花かにも匹敵するほどの、とてつもなく強大な魔力であった。

「馬ば鹿か者もの、なにを馴なれ合あっておる。そやつは『エイボンの書』の所持者だぞ！」

　俺の頭の上でトースがわめいた。

「この魔力――『エイボンの書』のものか！」

「痴しれ者ものめ、部屋を出るぞ！」

　トースは俺の襟えり首くびをつかんだかと思うと、窓のほうへ引っ張る。

「うわっ、ちょっと待て。ここは二階――！」

　小さな身体に似合わずトースの力はものすごく、俺は問答無用で窓の外へと放り出されてしまった。



　　　◆◇◆



「痛いって～っ！」

　下が柔らかい地面だったことと、受け身の取れる姿勢で落ちたせいで、なんとか無事だったが……下へ手たすれば大おお怪け我がだったぞ。

「あの部屋でやり合うわけにはいくまい」

　俺おれを投げ捨てたトースには反省する様子もない。

「そりゃあ、狭い場所では不利かもしれないけどな」

「まったく……危うく、大切なゲームコレクションが壊されるところだったぞ」

「このアホが！」

　とりあえず俺はトースの後頭部を、スパーンと平手打ちしてやった。

　身体からだの軽いトースは、空中でくるくると風車のように縦回転する。

「こっ、この無礼者、頭を叩たたくな！　馬ば鹿かになる！」

「そんなことで、人を窓から放り出すな」

「空も飛べない、貴様が悪い！」

「人は飛べないようにできているんだよ！」

「じゃあ、あれはなんなのだ？」

　トースが指差したのは、俺が落ちてきた二階の窓。

　そこから柚ゆ月づきが空中を浮遊して、ゆっくりと外に出てきた。

　あふれ出す魔力は青い光となって、柚月の背中に例のホロスコープのような模様を浮かび上がらせている。彼女の占星術への強いイメージが、自然と魔力をあのような形状に具現化させているのだろう。

　そして、青い魔力に包まれながら、柚月のかたわらに寄り添うように浮かんでいる大きな本は――

「あの小娘め、『エイボンの書』の魔力に魅入られたな」

「いくら三大魔道書だって、そんなことができるのか？」

「なにをいっておる。書物というものは、そもそも読み手の意識に影響を与えるために造られたものであろう。人間のくせに、そんなことも知らんのか？」

「つまり『エイボンの書』ともなれば、読んだ人間を別人に変えることもあるってことか」

　そうしている間にも、俺の心眼サードアイには膨大な魔力が組み合わさり、柚月がなんらかの魔法を構築していくのが見えていた。

　しかし、それはあまりに複雑で、どんな魔法なのかまでは見極められない。

「まずいな……あの魔法は」

　いつになく真剣な面おも持もちのトースがポツリと呟つぶやく。

「なんなんだ、あれは」

　魔力は強大であるが、それはひたすら強固に構築されていくだけで、動的なパワーが感じられない。強度は桁けた違ちがいだったが、ハンナが得意とする結界魔法のようなものだった。

　やがて、その魔力に変化が見られなくなったとき――

「全部、消えてしまえ」

　柚ゆ月づきが不吉な呟つぶやきを漏らした。

　その直後、あれだけの魔力が嘘うそのように消え失うせた。

「ど、どこにやったんだ!?」

「うむ……いま星ほし屑くずをひとつ捕まえた。もうじき落ちてくるぞ」

　トースは空を見上げながら、若干投げやりにいった。

「【射手座の矢ラス・オブ・サジタリウス】――隕いん石せき落としか！」

　魔女が生み出す魔法の中で、最大の破壊を引き起こすといわれる禁断の魔法。

　これまでの歴史で、ロシアのツングースとチベットのラサで使用されたという古い記録があるが、どちらもその破壊範囲は数十キロメートルにも及んだという。

　もちろん超高度な魔法であるが、柚月の占星術の知識と、三大魔道書『エイボンの書』の魔力が合わさったとなれば、トースの悪い冗談と済ませるわけにもいかないだろう。さきほど消失した強大な魔力も、射手座の矢が発動されたというのならば納得できる。

「いまから避難しても、とても間に合わないだろうな」

　上空に小さく光る星が見えた。

　明けの明星が輝くには、まだ早い。

　あれが落下する隕石だというのだろうか。すでに肉眼で見えるというのなら、残された時間はあとわずかだろう。

「石コロごときに、ワシのゲームコレクションを吹き飛ばされてなるものか」

　トースは忌いま々いましげに眉まゆをしかめると、両手を広げて、その眼を虹にじ色いろに輝かせる。究極の門たる力を発揮するときの前兆である。

　俺おれはいつのまにあのゲームがトースのものになったのだとツッコミたいのを我慢して、その成り行きを見守る。

「ベナティル、カラルコウ、デドス、来たれ！　来たれ！」

　トースが聞き慣れない言葉による呪じゆ文もんを唱えると、虹色の渦が空中に浮かび上がり、そこから何者かが現れた。

　派手な原色のワンピース水着に手袋とブーツ。肩には妙な形をしたプロテクターのようなものがついており、頭にはウサギの耳に似た髪飾り。腰に巻かれた太いガンベルトのようなものには、一本の長剣が刺さっている。

「まさか、異世界の伝説の戦士を召喚したのか!?」

　……って、そんなアホなことがあるわけないよな。そこで珍妙な格好をしてきょとんとしているのは、俺がよく見知った顔――夏なつ花かであった。

「えっ、なんで私……こんなところに？」

「おおっ、その衣装は『雀ジヤンカード・エース』のヒロイン、切きり野のリチではないか」

　いわれてみると、さっきトースが遊んでいたゲームのアニメに登場していた女の子の衣装によく似ているような……

「うむ～っ、そのコスプレ姿、もっとよく見せて欲しいが……もはやワシの力は限界だ。リチ、あとは頼むぞ……」

　トースはすっかりへばった顔をして、地面にぽてりと落下した。どうやら夏なつ花かを空間転移させたことで、残された魔力を使い果たしてしまったらしい。

「そのアホな格好について聞きたいのは山々だが、いまは後回しだ。夏花、協力してくれ。このままだとセイラムが吹き飛ぶぞ！」

「えーと、それはきみが大好きなゲームのお話かな？」

「そうじゃな～い！」

　二重の意味で俺おれは否定する。

「柚ゆ月づきが『エイボンの書』に操られて、射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスを使ったんだ」

「射手座の矢――って、まさかぁ。そんなの教科書に載っているだけの魔法でしょ？」

「だったら、あれを見ろ！」

　俺は青く輝くホロスコープを背負いながら、宙に浮かぶ柚月を指差した。



    

  
    
      



    

  
    
      「あららっ、なんかずいぶんと雰囲気が違うような……」

「たとえ衝動の紅炎インパルス・ルージユでも、ボクの邪魔はできないよ」

　柚ゆ月づきの言葉に、ピクッと夏なつ花かの眉まゆが動いた。

　あれは異名で呼ばれたことに腹を立てている顔だ。

「ユズ、その名で私を呼ぶなっていってなかったっけ」

　その呟つぶやきと共に噴出した魔力は、夏花の身体からだを中心として炎の竜巻を形成した。

　これだけのことを無意識でやっているのだから、まさしく異名通りの魔女である。

「ボクも中途半端な占星術なんかじゃなくて、そのぐらいの力があったなら、ちょっとは違っていたのかな」

　燃え上がる夏花の魔力をうっとりとするような目で見つめながら、柚月は呟いた。

「でもね、たとえその炎でも、星は焼けないよね……衝動の紅炎？」

「二度も呼んだな！」

「だったら？」

　柚月の挑発的な態度に、夏花はギリッと歯ぎしりをすると、片手をあげて呪じゆ文もんを唱えた。



『貫き通せ――天あま翔かける流星のごとく！』



　いままで無秩序に巻き上がっていた炎が、ギリギリと絞られるように細くなり、夏花の手に一本の槍やりとして収まった。

　夏花の異名の由来ともなった、得意魔法【紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユ】である。この前、ゲヘナの鍵かぎを交えたときよりも小振りではあったが、そこに秘められた魔力は天の槍というに相応ふさわしいものを持っている。

　しかし、いくらキレた夏花でも、そんな危ないもので同級生と戦うつもりは……

　そう思っていたが、横にいる夏花の表情を見て、俺おれは戦せん慄りつした。

　瞳は燃え上がるように赤く輝き、完全に本気の目つきである。

「馬ば鹿かっ、やめ――！」

「消し炭になってから後悔しろっ！」

　夏花は炎を纏まとった天槍ランスを、勢いよく柚月に向けて投げつけた。

「そんな槍なんて！」

　柚月の背中に浮かぶホロスコープから、無数の光り輝く腕が現れた。

　いままで柚月に加護を与え、同時に彼女を縛り付けてきた魔力の腕だ。それが『エイボンの書』の魔力を得たとき、どれだけの力を発揮するのか。

　柚月を目指して突き進んでいた天槍は、魔力の腕に触れるか触れないかのところでその軌道を大きくずらした。

「あれを曲げるのかっ！」

　柚ゆ月づきが無事で済んだことにホッとしながらも、同時に俺おれは驚きを隠せなかった。

　さすがは『エイボンの書』である。魔力に明確な方向付けをしなくとも、あの天槍ランスを防ぐだけの力があるというのか。

　ところが、なぜか夏なつ花かはガッツポーズを取っている。

「よしっ、ジャストミート！」

「えっ、えっ？」

　俺は勘違いをしていた。

　天槍の軌道は、柚月の魔法によってではなく、夏花の意志によって曲げられたのだ。

　そして、燃え上がる天槍が突き刺したもの――それは、柚月のかたわらに浮かんでいた『エイボンの書』だった。

「最初から、あっちが狙ねらいか！」

『エイボンの書』に秘めた膨大な魔力も、自分を守ることには使えなかったらしい。無残にも巨大な槍やりに串くし刺ざしにされていた。

「あっ、ああっ！」

　慌てて柚月が『エイボンの書』から天槍を抜こうとするが、もはや手遅れだった。

　魔法の炎は一瞬にして魔道書を包み込み、その魔力ごと焼き尽くす。

　ページが一枚焼けるたびに、その内側からは溶鉱炉の蓋ふたを開けたときのように激しく魔力が吹き出して、さらに自らを焼く炎と転化される。はるか昔から闇やみの世界で伝えられてきた三大魔道書『エイボンの書』も、封じ込められた魔力がひとたびバランスを崩せば、驚くほど脆もろかった。

「燃えていく……あの『エイボンの書』が燃えていく」

　多くの人々が求めて止まなかった『エイボンの書』は、俺たちの目の前でまるで枯れ葉のように燃えていった。その膨大な知識も、魔力も……みるみるうちにただの灰と化していく。

「ふん、私の友達に妙なことをするなんて許さないんだからね」

『エイボンの書』を葬った張本人は、その様子を見て満足げにニンマリと笑う。

「ははっ、ははははっ、こりゃあいいやっ！」

　一瞬、呆ぼう然ぜんとしていた俺だったが、だんだんと笑いがこみ上げてきた。

　マクダフ機関からは回収を厳命されていたが、俺としてもこっちのほうが清せい々せいした。いくら貴重な魔道書だろうが、あんなものはこの世にあってもよいことなどない。たとえマクダフ機関の管理のもとであっても。

「いや、むしろそっちのほうが危ないかもな――って、危ない！」

　いままで宙に浮かんでいた柚月の体勢がグラリと揺らいだ。『エイボンの書』の魔力を失い、空中浮遊の魔法が解けたのだろう。

　慌てて俺おれは柚ゆ月づきの下にスライディングをして、落下する身体からだをキャッチする。

　格好良くお姫様抱っこができればいいのだが、下でクッション役になってやるのが精一杯だった。

「おい、大丈夫かっ？」

　下敷きにされたままの姿勢で俺が呼びかけると、柚月はぼんやりとした顔で半分だけ目を開けた。

「ボクなんかを助けるなんて……」

「なにいってんだ、誰だれだってそうするって」

「それ……二度目だな……」

「ああ、何度だってそうするさ」

「魔女が相手でもか？」

「いっただろ、誰だってだ。魔女とかそんなことは関係ない」

　このセイラムに来てから偽ってばかりの俺だったが、その言葉は本心からだった。

　俺自身は魔女狩りウイツチハンターだが、だからといって魔女を嫌っているわけではない。相手が誰であろうが、ピンチだったら助ける。当たり前のことだ。

「いったい、ボクはなにをしていたんだろうな……」

　そう呟つぶやくと、柚月は腕で顔を覆った。

　下にいる俺の頬ほおに柚月の涙の滴が落ちたが、それには気づかぬふりをしていってやる。

「ほら、笑えよ。笑えば福が来るんだろ？」

「いいよ、もう……そんなの……」

「占星術は信じないけど、それは信じるぞ。笑っていれば、きっといいことがある」

　すると柚月は、腕で目を隠したまま口元を少しゆるめ、いつもの笑い声をあげた。

「あはは……お人ひと好よしなんだな」

　その言葉に、つられて俺も笑う。

「はははっ、そんなこと初めていわれたよ」

「へえ、そうなんだ？　意外だね」

　地面に倒れた俺たちの顔を、夏なつ花かが上からのぞきこんでいた。

「なっちん……ボクは……」

「ほらっ、ユズ、立ちなよ」

　夏花は柚月の手を取って立ち上がらせる。その目からは、さきほどのような猛たけ々だけしい赤い輝きは消えて、優しげな暖かさだけが感じられた。

「ボクは……なんてことを。みんな逃げて、星が落ちてくるよ！」

『エイボンの書』の魔力から解放されたらしい柚月は、怯おびえた顔で訴えるが、夏花はそんな彼女の身体からだを力強く抱きしめる。

「大丈夫、そんなことにはならないって」

「でも、あれは……あれは……！」

　射手座の矢ラス・オブ・サジタリウス――最強の名を冠する禁断魔法。

　確かにいくら衝動の紅炎インパルス・ルージユでも、ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターでも、相手が悪すぎる。

　しかし、俺おれの思いは、夏なつ花かが代弁してくれた。

「私と優ゆう人とでなんとかする。ユズを悪者になんかさせたりしないから」

　ああ、まったくその通りだな、夏花。

　俺たち二人が揃そろえば、できないことなんかありはしないさ。
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　炎の翼を生やした夏花に支えられ、俺は射手座の矢の迎撃のために、寮の上空を飛んでいた。

「見ろ、射手座の矢が結界に捕まるぞ！」

　雷光にも似た青い光が瞬またたき、天を割るような轟ごう音おんが鳴り響いた。

　セイラム上空に張られた結界と、射手座の矢が衝突したのである。

　あの結界は魔女たちがセイラムから脱走することを防ぐためのものであるが、もちろん外部からの魔法も遮断するようになっている。

　それは射手座の矢といえど例外ではない。

「これほどの魔力のぶつかり合いは、滅めつ多たに見られるものじゃないな……」

　遠く離れた場所から眺めていても、それは身震いがするような光景であった。

　セイラム上空全体に、魔力で描かれた複雑な紋様が浮かび上がる。

　射手座の矢の魔力を結界の一部分だけでは受け止めきれず、構造自体が不安定になっているのだ。こうして巨大なドーム状の結界が肉眼でも見えるようになると、いまさらながらにセイラムが巨大な檻おりに囲まれた街なのだと実感させられる。

　そんないつものならば忌いま々いましい結界であるが、このときばかりは俺も破られぬよう祈った。

「駄目ね、持ち堪えられないみたいよ」

　夏花が低く呟つぶやくと、上空の結界が、何度か切れかかった蛍光灯のように瞬いた。

　やがて結界の紋様が歪ゆがみ、とうとうその一部が崩れ落ちた。

「抜けられたか！」

　パラパラと光の粒となって降り注ぐ結界の破片の中を、射手座の矢がゆっくりと落下を再開する。

　だが、いまの攻防のおかげで、俺おれは射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスの魔力構造を見極めることができた。

　本体となるのは、それほど大きな隕いん石せきではない。せいぜい、人の頭ぐらいの黒い岩石。

　ただ、その周囲に広範囲に張り巡らされた結界は、非常識なまでに強固なものだった。

　大気圏突入の際の摩擦熱で隕石が蒸発することを防ぐものだろうが、同時に射手座の矢の破壊力の源ともなっている。すなわち射手座の矢とは、隕石の落下速度に、質量すら伴うほどの強力な結界魔法を掛け合わせた魔法。

　宇宙から飛来する速度で、あれほどの結界魔法が落下すれば、本体の隕石の持つ数百倍のエネルギーが大地を砕くはずだ。結界魔法がそのまま攻撃力に転化される、攻防一体のやっかいな魔法である。

「ありがたいことに、セイラムの結界魔法がアレの速度を殺してくれたが……それでもあんなデカブツが落下すれば大惨事だぞ」

「ええいっ、あんなもの焼き尽くしてやる！」

　俺がまだ作戦を思いつく前に、夏なつ花かが先制攻撃に出た。

　背中で燃え上がる両翼の一部が変形して、二本の紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユを生み出した。



『貫き通せ――天あま翔かける流星のごとく！』



　魔力に方向付けをする夏花得意の呪じゆ文もんと共に、二本の天槍ランスはミサイルのように炎の軌跡を残して射手座の矢へと発射された。

　攻撃はそれだけではない。

　常に街の上空を監視しているセイラムの迎撃魔法も、夏花の攻撃に呼応するかのように発動。頭のない鳥のような姿をした魔力の塊が、おびただしい数、四方八方から射手座の矢に襲いかかる。

　守るための魔法ではなく、こちらは攻撃するための魔法。さきほど破られた結界魔法とは質が異なる。

「これならいけるか!?」

　二本の天槍と、セイラムの迎撃魔法が、同時に射手座の矢を捉とらえた。

　その直後、火山が爆発するような轟ごう音おんと共に、空中に巨大な火の玉が膨れあがった。

　まぶしくて直視することすらできない。まるで太陽が二つになったかと錯覚するほどである。

「どうよ、これならどんな魔法だって……イチコロのはず……ええっ？」

　いつも自信満々の夏花の表情が、徐々に曇っていく。

　上空に膨れあがる爆煙を突き抜け、射手座の矢が結界魔法に包まれたその姿をぬうっと現した。

　青く輝く精密に構築された結界魔法には、ほころびひとつできていない。

「本家の流星じゃあ、天槍ランスも相手が悪いか」

　その姿を見て、さすがに俺おれも背筋が寒くなった。

　あれだけの攻撃魔法でも破壊できなかったとなれば、外部からの攻撃はほぼ無意味と考えるべきだろう。

　大気圏突入の高熱にすら耐えた結界は、それほどまでに強固。

　となれば、魔法の強度にかかわらず、その構造自体を分解する俺のジギタリスの出番なのだが……

「すれ違いざまにやるしかないのか？」

　おそらく、夏なつ花かの翼では、自由落下する隕いん石せきを追跡することは無理だろう。

　交差する瞬間に、射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスの結界を構成するクリティカルピースを破壊するしかない。正直、そんな神かみ業わざが俺にできるとは思えなかった。

「こら～、貴様らぁ……」

　俺が打つ手に迷っていると、下からヒョロヒョロとトースが力なく飛んできた。

「なにをしている。さっさとキスをして、ゲヘナの鍵かぎを交わらせんか。なんのために、ワシがその小娘を呼び出したと思っておる!?」

「そっ、それは！」

　俺は夏花のほうを見て、気まずい顔をする。

　もちろん、その方法も考えていたが、できれば最終手段にしたかった。

　いやいや、もはやこの状況で躊ちゆう躇ちよしている暇もないのだが、それでももうちょっとタイミングというか、いいかたというか……

「ねえ……キスってどういうことなの？」

　案あんの定じよう、夏花は思いっきり不審そうな目で俺を見つめている。

　もはや言い逃れも、先延ばしも不可能。

　一週間、なあなあにしていたツケが、ここになって来るとは。

　しかも、ここで説得に失敗すれば、セイラムが滅びるおまけつき。絶体絶命とはこのことだろう。

　あまりの窮地に、もはや悟りに近い域にまで達した俺は、くどくど弁解することは諦あきらめて、素直に馬ば鹿か正直に答えた。

「トースの魔法のせいで、俺とおまえがキスをすると魔力が強まるんだよ」

　ああ……なんだか思い切って喋しやべってたら、この一週間、ずっとモヤモヤしていたものがスッと消えていった。ええい、あとは煮るなり焼くなり好きにしろっていうんだ――って、どうせこんがり焼かれるんだろうけどさ。

　……と、覚悟していたのだが、そんな俺の告白への夏花の反応は意外なものだった。

「じゃあ、この前のキスは……本気のキスじゃなかったんだ」

　少し驚いたようでもありながら、まるで心がからっぽになってしまったような虚脱した夏なつ花かの表情。

　いつもの情熱的な赤い瞳が虚うつろに濁っている。

　もっとガツーンと怒ってくれたほうが、俺おれも罪悪感が薄れるのに……

「あの赤い魔法陣を壊すためだった。ごめん、謝るよ」

　そんな夏花の顔を見たら、もう頭を下げることしかできなかった。

　上空から迫る射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスも、セイラムの大ピンチも、いまこの瞬間だけは忘れていた。

「それで、またキスをすれば、あの隕いん石せきを壊せるかもしれないんだね」

「ああ、可能性はあると思う」

「ねえ、きみは私とキスをしたいの？」

　夏花は小首を傾かしげ、投げやりとも思える口調で問いかけてきた。

　赤い瞳は生気を取り戻していたが、どこか潤んでいるようでもあって、俺を落ち着かなくさせる。

「それは……」

　口を開くと、ヂリッとうなじあたりに焦げ付いたような痛みを感じた。

　俺の本能が、警告をしている合図。ここが運命の分かれ道――最後の選択だ。

　間違えば、みんな揃そろって奈な落らくの底。

　セイラムに暮らす人たちの命のチップの上に、俺のチップも一枚乗せて、最後の勝負に挑む……挑むる……挑むれ……挑めよ……？

「…………」

　俺は最後に発した「は」の形に口を開いたまま硬直してしまった。

　ええい、こんなときに情けない。

　キスをしたいと口説いても。

　キスをさせてくれと頼み込んでも。

　キスをさせろと脅しても。

　とにかく、なにかをいわねば始まらないというのに、俺は息苦しさのあまり金魚のように口をパクパクさせるだけ。

　こんなときに、いつの間にか妙な魔法でもかけられてしまったのか？

　そういえば、胸も痛いし、動どう悸きも異様に高まっているような……

　俺は胸を押さえながら、冷や汗を流す。

　たぶん、夏花から見たら、挙動不審もいいところだろう。

　ところが、そんな俺の様子を見つめていた夏花は、なぜかクスリと表情を和らげた。

「いいよ、キスしてあげる」

「ええっ!?」

　なぜそういう結論が出たのかさっぱりわからず、アホみたいな驚きの声をあげると、夏なつ花かは少し眉まゆをひそめて、指で俺おれの口を閉じさせる。

「じっとしてて……」

　そういわれずとも、俺は身動きひとつできはしなかった。

　迫ってくる夏花の唇をじっと見つめて、それが俺に触れるのを受け身で待つだけで……やがて視界が真っ暗になった。

　我に返ったのは「ふうっ」という夏花が息をついた声を聞いたからだ。

　あまりの緊張のせいか、一瞬記憶が飛んでいる。

　おかげで、唇の感触はいまいちわからなかった。

　ただ、夏花のことをこれまでで一番近くに感じられて、唇が離れるときになぜか自分の一部まで持っていかれたような喪失感だけは憶おぼえている。さっきのほんの一瞬のキスで、まるで二人がひとつのものになってしまったような……

「こらぁ、ぼーっとするな！」

　トースが俺の頭の上でわめく。

　そうだ、柄でもなくロマンチックな余韻に浸っている暇はなかったのだ。

　すでに射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスは、その結界に帯びた高熱までが感じられる距離に迫ってきている。

「紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユ！」

　キスのおかげで爆発的に高まってきた魔力を、夏花は急いで構築させていくが――

「いや、それじゃあ間に合わない」

　いくら夏花でも、あのやっかいな結界を破壊するほどの魔力を内包した天槍ランスを構築するには、かなりの時間が必要だろう。

「なっ……だったら、なんでキスなんかさせたのよ！　まさか、もう最期だからとか、そんなの嫌よっ！　まだ私は……いろいろ……きみと……」

　なにかごにょごにょいっている夏花には悪いが、いまはそれどころではなかった。

　俺は心眼サードアイに意識を集中して、夏花の胸に渦巻く魔力を分析する。

「な、なに……そんなに私の胸を見て……どうしちゃったのよ？」

　俺の視線に戸惑う夏花を無視して、さらにじっと見つめると、やがて燃え上がる魔力の奥底に、明るい輝きを発する炎の形をした水晶のようなものを見つけた。

「見つけた！」

　夏花の魔力が高まったおかげで、魂の奥底から顕けん現げんした、究極の門を開く鍵かぎ。

　あまりに危険な賭かけだったが、いまはこれしか手段はない。

「夏花、借りるぞ！」

「ひゃっ!?」

　俺おれは夏なつ花かの胸の奥に浮かぶ鍵かぎを、発動させたジギタリスで握りしめた。

　見た目に反して、それはあまり熱さを感じさせない。

　それどころか、その心地良いほのかな温ぬくもりは、発動して俺の腕に無遠慮に根を伸ばしていくジギタリスの痛みを和らげてくれるようでもあった。

「そんでもって、トース！　すぐに返せよっ！」

「なっ!?」

　俺は有無をいわさずに、トースの胸に――いや、そこにある究極の門の鍵穴に、夏花の鍵を押しつけた。

　そのとき、すでに射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスは「冗談はやめてくれ」といいたくなるほど近距離に迫っていた。

　大気圏突入時の摩擦熱、そして行く手を阻むすべての魔法をはねのけてきた結界は、超高熱を纏まとって空気を青く燃え上がらせている。そして、その奥では射手座の矢の本体である黒い鉄の塊のような隕いん石せきが、ゆっくりと回転をしていた。

　宇宙からやってきた破壊の使者。

　それは思いの外ちっぽけなものだったが、なぜか強い存在感があった。

　いったいどれだけの時間、どれだけの距離、この隕石は宇宙を旅していたというのだろうか。

　それがいま、魔法によって捕らえられ、この地に引きずり落とされようとしている。通常ならば絶対にあり得ないこの遭遇に、俺は一瞬だったが妙な感慨にふける。

　すでに回避をするタイミングは逸した。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　下には俺たちの暮らす寮と――そして、セイラムの街がある。最初から避けるつもりなどない。

　夏花はかすかに震えながら、俺の胸に顔を埋うずめている。

　そんな夏花の身体からだを抱きしめたまま、俺は目をそらすことなく、迫り来るこれからの運命をにらみつけた。

「……間に合ってくれ」

　射手座の矢が放つ超高熱が、チリッと俺の前髪を焦がしかけた、その時であった。

　断頭台の刃が落ちるような音と共に、突然、俺の視界が真っ暗になった。

　ただし、俺が地獄に堕ちたというわけではない。

　地獄のほうが、向こうから来てくれたのだ。

「現れた……な」

　俺たちの視界を遮っていたのは、ビルほどの大きさのある、縦に細長いロケットのような形をした異形の門。

　この世とゲヘナをつなぐ究極の門が、いまここに顕けん現げんしたのだ――がっ！

　そのことを認識する暇もなく、射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスはジェット機のような轟ごう音おんと共に、その門の中に突っ込んでいった。

　レース場でＦ１マシンが目の前を走り去るときのように、一瞬で音は消えた。

　同時に息も吸えなくなるほどの熱風が、俺おれたちを包み込み、肌を焦がし、そして通りすぎる。

　轟音、熱風に続いて、最後にやってきたのは――恐ろしいまでの静寂。

　俺はしばらく呼吸すら忘れて、無言のまま様子をうかがっていたが、とうとう堪たえきれずに叫んだ。

「よしっ、成功だっ！」

　射手座の矢は、究極の門に飲み込まれた。

　その行き先は、魔力のるつぼといわれる異世界。

　射手座の矢がどうなったかは、神のみぞ知るだ。少なくとも、俺の知ったことではない。

「おっと、やばい、やばいっ！」

　助かったことに大喜びしていた俺だったが、慌ててトースから夏なつ花かの鍵かぎを回収した。鍵を失った究極の門は、ゲヘナからの魔力があふれ出す前に、現れたときと同様の唐突さで消失する。

　それを確認して、俺はほっと一安心。

　このまま残れば、射手座の矢以上の被害を引き起こしかねないやっかいな代しろ物ものである。毒をもって毒を制すとは、まさにこのことだろう。

「いやあ、大人しく消えてくれてよかった」

　そういいながら、俺は夏花に鍵を戻してやるのだが……



　ふにょり。



　あれっ、この感触――以前にも経験したような。

「きみきみっ、なにをしているのかな？」

　射手座の矢からセイラムを守ったという高揚感から覚めて、俺は冷静な目で自分の手元を見つめた。

　夏花の胸をぺったりと触っている、ジギタリスの左手。

　前回は制服越しだったが、今回はレオタードのような薄手の生き地じしか妨げるものはなく、ほとんど生で触っているのと変わりがない。

　しかし、これはゲヘナの鍵を返しているだけで、決してやましいことはなにも――なんて、いえるわけないよな。

　そんなことを話したら、ジギタリスのことがばれてしまう。

　しかたないので、俺おれはキリッと真面目まじめ顔がおで素直に謝る。

「すまん、謝る」

　さっきは直球勝負で通じたから、今度もなんとかなるのではと期待していたのだが……

「キッ、キスまでは許したけど、こんなのは駄目なんだからねっ！」

「はい、ごもっともで」

　俺は観念して、夏なつ花かからの鉄てつ槌ついを待ち受ける。



「どすこい！」



　いつものように突っ張りで吹き飛ばされた俺だったが、ちょっと誤算があった。

　いま俺がいる場所は、空の上だったということ。

　夏花の手を離れて魔法の浮力を失った俺は「ひゅるる～っ」と寮を目がけて墜落していった。

　まあ、隕いん石せきが落ちるよりは被害も少ないだろうさ。

　俺のほうの被害は、どうだか知らないけどな。



    

  
    
      


終章





　打ち身とねんざで、俺は自室のベッドで丸一日寝込むことになった。

　一応、セイラムを守った英雄のはずなのに、全身に湿しつ布ぷを貼はったミイラ男みたいな格好でウンウンと一人で唸うなっているのはどうかと思うが。

　しかし、真実を語れば魔女狩りウイツチハンターの正体がばれるし、なにより柚ゆ月づきのことも話さねばならない。だから、この件は俺と夏花の二人だけの秘密にしておくことにした。当然、ハンナにも秘密である。

　まあ、元凶となった『エイボンの書』は焼失したことだし、これでもう柚月が魔力を暴走させることもないだろう。



「う～っ、げっぷ……」

　おっと、さっき一人といったのは誤りである。

　俺が寝込んでいるのをいいことに、ずっとパソコンを独占して美少女ゲームを遊んでいる居い候そうろうがいたっけ。

「おい、トース。おまえにもなにかお礼をしないといけないな」

　今回の功労賞は、トースといっても過言ではないだろう。

　しかし、トースはなにをしたら喜ぶのやら。

　そういえば、ハンナと一緒にトースを見つけたとき、なにか食わせろとかいっていたような。

「おまえ、なんか好物とかあるのか？」

「うーむ、いまは十分だ……げぷっ」

　げっぷ交じりで返事をしやがった。下品なやつめ。

　それにしても、昨日からずっと満腹そうにしているが、台所で盗み食いでもしてきたのか？

　あまり寮の中をうろつかないで欲しいものだが。

　他ほかの寮生に見つかったら、なんと説明すればいいのやら。

「他の寮生といえば……誰だれか見舞いぐらい来てもいいのにな」

　夏なつ花かに部屋に運び込まれて、全身にこれでもかと湿しつ布ぷを貼はりまくられたあと、当番の仕事は代わってやるからベッドから動くなと厳命された。

　まあ、空から落として怪け我がをさせた罪滅ぼしということなのだろうが――それっきり、一度も顔を見せないというのは、どうなんだ？

　他の寮生たちも姿を現さないし。

　それに柚ゆ月づきのことも心配だ。あれからどうしたのだろうか。

　そう考え出すと、いてもたってもいられなくなって、俺おれはベッドから身体からだを起こした。

「いてて……」

　強く打った腰が悲鳴をあげているが、無理矢理立ち上がって、へっぴり腰で部屋の外を出ようとしたとき――勢いよく開いたドアが、俺の顔面を直撃する。

「ぐはっ!?」

　顔面の痛みと、そこを基点に「ぐわーん」と広がるように全身の打撲の痛みが復活してきて、くぐもった悲鳴をあげながら床に倒れて身もだえをした。

　そんな俺に、ドアを開けた主である夏花が上から声をかけてくる。

「きみきみっ、大人しく寝てなさいっていったでしょう。なんのために当番を代わってあげたと思っているの？」

　いや、さっきまでは大人しくしていたんだけどな。

　ここでのたうち回っているのは、十割がおまえのせいだぞ。

　恨めしく思いながら、俺が涙でにじむ目を開くと――そこにはきわどい切れ込みのレオタードを着た夏花がいた。トースに呼び出されたときに着ていた、例の『雀ジヤンカード・エース』とかいうゲームのヒロインの衣装である。

　しかも、俺おれはその姿をこれ以上はないというローアングルで見上げているわけで。

「なんか目がいやらしい！」

　部屋の中だというのに、なぜか踵かかとの高いブーツを履いていた夏なつ花かに、顔面を踏みつぶされた。その筋の人ならご褒美だろうが、あいにく俺にそんな趣味はない。

「あー、私も踏ませてー！」

　そこに割り込んできたのはそういう趣味とは真逆の性格の持ち主。ドＳ教師のちさ先生であったが……その格好は、禍まが々まがしいデザインの黒マントに身を包んだ珍妙なものであった。

　しかし、俺はその姿に見覚えがある。

　確かトースが大好きな『雀ジヤンカード・エース』の敵役だったような。

　マントの合わせ目から、ちらちらと素肌がのぞいているが、まさかあの下の格好もゲーム通りなのだろうか？

　俺の記憶が確かならば、あれは衣装とすら呼べない、ただの小さな布きれを身体からだに貼はっているだけの代しろ物ものであったが。

「二人とも、入口でなにしてるのよ？」

「なにやら、男が踏まれて喜んでいるようだが……これはそういう遊びなのか？」

　さらに部屋には、綾あや音ねと刻とき代よも入ってきた。

　綾音は真まっ赤かなビキニに、背中に同じく赤いコウモリのような翼を生やした悪魔。

　刻代にいたっては、白いスクール水着に赤いランドセルという、まったく意味不明の格好をしている。

　腰が痛くて立ち上がることもできず、俺は床に座り込んだまま、そんな魔女たちに取り囲まれていた。

「まさか、ここでサバトでも始める気なのか？」

「なにいってるのよ！　きみの趣味を理解するために、ちさ先生プロデュースで用意した特別衣装なんだよ」

「はあぁぁっ!?」

「美少女ゲームがある種の男性の欲求を満たす一面を持っているからといって、一方的に毛嫌いをしてはいけません。人間理解を深めるサブカルチャーとしての見地からみれば、それは重要なテキストとなるものです。美少女ゲームを理解すること――それすなわち、朝あさ倉くらくんを理解するためにも大切なことなのです！」

『雀カード・エース』の敵役の格好で、ちさ先生がググッと拳こぶしを握りしめて叫んだ。

　その拍子にマントの下がちらりと見えたけど、どうやら内部も原作通りらしい。心臓に悪いから、あまり見せないでほしい。

「これから一緒に暮らすわけだしね。あんたが魔法を理解してくれているのなら、私たちもあんたの趣味を理解するぐらいの努力はしてあげないとって思ったのよ」

　綾あや音ねは案外と殊しゆ勝しようなことをいってくれた――って、違う、違う！

「いやいやっ、それって思いっきり間違った方向で俺おれを理解しようとしてるから！」

　そんな特殊な道を突っ走らないでも、もっと普通に相互理解を深める方法はいくらでもあるだろうに。

「ほらほら、やっぱり朝あさ倉くらくんはそういうのはお気に召さないのよ」

「よかった、ちさ先生。わかってくれたんですね」

　って、本当かなぁ。

　一抹の不安が、俺の頭によぎる。

「朝倉くんは悪女系よりも、ロリータ系が好みと見たぞ。『雀ジヤンカード・エース』悪の三大幹部の一人、フーロ長官のコスプレでどうだ!?」

　そういってちさ先生は、刻とき代よをずずいっと押し出した。

「やっぱり、ちっともわかっちゃいねぇ！」

　さっきもいったように、刻代は白いスクール水着に赤いランドセルという異様な格好。

　そのあり得ない組み合わせは、なぜか見る者の気持ちをざわざわと落ち着かなくさせる。まさか、このデザインになにか精神を操作する魔力でも宿っているというのか？

「なんだ、男……そんな目で見て。やっぱり、踏んで欲しいのか？」

　刻代はいつもの眠そうな目で、片足をついっとあげた。

　スクール水着姿なので当然素足。可愛かわいい足の指をワキワキとさせている。

「どっ、どんな目？　俺、そんな目で見てた？」

　俺は自分の目をゴシゴシこすって視線をそらす。

　ああっ、なんだろう。ちょっとだけ死にたくなってきた……

　白スク赤ラン魔法。恐ろしい威力の精神破壊系魔法だ。

「ちょっと、ちさ先生！　ヒロインは私だったんじゃないんですか!?」

　女戦士姿の夏なつ花かが抗議するが、ちさ先生はチッチッチッと指を振る。

「ヒロインではなくサブキャラのほうが人気があるのは、この業界ではよくあることよ。所しよ詮せん、ヒロインは基本形――世の男子の複雑怪奇なニーズに応えるには、キャラをニッチな方向に多様化させる必要があるの。そんな魔進化デモニツク・エボリユーシヨンの繰り返しの末に、新たなジャンルが誕生するの！」

「……いっていることはさっぱりわかりませんが、ヒロインが不人気というところには、なぜかカチンと来ました」

　そう呟つぶやいて、夏花は刻代にむにむにと踏まれている俺のほうを見た。

「きみきみっ、きみもそうなの？」

「そうなのって……もうなにがなにやら」

　俺は、おまえたちの会話の二割も理解できていないぞ。

「ヒロインは嫌いなのかって」

「いやー、考えたこともないな」

「じゃあ、いま考えてっ！」

「な、なにをムキになっているんだ？」

「おい、男……そんなことよりも、私はいつまで踏んでいればいいのだ」

　俺おれの背中を踏み続けていた刻代が文句をいった。

「あー、もうちょい右かも……」

　実は刻とき代よの小さな足で腰を踏まれるのは、割と気持ちよかったりして。変な意味ではなく、マッサージ的な意味で。

「うぬぅ、この遊びはちょっと疲れるぞ」

「じゃあ、私が踏んであげる」

「いや、ここは先生が！」

「あっ、私もやらせて、やらせて」

　刻代の代わりに、三人が交互に俺を踏んでいく。

「痛い、痛い！」

　おまえたちの踏みかたは、まったくなっていない。特に夏なつ花かの踏みかたには悪意がこもっていやがる。

　このままだと腰の痛みがさらにひどくなりそうなので、四よつん這ばいで部屋の外に逃れようとした俺の前に、白いニーソックスを履いた足が二本立ちはだかった。

　さすがにこのパターンは何度も繰り返して勉強しているので、俺はちょっと後ろに戻ってから顔をあげる。そのまま上を見て、スカートの中身を見たといって踏みつぶされる展開はもうごめんだ。

「あっ……おまえ」

　そこには学園の制服とは違った、セーラー服姿の柚ゆ月づきがいた。

　ちょっと古めかしい白地に紺の襟えり、赤いスカーフというスタンダードなセーラー服。おかげでいつもボーイッシュな感じの柚月も、やけに女の子っぽく見える。

　そして、今日は例の赤いバンダナも巻いていない。

「あははー、どうかな？」

　柚月はいつもの笑顔を浮かべて、俺に尋ねた。

「うん、似合ってる。やっぱりバンダナはないほうがいいぞ」

「そうかー、ちさ先生に見立ててもらったのさ。よく知らないけどゲームに出てくる学校の制服なんだって」

「なんで？」

　俺おれの口から自然に出た問いかけ。

　それには深い意味があったような、なかったような――自分でもよくわからなかったが、それに柚ゆ月づきは満面の笑顔で答える。



「あははー、ボクもあんたを歓迎したかったからな」



　この前は、散々だった歓迎会だったけど……今日みたいなのは悪くない。

　なるほど、笑う門には福ふく来きたる、か。

　だったら、俺にも福が来ればいいんだけどな。

「あはははー」

　柚月につられて笑いながら、俺はそんなことを思うのだった。









　　　◆◇◆



　その後、時と場所を改めて、柚月がしてくれた証言には、俺も絶句するしかなかった。



「……それでね、ボクに『エイボンの書』をくれて、あんたが魔女狩りウイツチハンターだって教えたのは、若わか宮みやつばきだよ」



　どうやら、俺には笑っている暇もないらしい。





おわり



    

  
    
      


あとがき



　いよいよ女子寮に引っ越して、嬉うれし恥ずかしのハーレム生活が始まりました。

　ちょっとずつ確実にフラグを立てつつある優ゆう人とですが、はてさて寮生全員攻略のハーレムエンドに達するルートはあるのか？

　それは、私にもわかりません。

　少なくとも、それが細く険けわしい道であることは間違いないでしょう。

　選択肢をひとつでも間違えれば、即バッドエンド。

　当然、途中セーブは不可の不親切設計。

　かといって、さっさとヒロインとのトゥルーエンドに落ち着くことは、この私が許しません。

　とりあえず、小説のタイトルに偽りなしということで、優人には登場する女性キャラの全員とキスをすることを目標にして、頑張ってもらいましょうかね。

　ぶちゅーっと行け！

　ぶちゅーっと！

　といったわけで、前置きが長くなりましたが「わるぷるキス！」の第二巻です。

　みなさま、楽しんでいただけましたでしょうか？

　前回、やや影の薄かったハンナに光を当ててやろうと思ったら、予想以上に目立ってくれました。やばい、夏なつ花かが押されている？

　そして、次の巻では委員長がいろいろと活躍する予定ですから……ますます、夏花危うし!?



　さて、本作でも多くのみなさんにご協力をいただきました。

　毎度のことですが SUZUNE 先生にはたくさんのご助言をいただき、いつもながら大変感謝しております。忙しい時期に無理なお願いばかりしましてすみませんでした。

　そして、イラストを描いていただきましたニリツ先生、本作でも素敵な挿絵をありがとうございます。私はトースのデザインが好きなのでたくさん描いてください。

　最後に、ここまで読んでくださった読者のみなさま、本当にありがとうございます。どんなときでもみなさんへの感謝の気持ちを忘れずに、これからも頑張ります。

　では、またどこかでお会いしましょう。
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